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午前 10 時 00 分 開議 

○古都宣裕副委員長 おはようございます。 

 井戸委員長から、遅参の届け出がございました

ので、委員長の職務を代行いたします。 

 本日の出席委員は14名で定足数に達しておりま

すので、ただいまから本日の委員会を開きます。 

 本日の委員会には、次の委員から、遅参の届け

出がありましたので報告します。 

遅参、井戸委員長、２時間。 

それでは、早速本日の日程であります一般会計

の歳出のうち、労働費、農林水産業費、商工費及

びその特定財源に関する歳入の細部質疑に入りま

す。 

質問者、挙手願います。 

川原田委員。 

○川原田英世委員 ではまず、私のほうから質問

をさせていただきます。 

 人材確保養成事業の中で、地域連携インターン

シップ活用労働力確保事業について、質問いたし

ます。 

本年から始まった事業ということでありますけ
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れども、まず本年既に事業終わられてると思いま

すので、実施の内容と結果についてお伺いいたし

ます。 

○田口徹商工労働課長 地域連携インターンシッ

プ事業についてでございますけれども、事業概要

といたしましては、実績につきましては、平成28

年９月５日から13日の８泊９日で16名の学生、こ

れ東京農大の厚木キャンパス、世田谷キャンパス

の学生ですけれども、を網走それから大空町のほ

うで受け入れしております。 

○川原田英世委員 大空と網走で16名を受け入れ

たということなのですが、その内訳についてお伺

いいたします。 

○田口徹商工労働課長 内訳ですけれども、大空

町に10名、これは畑作農家、それから網走市の酪

農のほうに６名を受け入れしております。これは

酪農２戸ですね。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

網走のほうでは酪農のほうで受け入れをしたと

いうことでありますけれども、実際に来られた方

たちから、どのような評価をいただいているのか

についてお伺いしたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 今回見えられた方々です

けれども、東京農大のほうで募集しまして、自分

から来たいという意向は持っていたのですけれど

も、来た結果、来る前よりもこちらのほうに興味

を持った、または住んでみたいという数は当初よ

りも多くなったという結果になっております。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

 若い方たちの中でやっぱり一次産業は大変だと

いうイメージが定着してしまっている中で、実

際、経験してみていただくということは非常に重

要だと思いますし、そういう方たちが周りに広く

そういったことを発信していっていただくという

ことが、これから重要になってくるのかなという

ふうに思います。 

それで、220万円だった予算が次年度減額にな

るのですが、その中身についてもお伺いいたしま

す。 

○田口徹商工労働課長 本事業につきましては、

地方創生の加速化交付金を使いまして100分の100

の国の補助をいただきながら、１年目は開催した

ところでございます。２年目は地方創生の推進交

付金のほうに手を挙げる予定となっておりますけ

れども、そちらのほうの補助率は２分の１という

形になっております。１年目の結果を見まして学

生にアンケートしたところ、１年目は100％の事

業ですから学生には負担がなかったのですけれど

も、今回２分の１ということで一部学生にも負担

をしていただくと。これは１回目のアンケートの

結果で、ある程度負担をしてもいいという、そう

いう結果のもとでの中での学生に負担をしていた

だくと。さらには、東京農大にも一部負担をして

いただくことによりまして経費を下げまして、そ

して事業内容はほぼ同等の事業を行おうと考えて

いるところでございます。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

 予算減の中でも同等のものということなのです

が、ことし、ではない、次年度ですね、この予算

で何名を受け入れる、受け入れるというか、この

事業で、こちらのほうにお越しいただく予定をし

ているのか、目標値になるのだと思いますけれど

もお伺いいたします。 

○田口徹商工労働課長 人数の関係ですけれど

も、平成28年度は網走市が６名、それから大空町

が10名ということだったのですけれども、網走市

は酪農だけということであったのですけれども、

来年度におきましては、平成29年度におきまして

は、畑作も網走でやりたいというふうに考えてお

りまして、全体16名を半分ずつ、網走８名、大空

８名で、今年度は、平成29年度はやりたいという

ふうに考えております。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

 ぜひこれを、しっかり学生の方たちに貴重な体

験をしていただいて、それを広げていただくとい

うことが重要になってくるのかなと思います。 

 人数は予算上、ことし、次年度目指すのは８

名、８名ということでありますけれども、そこか

らやはり情報をどんどんどんどん広げていってい

ただかなくてはいけないというふうに思うのです

ね。なので、ぜひ来ていただいた方には、ＳＮＳ

等で、こういった経験しましたよということを広

く広めていっていただくような、そういった取り

組みもお願いしたいと思うのですが、その点につ

いて、何かをお考えありましたらお伺いしたいと

思います。 

○田口徹商工労働課長 ＰＲの関係ですけれど

も、平成29年度におきましては、学生にも一部負

担をさせるということもありまして、かなりＰＲ

をしないと集まらないのではないかという危惧も
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しております。ことし来ていただきました学生方

は、大変網走を気に入っていただいております、

網走も大空もそうですけれども。それらの学生に

ぜひ広告塔になっていただきたいと。ＳＮＳは当

然もちろんやりたいというふうには思っておりま

すけれども、そのようなＰＲもやっていきたいと

いうふうに考えております。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。ぜひと

もお願いいたします。 

 また、受け入れる方たちにもしっかりとＰＲを

していただくと、やっぱり大変だというイメージ

がどうしてもあるのだというふうに思うのです

が、実際に受け入れてみた方、また来年度予算で

受け入れた、受け入れる方々からもぜひ声を、ほ

かの農業者の方たちも聞こえるようにしていただ

いて、これがひとつまた体験型農業の基盤になっ

てくる、また新しいモデルになってくるのかなと

いうふうにも思うものですから、ぜひともそうい

う取り組みと、また学生の方たちにもぜひ貴重な

経験を存分に楽しんでいただくという取り組みを

ぜひ進めていっていただきたいというふうに思い

ます。 

次に、Ｕ・Ｉターン促進事業についてでありま

す。 

 これ新年度新たな予算ということになるのだと

思うのですが、この事業のまず内容についてお伺

いいたします。 

○田口徹商工労働課長 Ｕ・Ｉターン促進事業で

ございますけれども、こちらの事業につきまして

は、人口減少社会におきまして、他地域の居住者

で当市への移住を希望する方の受け入れを支援

し、これまでに市内事業所のＵ・Ｉターン受け入

れ意向の調査、ポータルサイトを設けて求職情報

の掲載、就職フェアに出展し就職希望者や出展企

業との意見交換を通じて、出展料や旅費などの経

費負担、町に関するさまざまな情報、自治体との

かかわりによる信用度など、就職フェアに出展す

る企業が求める行政支援の確認などを行ってきた

ところです。 

 平成29年度は、北海道経済部が事務局を担う北

海道人材誘致推進協議会に加盟いたしまして、関

係団体と連携を深め、関連情報の収集や発信を行

う予定としております。 

 また、道外で開催されますＵ・Ｉターンフェア

に参加する企業に対しまして、出展料や旅費の助

成を行いたいというふうに考えております。補助

につきましては、１社につき１名というふうに考

えており、旅費、出展料につきましては、補助率

は２分の１で上限15万円。それで予算としては、

３社分を想定しているところでございます。 

○川原田英世委員 ３件の事業者が行かれるとい

うことで、幅広くお声がけはされるのだろうなと

いうふうに思っております。実際にこれは、道が

主催する、都内等で主催するそういったフェアに

参加する旅費だというふうに理解していいという

ことでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 旅費と出展料を見ており

ます。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 近年、雇用のミスマッチということが非常に言

われておりますし、また網走市内の人材不足とい

うものが非常に深刻な問題となっています。一極

集中、首都圏、北海道では札幌圏への一極集中、

これの問題を解決していくにはやはりＵ・Ｉター

ンの取り組み、今後ますます加速化させていただ

かなくてはいけないのだなというふうに思いま

す。網走のメーンの産業とかは一次産業ですけれ

ども、一次産業への、先ほど言ったような、何と

いうのですかね、受け取り方の認識の変更という

ものはすごい重要なのですが、Ｕ・Ｉターンのこ

の分野で即効果を上げられるというのは、やはり

私はある程度技術を持った方になってくるのかな

というふうに思います。専門職の方たちなのかな

というふうに思いますので、そういった部分でも

お声がけをしていっていただければというふうに

思います。 

これに関連して、一点お伺いしたいのですが、

先ほど御説明いただいたように、前年度、Ｕ・Ｉ

ターンに向けての情報サイトということで、商工

会議所が担っていただいてサイトが新設されたと

いうことで、私もたまに見ているところなのです

けれども、中には体験談などもあって非常に有効

に使われているのかなというふうに思うのです

が、移住という方向にどうしても見えてしまっ

て、例えば網走の高校を出て東京の大学に行きま

したよという方が網走に戻りたいよねと、そう

思ったときに、その人はどうも移住だとは思わな

いのですよね。Ｕターンなのですけれども、自分

自身をＵターンだと思っていなくて、その情報を

見たときに自分は該当しないと思ってしまってる
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方がどうも多いようであります。なので、そこに

ぜひ新卒者向けの情報ということも一文つけてい

ただいて、なかなか今若い方たちがハローワーク

だとかの機関を通して就職するということも少な

くなってきていますので、インターネットを通し

て調べることが多いものですから、そういったも

のを今後検討していっていただきたいなと思うの

ですが、どのようにお考えかお伺いします。 

○田口徹商工労働課長 商工会議所さんと一緒に

つくった、職別につくっていただいたホームペー

ジの関係ですけれども、比較的そのＵ・Ｉターン

ということもありまして、中途採用のイメージが

若干感じられる部分もあると。確かにＵ・Ｉター

ンということで、今働いている人、即戦力という

ことも想定した部分もありますので、そういう色

はあるかと思いますけれども、その点につきまし

ては、商工会議所さんとも協議をさせていただき

ながら検討してまいりたいと思っております。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。ぜひと

も、よろしくお願いいたします。 

次に、食育推進事業についてお伺いいたしま

す。 

 これ、これまでも取り組んできた内容だと思い

ますけれども、まず事業の内容についてお伺いい

たします。 

○川合正人農政課長 食育についてでございます

が、食育につきましては、まず国の食育基本法と

いうものがありまして、それを上位としまして、

北海道ではどさんこ食育推進プランというものを

策定しております。その下にありまして、網走市

では第２次網走市食育推進計画というものを定め

まして、網走市の食育を実施しているというとこ

ろであります。 

食育というものは幅広いものでございまして、

健康なコミュニケーション、食への感謝などの食

事のマナー、また地産地消など幅広いものがあり

ます。また、地域、学校、家庭などさまざまなと

ころで実践していくものということで、食育のほ

うは実践をしていっているところでございます。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。食育の

取り込みは非常に多分野に及んでいるのだと思い

ますし、行政以外でもさまざまなところで行われ

ている、漁業協同組合では青年部の方たちがとれ

た魚を持って小学校に行って実際に開いてだと

か、農協の方たちもそれぞれ農家にお子さんを招

いて行っていっていると思うのですけれども、そ

ういった取り組み、やはりこれからもっと広げて

いくべきだと思いますし、また方向性をしっかり

と定める必要があるのではないのかなというふう

に思っています。やると思えば幾らでも広がって

しまう事業ということもあると思うのですが、や

はり食育推進と言いますけれども、ベジラブル運

動とかもありますが、やはり地産地消ということ

が私はこの網走にとっては一つのキーワードにし

ていっていただきたいなというふうに思っていま

す。今後の取り組みの方向性について、若干お聞

かせいただければと思いますが、いかがですか。 

○川合正人農政課長 食育の今後の取り組みとい

うことでございますが、まず29年度も食育推進会

議というものがございまして、そちらのほうで、

各委員さんの意見をいただきながら、今後の食育

の方向性を検討していきたいというふうにも思っ

ております。庁内の食育関係部署とも連携をしま

して庁内の会議を開きまして、食育の動きなり行

動については随時確認をしていきたいというふう

に思っております。 

そうした中で、食育月間というのが６月にござ

います。この６月には食育のパネル展や食育のク

イズなどをしまして、一応食育のことについて、

市民について啓発をしていきたいというふうにも

考えております。また食育関連の部署とも連携を

図りながら、健康まつりなどのイベントにも出席

をしまして、食育について皆さんには啓発をして

いきたいというふうにも考えておりますし、小麦

のフェスティバル、こういうこともしていきたい

と思っておりますので、そういうところでの啓

発、また先ほど委員のほうからおっしゃられたと

おり、漁協青年部なり農協の青年部が実施してい

る食育のほうにも連携をして進めていきたいとい

うふうには考えております。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

非常に多岐にわたる取り組みになると思います

が、ぜひともこの取り組みを進めていっていただ

きたいというふうに思います。庁内のみならず、

さまざまなところと協力してということで。 

そして、今、若干触れられました小麦フェスタ

についてちょっとお伺いしたいのですが、オホー

ツク産小麦消費拡大事業でしょうか。これ毎回同

じような質問があると思うのですけれども、水産

のほうで行われてます水産加工フェスティバルだ
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とかとあわせて開催したほうが効果があるのでは

ないかといった声が上がっているところなのです

けれども、そこの部分について、どういった認識

でおられるのかお伺いします。 

○川合正人農政課長 小麦フェスタ、それと漁業

関係のイベントということが二つございますけれ

ども、やはり主催者が違う、また、趣旨目的が違

うということもございまして、なかなか一緒に開

催するというのは難しいところもございます。で

きるところであれば、今後、その辺は検討してい

きたいというふうに思っておりますが、やはり主

催者側の意向というものを聞きながら、そこは対

応していきたいというふうに考えております。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

 情報があらゆるところで簡単に手に入れられる

ということは、逆に情報発信する側も非常にそこ

は鮮明にしっかりと映し出していかなくてはいけ

ない、発信していかなくてはならない。そしてそ

れをキャッチアップする人たちに対して、しっか

りと相乗効果で行っていかなければ、なかなか集

客だとか、影響を与えていくということは難しい

時代になってきているのかなというふうに思いま

す。となるとやっぱり、いろいろなところがかか

わりあって、重なりあって行っていくということ

がこれから重要になってくるのではないのかなと

いうふうに思いますので、また、実際に行われた

方たちの相互理解にもつながっていくのではない

のかなというふうに思いますので、これは、実施

するに当たってはぜひ検討していただいて、お互

いの事業者さんにもお話をしていただきながら、

前向きに進めていっていただきたいなというふう

に思います。 

次に、斜網地区ダム等管理事業についてであり

ます。 

 毎年計上されている中で、小水力発電について

の項目がありますが、まずこれ、どのような形で

進められているのか、お伺いいたします。 

○川合正人農政課長 斜網地区ダム、緑ダムの小

水力発電についてでございますけれども、緑ダム

につきましては、平成19年度より供用開始されて

おりまして、１市４町、網走、小清水、清里、斜

里、大空町で構成をしております斜網地域維持管

理協議会で、畑地かんがいの維持管理を行ってお

ります。その緑ダムにつきましては、小水力発電

によって採算が見込まれるということで協議をし

た結果、実施する方向となりまして、今後畑地か

んがい施設の維持管理経費の削減、また二酸化炭

素の排出削減を図るということを目的としまし

て、道への事業によりまして、小水力発電を整備

するということに至ったところでございます。 

○川原田英世委員 小水力発電の整備ということ

で、330万円ということで記載がありますけれど

も、これが市に対して、場所的にも、発電しても

という感じが感じてしまうのですけれども、これ

がどういった形で330万円の出資に対してはね

返ってくるというふうにお考えなのか伺います。 

○川合正人農政課長 こちらの今回の330万円と

いうことですが、今回は29年度実施設計、小水力

発電の実施設計と発電機の発注入札をするという

ことで、地元の負担分、網走市としては330万円

ということで予定をしております。こちらにつき

ましては、今までの畑地かんがいの維持管理費、

こちらのほうがかかっておりますので、こちらの

ほうの事業負担をしております。その分の充当し

ていけると、将来的には充当していけるというこ

ともありまして、今回の小水力発電の施設の整備

に至ったというところであります。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

 投資という形ではないですけれども、設備を入

れて、その発電力で売電してということで、地域

の担いをしていくということで理解させていただ

きました。やっぱり再生可能エネルギー、これか

らしっかりと進めていかなくてはならないという

ふうに考えておりますので、これが一つのモデル

となって、小水力発電、さまざまところで可能性

を検討していっていただきたいなというふうに思

います。やはりちょっと過渡的な、原子力のエネ

ルギーから一つ離れて、北海道は今動かなくて

も、こうやって今も私たちは生活できてるわけで

ありますけれども、やはり一歩を進めていかなく

てはならない部分がまだまだあるのだと思います

ので、そういった部分もしっかりとこれを含めて

検討していただきたいなというふうに思います。 

次に移ります。 

 次、水産のほうなのですが、おさかな普及事業

についてであります。 

 これ予算若干増額になっていると思うのですけ

れども、事業の内容についてまずお伺いしたいと

思います。 

○脇本美三水産漁港課長 おさかな普及事業につ
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いての御質問でございますが、まず事業の内容と

いうことでございますけれども、事業の内容につ

きましては、地元を初め道内外のイベントやフェ

ア等において、地場水産物の利用促進と消費拡大

のためにおさかなリーフレットやレシピ集、名刺

の台紙を作成、配布を行うとともに、各種ポス

ターの掲示を行っているところでございます。 

 また、地元水産物を活用した試作品をつくるな

ど、販売促進や地場水産物の利用の普及、付加価

値の向上などに取り組もうとする市内の水産企

業、団体等に対して、一事業者10万円を限度に補

助をする水産業パワーアップ補助事業もこの事業

の一環として行っているところでございます。 

○川原田英世委員 事業内容について理解させて

いただきました。 

 ことし増額になった部分はどういった内容なの

か、お伺いします。 

○脇本美三水産漁港課長 昨年度より予算が増額

となった主な理由でございますが、平成29年度に

おきましては、おさかなリーフレットの改定と印

刷を予定をしておりまして、これは平成28年度ま

では既存のおさかなリーフレットの増刷3,000部

にとどまってたのですが、平成29年については内

容を改定をして、部数も8,000部を印刷するとい

う予定としているところでございます。また名刺

の台紙を１万2,000枚印刷するということも考え

ておりまして、予算の増額約25万円ございます

が、ほぼ印刷経費ということで御理解いただきた

いと思います。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

 リーフレットを新しくしていくということであ

りますけれども、以前にも質問させていただい

て、このリーフレットを有効活用やっぱりして

いっていただきたいなという質問をさせていただ

いたことがあったのですけれども、このリーフ

レット改定についてちょっと、どのような形にな

るのかちょっと一つだけお伺いしたいのですが、

これは市民向けのリーフレットになるのでしょう

か、それとも広く魚の流通先全体に配布をしてい

くというような中身のリーフレットなのでしょう

か、お伺いいたします。 

○脇本美三水産漁港課長 リーフレットの活用の

仕方でございますけれども、市民はもちろんです

けれども、例えば市外、道内道外問わずそれぞれ

イベントがあったり、あるいは友好都市との連携

の中で、そこのイベントに参加をしたりですと

か、そういったときに持ち込んで、地元の方にご

らんいただくということなどもありますし、それ

から、市内の買受人さんといいますか、小売店さ

んに要望をとって店頭に並べていただいたり、あ

るいはコンビニの店頭に置かせていただいたりと

いうこともやっていまして、利用範囲としては市

民はもちろん、観光客、道外の特に友好都市の皆

さん、それから首都圏のホテルでやるいろいろな

フェアに協賛をしたときに持ち込んで、お客様に

見ていただくですとか、そういった幅広い活用を

しております。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

 幅広く活用されているということで、やはり網

走の水産品のブランド化というところに一役かっ

ていただきたいなというふうに思うところであり

ます。網走、いろいろなものがとれますけれど

も、どうしても網走といえばこれだよねというも

のが、今までなかったのかなというふうに思いま

す。そこを広く、網走のホタテ、網走のサケと

いったものをブランディングしていくという上で

も、このリーフレットをしっかりと使えるような

形にしていっていただきたいと思いますので、改

定に当たってはそういうところも意識していただ

きたいのと、また利用も、これも前回も言ったと

おりなのですけれども、市内の魚の流通先、市内

での流通何％かなと計算すると極めて低いのだと

いうふうに思います。これだけ量がとれているわ

けですから、主には大量消費地また海外へと輸出

されているものもたくさんある中でありますの

で、そういった出荷先にもしっかりとそういった

リーフレットが有効的に使われることが重要だな

というふうに思います。 

東南アジアの国々に行くと、やっぱり北海道産

とつくだけでものすごいブランド価値を持ってい

て、やっぱり市内の事業者、道内の事業者、どん

どん輸出の方向にかじを切っている中で、北海道

全体だけではなく、やっぱりオホーツクそしてこ

の網走という魅力、ブランドの創出にもやっぱり

これから取り組んでいかなくてはならないのだろ

うというふうに思いますので、そういった点で、

これを新しく改定するということでありますの

で、検討を進めていっていただきたいというふう

に思います。 

次にその下に、水産加工品販売戦略構築事業と
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いうのがありますので、これも去年と同額であり

ますけれども、ちょっと去年と内容が、新たな販

売戦略の構築という記載もあるものですから、も

し変わってる部分等もありましたらお伺いしたい

というふうに思います。 

○脇本美三水産漁港課長 水産加工販売戦略構築

事業についてのお尋ねでございますけれども、事

業の目的といたしましては、地場の水産加工品等

の販売促進と販路拡大を図るために、当市とゆか

りのある首都圏の企業ですとか、東京網走会、友

好都市である厚木市などと連携をしながら、多様

な販売戦略の構築を図ろうというものでありま

す。取り組みの内容といたしましては、東京網走

会の総会の懇親会の場での水産物のＰＲですと

か、会員宅への年末に向けた宅配カタログを送っ

たＰＲ活動、厚木市の職員厚生会に御協力をいた

だいて、市内水産業者の宅配カタログを送るなど

して販売促進を図ってきたところでございます。 

 首都圏の飲食店チェーンと連携をいたしまし

て、流氷まつりとタイアップしたフェアに協賛を

するですとか、食材やお客様への景品などを提供

してきたこともございます。さらには、大手ビー

ルメーカーによりますグルメキッチンイベントで

のＰＲステージ参加をし、地元の水産加工品の販

売などを行ってきました。 

こうした取り組みを通じて、こういった提携先

との関係性を維持しながら、こういった関係性を

大切にしながら、新たな関係性を模索をしていき

たいということが根っこにございまして、非常に

大切であると考えておりますが、平成28年度にお

きましては、こうした厚木市とのおつき合いの中

から、厚木市役所の食堂を運営する企業に、厚木

市役所食堂と厚木市内の企業の社員食堂におい

て、地場水産物を活用いただいたという新しい関

係性も生まれてきているところでございます。 

 今後もこうした関係性を維持しつつ、このよう

な新たな販路、販売戦略の構築をさらに図ってい

きたいなとは考えております。 

○川原田英世委員 限られた予算の中ではありま

すが、非常に取り組みが進んでいっているのだな

ということで理解をさせていただきました。 

これもやはり市内の水産品のブランド化にあわ

せて必要だと思いますし、先ほど東京網走会での

お話もありましたけれども、ふるさと納税などに

もこれはつながっていくのであろうというふうに

思いますので、ぜひともＰＲを進めていっていた

だければというふうに思います。 

 次に、進まさせていただきます。 

次、地域経済・中心市街地活性化総合推進事業

についてお伺いいたします。 

まちづくり会社に対してということであります

ので、昨年のまちづくり会社を模索していくとい

う取り組みが昨年から始まった、今年度始まった

ところでありますが、まずまちづくり会社の動き

というか、進捗状況についてお伺いしたいという

ふうに思います。 

○田口徹商工労働課長 まちづくり会社に対する

現在の進捗状況でございますけれども、平成28年

度におきましては、地方創生加速化交付金を活用

いたしまして、各関係機関で構成します網走市ま

ちづくり会社設立協議会を設立いたしまして、網

走中央商店街及び中心市街地の活性化の方向性、

網走市まちづくり会社の役割及び事業実施内容の

検討、にぎわいを創出するイベントの開催、さら

には各サービスなどの実証研究に取り組んできた

ところでございます。 

 にぎわいの創出におきましては、ＪＡさんと一

緒に取り組んだ朝市の開催、それからビアガーデ

ンの開催、これは旧金市館跡地でのビアガーデン

の開催ですとか、店舗の空きスペースを活用した

講座の開催、まちゼミと言われているものですけ

れども、このようなことも開催してきたところで

ございます。また商業的な活性化の意味から地域

商社機能をつけたまちづくり会社を目指している

ということもございまして、インターネット販売

のシステムの構築、それから情報発信サイトの構

築、それからふるさと寄附の返礼品に商品を登録

するという、この実証試験についても行ってきた

ところでございます。 

 さらには中心市街地への観光客の誘客を促すた

め、まちなか交流プラザへのＷｉ－Ｆｉの設置、

商店街の外国人観光客誘客イベントなどにも取り

組んできたところでございます。 

○川原田英世委員 研究調査だけでなく実際に実

施も行いながら進めてきたということ、理解いた

しました。 

 次年度、実際にまちづくり会社が立ち上がると

いうふうにお伺いしているところでありますけれ

ども、このまちづくり会社がどのような組織にな

るのかお伺いいたします。 
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○田口徹商工労働課長 まちづくり会社の組織で

ございますが、本年度の事業報告につきまして

は、設立協議会で現在報告書をまとめている、現

在進行中でやっているところでございます。その

中で、まちづくり会社の必要性、設立の方向性が

示される形になっております。 

 本年度の調査結果等を勘案しまして、すぐに取

り組める、それから事業収益がある程度見込まれ

るものを、そういう事業を軸としまして、今後の

方向性が示される形になるかというふうに考えて

いるところでございます。 

 まちづくり会社の組織としましては、中央商店

街振興組合さんを中心といたしまして、不動産関

連の企業さんとの枠組みも想定しているところで

ございます。リノベーションとか、そういうこと

も想定しているところでございます。 

また、まちづくり会社が設立されれば、網走市

まちづくり会社設立協議会を網走市まちづくり会

社推進協議会に名称を改めまして、まちなか再生

の牽引役となるまちづくり会社を推進協議会で支

援していくという形で、次年度は進めていきたい

というふうに考えているところでございます。 

○川原田英世委員 はい、今後の方向性も理解い

たしました。 

まちなかのリノベーションも含めて進めていく

と。また、やはり問題になってくるのは、まちづ

くり会社としての収益の部分になってくるのだろ

うなというふうに思います。その中で、来年度は

別の事業で地域おこし協力隊の隊員の方がこのま

ちづくり会社に入るということでありますけれど

も、この地域おこし協力隊の隊員の方にはどのよ

うに活躍していただくというお考えがあるのか、

お伺いいたします。 

○田口徹商工労働課長 地域おこし協力隊の業務

についてですけれども、ＳＮＳ等を活用し、中心

市街地及び中央商店街の魅力を市外等に発信、情

報発信を行ったり、インターネット販売による魅

力的な商品づくり、販売商品の受注及び発注、に

ぎわいの創出するイベントの企画運営などに携

わっていただきたいというふうに想定していると

ころでございます。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

 ＳＮＳ等で情報の発信、そしてインターネット

での販売ということで、ネットでの販売は直接収

益に結びついていくこととなっていくのかなとい

うふうに思いますけれども、これはふるさと納税

等を活用されるということで理解してよろしかっ

たでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 ふるさと納税の事業の返

礼品の事業にも取り組んでいきたいというふうに

考えております。 

○川原田英世委員 ふるさと納税にも取り組むと

いうことで、その他の独自のものもこれから構築

されていくというお考えがあるのかなというふう

なことで受けとめさせていただきました。 

ふるさと納税ポイント制度で、ポイントもなか

なか消費されないねということは別途委員会でも

お話がありましたし、この予算委員会の中でも話

はありましたけれども、やっぱり余ってしまって

いる理由というのが、端数のポイントがたくさん

出てしまっているというところもひとつあるよね

というような御回答もいただいたところでありま

す。なかなか全国に送るにも発送料がかかると、

ベース的にかかる費用がある中で余ってしまった

ポイントの行き先がなくなってしまっているとい

うところもあるのだと思いますので、そういった

部分をまちづくり会社で何か商品をつくって、そ

ういったところに充てていくということもこれか

ら必要になると思いますので、ぜひとも検討して

いっていただきたいというふうに思います。 

そして、この推進事業はまちづくり会社との連

携ということで、内容は記載されておりますけれ

ども、どのような取り組みを行っていくのかお伺

いいたします 

○田口徹商工労働課長 連携事業についてですけ

れども、先ほど言いましたまちづくり会社設立協

議会を、まちづくり会社推進協議会に変えていく

という形になりますので、その協議会のほうに市

は当然入っていくという形になりまして、そちら

のほう、市のほうではその協議会についても支援

をして、金額的に支援もするのですけれども、金

額的な支援、それから組織としても入っていくと

いう形で支えていきたいというふうに考えており

ます。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

まちづくり会社、まだちょっと具体的な中身が

見えてこないところでありますけれども、今後目

指していく方向性については、このまちに非常に

有用なものだというふうに、私も思っておりま

す。 
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このまちづくり会社なのですが、先ほどもラル

ズの跡地の活用でらるあーとだとかそういうこと

もありました。どうも私も見てても、このラルズ

の跡地の利用、活用方法を検討するための組織な

のではないのかというふうに思ってしまいがちな

のですけれども、それぞれ、それだけではないさ

まざまな取り組みをということで先ほども御答弁

若干いただきましたが、まちづくり会社が今後担

う役割というものをどのように考えておられるの

か、そして今後、どのようなを取り組みを行う会

社になっていくということを想定した上で、市が

かかわっていく協議会、推進協議会があるのだと

思いますので、そこの部分のお考えをお伺いいた

します。 

○田口徹商工労働課長 済みません。ここで一つ

ちょっと訂正になるかもしれませんが、先ほどふ

るさと納税の事務をということでしたか。事務は

まちづくり会社では当然やらなくて、返礼品とし

てものを出していくという、商店街の商品を使っ

て返礼品としてふるさと納税を使って商品を出す

ということでかかわっていく。事務をやるという

ことは当然、当然というか、ありませんので、こ

こは一応確認させていただきたいと思います。 

 それでは、まちづくり会社のラルズ跡地の活用

を決める会社だと思っておられる方がおられると

いうことですけれども、先ほどからお話ししてお

りますけれども、まちづくり会社の設立の目的

は、まちづくり再生の牽引役として、行政や民間

企業だけでは実施が難しい事業や中心市街地を活

性化させる各種取り組みを進め、にぎわいと魅力

あるまちなかを創出ことを目的としております。

各種事業を進める中で、ラルズ跡地の活用につい

ても切り離せない問題ではありますけれども、ま

ちづくり会社のみでラルズの後の活用を決めるよ

うな、そういうような大それた会社ではとりあえ

ずはないという形でございます。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

 街一帯を、商店街一体を今後どういうふうに導

いていくのか、非常に期待される部分だというふ

うに思っております。ただやっぱり収益の部分で

なかなか難しいということもありましたことか

ら、大いに検討していただきたいと思っておりま

す。先ほど、ふるさと納税の事務を行うのではな

く商品を出すだけだということでありましたけれ

ども、私は別に事務を行うということも検討して

いく必要はあるのではないのかなというふうにも

思います。やっぱり行政だけで事務を行うという

こともこれからふえてきたら、やっぱりさまざま

な問題が発生してくるのだというふうに思いま

す。一部のインターネット上ではやっぱり行政が

事務を行っているということでクレームを出しや

すいだとか、そういった情報も何点か散見される

ところでありますので、やはりそこはある程度、

民間にも協力をお願いするということも必要に

なってくる。その受け皿としては、まちづくり会

社ということもやはり検討していく必要もあるの

ではないかと思いますので、先ほど、間違ってい

ましたということだったのですけれども、ぜひそ

れも含めて検討を進めていただきたいなというふ

うに思います。 

次に、観光のほうで何点か、御質問させていた

だきます。 

まず、大曲湖畔園地整備事業についてでありま

すけれども、これまでも取り組みは進めてこられ

た部分だとは思いますが、事業の内容についてお

伺いいたします。 

○伊倉直樹観光課長 大曲湖畔園地整備事業につ

いてのお尋ねでございますが、当園地につきまし

ては、平成29年度の園地の計画内容としまして

は、昨年に引き続きまして、ヒマワリ畑を中心と

した園地整備を行うほか、アスパラやミニトマ

ト、トウモロコシなど収穫体験の受け入れ整備を

中心に進めていきたいというふうに考えておりま

す。また園地の利活用としまして、オホーツク網

走マラソン大会のフィニッシュ会場と併催する

「うみ」と「大地」の収穫祭会場として予定をし

ているほか、２カ年で整備をいたしました芝生広

場についての利用促進を図ってまいりたいという

ふうに考えております。 

○川原田英世委員 修学旅行者の収穫体験である

とか、幼稚園児の方たちがそこで収穫体験された

りだとか、たまに報道でも見受けるところであり

まして、観光のみならず市内の、それこそ先ほど

の食育ではないですけれども、そういった部分で

も影響を与えているのかなということで、非常に

有効的に使われているのかなというふうに思って

いるところでありますけれども、今年度100万円

ほど増額となっておりますけれども、その理由に

ついてお伺いしたいと思います。 

○伊倉直樹観光課長 大曲湖畔園地整備事業の
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100万円の増額の理由というお尋ねでございます

が、まず増額の理由といたしましては、大曲園地

の整備に使用します作業用トラクターというのが

相当年数使用しておりまして、こちらが経年劣化

によりましてもうほとんど使用が不可能というよ

うな状況になってございますので、この部分の機

器の購入費というのが一つと、それから昨年から

３カ年で整備をしておりますアスパラ畑の作業に

使う耕運機、こちらにつきましても管理人の作業

負担が非常に大幅に増加をしまして、他の作業に

支障を来しているということで、こちらの耕運機

の購入費、それからもう一点が、網走マラソン大

会の最低限の園路補修ということで、合わせて

300万円という形になるのですが、これに昨年ま

で行っておりましたヒマワリ畑で見ていただく高

架道というのをちょっと来年度からは余りその利

用者もないということで、この辺の事業をやめた

ことで、こちらで200万円が減額になりますの

で、プラスマイナスして100万円の増加という状

況になっております。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

 もろもろ整備が必要になってくるということで

理解をいたしました。 

高架のあれが終了になるということで寂しい思

いはありますけれども、しかしながら利用者がな

い、限られた財源の中ということもありますの

で、これはいた仕方ないのかなというふうに思い

ますが、ただ、毎回観光についての体験型観光等

の中で、夜間の観光をというところがやっぱりこ

れから重要になってくるのではないかというよう

なお話も、委員たちからたくさん質問があったと

ころでもあります。私もその思いは共有しており

ますので、これはなくなってしまうにしても、こ

れから先、観光のスポットの造成ということに関

しては、やはり夜間というのも一つの柱というふ

うに位置づけて取り組みを進めていっていただき

たいなというふうに思います。 

 それと昨年は台風の影響が非常に大きく、マラ

ソン大会もゴール地点は大丈夫なのかというよう

な形で冷や冷やしながら見ていたところでもあり

ました。また、現地で体験型観光、農園のほうも

大分影響を受けて、収穫体験に来られた方たちも

大丈夫なのかなといった思いで見ていたのだと思

います。これは土地柄避けられないというところ

もあると思うのですけれども、実際に中で作業さ

れている方もさまざまな取り組みを検討している

状況なのだと思います。暗渠を入れるのはどうだ

ろうとか、いろいろな話も私も聞くところなので

すが、そういうことも考えていくと、今後、観光

農園としての位置づけだけでは難しいのではない

だろうか。また、日体大の支援学校もあそこで土

地を持って実際に育てて、去年は試験的にやった

ということなのですけれども、これからは本校に

送って食べてもらうだとか、とれたものを実際に

販売していくことも、子供たちの教育の一環とし

て考えていきたいというような意向もきっと出て

くるのだというふうに思います。となると、やっ

ぱり観光農園だけの位置づけというのは難しいの

ではないのかなということを、私は最近考えると

ころなのでありますけれども、今後のあり方につ

いてですが、そういうことを含めてどのようなお

考えをお持ちなのか、何かありましたらお伺いし

たいのですが。 

○伊倉直樹観光課長 今、委員のほうからもお話

ありましたが、昨年の８月の大雨時の大曲湖畔園

地の役割、機能性を踏まえまして、29年度に大曲

園地のあり方、完成形について協議会の中でも一

定の方向性を導き出していきたいというふうに

思っております。 

○川原田英世委員 はい、ぜひとも検討をお願い

したいと思います。場所が非常に恵まれた場所で

ありますし、やはり有効活用はどんどんしていか

なくてはいけないと思いますので、検討を続けて

いただきたいというふうに思います。 

 次に、新規事業であります観光推進プラット

ホーム形成事業について伺います。 

まず、この事業内容についてお伺いいたしま

す。 

○伊倉直樹観光課長 観光推進プラットホーム形

成事業についてでありますが、昨今、団体から個

人へ観光行動の熟度の高まり、インバウンドの増

加、関心の対象の細分化、多様化など、マーケッ

トのニーズの大きな変化が続く中、継続的な観光

振興を図っていくためには、行政は無論、観光関

連事業者のほか他産業の方や住民等、相互間の連

携を深め一体となった取り組みによって、地域全

体の魅力向上が不可欠な状況となっております。

また、網走市観光振興計画の幅広い関係者の連携

による網走観光の推進を加速させるため、新たな

プラットホームを形成をいたしまして、地域資源
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を活用した新たな観光素材の開発、商品化を目指

す事業でございます。 

 この事業を取り組むに当たっては、三つの柱を

掲げておりまして、まずスタートとしては、まず

プラットホームの形成、こちらは行政、観光事業

者、幅広い関係者との連携を図る新たなプラット

ホームを形成をいたしまして、担い手や人材発

掘、育成及び意識の醸成を図るということを目的

としています。二つ目にワークショップの開催で

す。外部から専門家を交えまして、滞在プログラ

ムの企画、商品化から流通、外国人観光客受け入

れ体制整備などに関する専門的なノウハウの共有

化、類似例、先進地などの調査を行っていきたい

というふうに考えております。３点目ですが、地

域資源の観光資源化、地域支援のプロトタイプと

しまして商品化、それからモニタリング、課題の

抽出というのを図って、事業を組み上げていきた

いというふうに考えております。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

 非常に重要な取り組みだというふうに、私も認

識しております。スタートから、最終的には地域

資源を活用していくというゴール地点まで、この

３段階に分かれているということでありますけれ

ども、タイムスケジュールというか、今後の動き

としてですけれども、今年度はどこまで取り組み

を進められる予定で、今年度ではないですね、こ

の予算の中では、次年度予算の中では、どこまで

取り組みを進められるお考えでいるのか、お伺い

いたします。 

○伊倉直樹観光課長 今年度の取り組み、最初の

取り組みとしましては、最低限のプロトタイプを

つくるのと、ワークショップの開催にとどまるの

かなというふうには考えております。 

○川原田英世委員 はい、わかりました。 

 さまざまな産業の方たちがかかわった中で、こ

の網走の観光をしっかり形成していくということ

は非常に重要だというふうに思っております。日

本版ＤＭＯというものも出てきた中で、その柱と

もなる考え方を市民全体で共有していくことはこ

れから先重要になってくるのだろうなというふう

に考えます。しかし、やはり問題がたくさんある

のではないかなと、特に原課の皆さんは非常に、

これまでもそこについて苦労されてきたのではな

いのかなというふうに私も思うところなのであり

ますけれども、どのように皆さんの協力体制を築

いていけるか。このプラットホーム形成に当たっ

て、産業の皆さんが実際にかかわってくれるの

か。私たちは観光は関係ないからいいよと言われ

てしまえばそれまでになってしまう。そこを、そ

の壁を取り除いていく作業、これが一番重要でま

た困難な部分になってくるのだというふうに思う

のですが、そこについてどのように各業界に対し

て、この事業のアプローチをかけていくのか、そ

のお考えをお伺いいたします。 

○伊倉直樹観光課長 今委員のお話のとおり、な

かなかこういう異業種、ほかの産業関係との連携

というのは非常に難しい部分が多いというふうに

は認識しております。このプラットホームの中で

は、専門家のアドバイスを受けながらワーク

ショップなどの場を重ねまして、行政と観光事業

者だけではなく、他の産業事業者、団体なども含

めた関係者との連携を図る幅広い関係とのコラボ

レーションによる地域資源の活用を図ることを目

指しながら、滞在型のプログラムづくりなどに取

り組み、共有の仕組みと、最終的には皆さんの合

意形成を図るのは時間かかるかもしれないですけ

れども、その都度その都度話をして理解を得てい

くしかないのではないかというふうに考えており

ます。 

○川原田英世委員 非常に観光資源に恵まれたま

ち網走であると同時に、やはり一次産業が中心と

いうことで、観光の部分に非協力的になってしま

いがちな部分もあるということは、これはずっと

積もってきた課題であります。しかしながら、私

は非常にそこもうまくいくのではないのかなとい

う思いもあります。まだ何も話ししていない段階

でお互いに思い込みだけで話が進んでいないとい

う部分もありますし、網走には網走青年団体連合

会という青年団体、各事業主が集まった団体もあ

ります。そこには、一次産業者、農業者もいれば

漁業者もいるわけでありますし、そういった基礎

的な部分は既にできているのではないかなという

に私はつくづく感じるところがあるものですか

ら、ぜひこのプラットホーム形成事業を、まちの

資源をしっかりと生かしていくという取り組み、

これに期待したいと思いますので、取り組みを前

へ進めていただきたいというふうに思います。 

私の質問は以上です。 

○古都宣裕副委員長 ここで暫時休憩いたしま

す。 
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午前10時56分 休憩 

───────────────────────── 

午前11時06分 再開 

○古都宣裕副委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

 質疑を続行します。 

 栗田委員。 

○栗田政男委員 それでは何点かについて、御質

問をしたいと思います。 

 まずはシルバー人材センターの運営事業につい

てであります。 

 これは毎年のように私、お願いをしているので

すけれども、運営補助という形で支出をしており

ますけれども、昨年と見るところ同額のような気

がするのですが、そのわけについてお伺いをした

いと思います。 

○田口徹商工労働課長 シルバー人材センターに

かかわる市の補助金の関係ですけれども、シル

バー人材センターに係る国の補助金につきまして

は、市の補助金を上限としていることから、過去

に国の補助金が減額されたときにも事業の必要性

から市の補助金を一定程度維持した経過がありま

す。 

本年度の補助金につきましては、委員おっしゃ

るとおり、昨年同額の922万1,000円としておりま

すけれども、予算につきましては、事業現場など

からシルバー人材センターから要望があり、その

金額を精査し決定したところでございます。 

○栗田政男委員 しっかりと多分連絡等を密にし

ながら行っている事業であるというふうに認識を

しております。 

最近やはりこのシルバー人材センターが当市に

おいては、かなり成熟をしてきたように感じてい

ます。その中で、やはり少子高齢化の今の当市の

状況を考えたときに、この事業がもっともっと使

いやすい、いい方向に向けばいいなというふうに

考えています。そういう中で、このシルバー人材

センターの役割、当市における労働力の確保とい

う面でも、行政サイドのいろいろな仕事の発注等

も含めて、非常に重要な位置にあるのではないか

なと思いますけれども、その辺の将来的な展望と

いうか、方向性について原課のほうでどのように

捉えていますか。 

○田口徹商工労働課長 シルバー人材センターの

将来の方向性ですけれども、現在の労働力不足の

中で、高齢者の労働力というのは大変貴重な状況

にもなってきておりますし、シルバー人材セン

ターの役割は今後ますます重要になってくるので

はないかなというふうに認識しているところでご

ざいます。 

○栗田政男委員 そのように認識をしているのだ

から、やはり強化をしていくべきだと。そのため

には何が必要かと、まずはある程度のやっぱり原

資となる資金が必要だと思います。そういう中で

組織体制もいま一度しっかりと見直しをして、

もっと大きな組織を抱えられるだけの土台をつく

らなくてはいけない。そういう方向性をしっかり

と詰めて、あくまでも外部というか民間の話なの

であれですけれども、当市の行政としてはしっか

りとその辺の、強化するためにはどうしたらいい

のだという話し合いを今まで以上に強化してほし

いということを私は思うのですが、その辺の考え

についてはどうでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 シルバー人材センターの

かかわりなのですけれども、私なのですが、毎回

理事会のほうにも参加させていただきまして、シ

ルバー人材センターの事業につきましても見させ

ていただいております。 

 今後そのようなお話があれば、当然協議には

乗っていきたいというふうに思いますけれども、

今のところはそのようなお話はまだ伺っていない

状況となっております。 

○栗田政男委員 言いにくいのか、要請がないか

ら今のところいいのではないかみたいな答弁だっ

たように感じるのですけれども、そうではなく

て、やはり強化するという方向性は一緒だと思う

のですね。そういうふうに考えたときに、今シル

バー人材の人たちが行っているいろいろな仕事の

中で、各種資格が必要とされるものがふえてきて

います。草刈り機一つ、チェンソー一つ、いろい

ろなことがやっぱり労働法の関係で、いろいろな

資格がないと操作できないという分野もふえてい

ます。ということは、それだけの費用がかかるの

ですね。そういう部分もきっちりと押さえなが

ら、なおかつそれに見合った、時代に見合った組

織体制をしっかりつくってあげるということがや

はり私は必要ではないかというふうに思いますけ

れども、相手が言わないからやらないのだという

答弁ではちょっと私は納得できないです。 

○田口徹商工労働課長 今、資格のお話が出まし
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たので資格の関係なのですけれども、確かにシル

バー人材センターの業務の中には、資格が必要な

仕事はあるというふうに伺っております。しか

し、資格が必要な業務が必ずしもふえている状況

ではないというふうに伺っておりまして、資格を

持つ者が少なくて困っているような状況でもない

というふうに伺っております。 

○栗田政男委員 原課がそういう認識であるので

あれば、また違う場面でも、これ以上それは詰め

ても話が堂々めぐりになりますけれども、強化す

るということはしっかりとふだんの行いも全て含

めていろいろ話をしながら、僕は決してその資格

制度によって負担がないとなんて全然思いません

し、ますますそういう需要というのはふえている

と思います。高齢化になれば、草刈り一つにして

もやはり自分でできない人も多いですし、やはり

そのシルバー人材のノウハウのある方々にやって

もらって、安全な作業をしてもらうというのは非

常に大切な部分でありますので、この辺に関して

はまた日々のいろいろ議論の中で詰めたいと思い

ます。 

 次にＵ・Ｉターンの就職推進事業、先ほど川原

田委員のほうからもありましたが、説明を聞いて

いましたけれども、Ｕ・Ｉターン、Ｕ、Ｉがある

のですね。これに対しての事業を、どっちが主た

る目的で核になるというふうに考えて推進するの

ですか。 

○田口徹商工労働課長 現在の人口減少社会にお

いて、当市においても労働力不足等が起きており

ますので、外からの人材の持ってくるということ

は非常に重要なことだというふうに考えておりま

す。その中でＵであろうがＩであろうが、そこは

問わず、どちらも来ていただける方は来ていただ

きたいというふうに考えております。 

○栗田政男委員 なぜこんな質問をしたかという

と、ＵとＩは別質のものだと私は思います。 

 Ｕターン、要するに網走市出身者、高校までは

ここにいて大学卒業して就職なり、いろいろなこ

とをした人たちがまた戻ってきてもらうというの

がＵターンですね。 

 Ｉターン、都会の人たち、大阪であれ東京であ

れ札幌であれ、そういう人たちが、いや、やっぱ

りついの住みかは網走にしたいよと。だから仕事

を求めていろいろ情報欲しいのだというのがＩ

ターンです。という位置づけで私は捉えているの

ですが、その認識が違うのかな。 

○田口徹商工労働課長 定義としてはそのとおり

だと思います。 

○栗田政男委員 認識が正しいのであれば、やは

り異質に近いぐらい違うものだというふうに私は

捉えます。それはなぜかと申しますと、Ｕター

ン、網走に戻ってきてもらう。これは、例えば仕

事を、ちっちゃな事業を経営しているとか、商店

を経営しているというのは跡目相続が必要なので

すよ。そういうときには、自分の息子に帰ってき

てほしいといういろいろなアクションを起こさな

いと、いかに自分の息子といえども、黙っていて

は帰ってきてくれないのですね。そのために非常

に苦労するのですが、それはでもその人たちの努

力なのですね。その企業を守っていく、その商店

を守っていく、家を守っていく。そういうとき

に、それも一緒だよと、Ｉターンの人と全く僕は

別質に感じるのですが、言葉尻としてそういう事

業で、こうやって組んでくれているのですけれど

も、そうするとＩターンがメーンですよというよ

うなものの考えでないとおかしいのではないかと

思うのですが、どうでしょうか。 

○後藤利博経済部長 今、Ｕ・Ｉターン、言葉の

定義の部分からのお話もありましたけれども、こ

の事業はＵとかＩとかということにこだわること

ではなくて、網走の労働力を確保するというその

先が、網走から離れた方、また農大生なんかも多

いと思います。卒業されて一時地元へ戻られてか

ら、やはり網走のことを思って戻られる方もい

る。そういう方をターゲットにして、網走へ来て

いただいて、労働力として力を発揮していただき

たいという趣旨でございますので、どちらが、優

先的なものがどちらに重きがあるのかということ

ではないのかなというふうに考えてございます。 

○栗田政男委員 部長のほうからそういうふうに

言われました。確かにそのとおりだと思います。

事業自体悪いと言っているわけではないです。た

だ、原課のほうでそういう認識でこの事業を進め

るのかというところに、僕は問題があると思うの

です。しっかりとやはり事業を進めるに当たっ

て、どこに視点を置くのかというのをしっかり決

めてからやられないと、成果のあるものにはなら

ないだろうというような気がします。いろいろな

質疑を聞いてますと、この議論に限らず、この事

業に限らず、やはりちょっと方向が違うのかなと
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いうのを感じざるを得ない部分が多々あります。

ただ行ってＰＲしました。ただ行って何をしまし

ただけで、本当に来てくれるのかなと。やっぱり

これは形にならなくてはどうしようもないことな

ので、それなりのしっかりとした担保があって初

めて皆さんが来てくれるということをまず認識し

てほしいということでこれは要望いたします。 

 それでは、農政のほうに入りたいと思います。 

 ジャガイモシロシストセンチュウの緊急防除事

業というのが、多額の金額が計上されておりま

す。この事業を、皆さん知ってのとおりのことだ

と思いますし、今ここで議論してどうのこうのと

いうよりも、４月からはもう雪解けも始まって、

その作業、防除作業、検疫やいろいろなことが忙

しくなる。当市がやはり日本の中で初めて出た

と。聞きますと、外国のほうでは多々あるらしい

のですね。そういうふうに考えたときに、私は、

ほかの委員も多分この件に関しては非常に注視し

てる部分ですから、質疑はあろうかと思いますけ

れども、ひとつ僕は押さえたいのは、なぜこのシ

ロシストの対策が、今市のほうでこうやって予算

計上しているから黙って見てしまうと市が行うよ

うな事業に感じてしまうのですが、本来僕はやは

りこれ国の事業ではないかと思うのですけれど

も、その辺についての見解をお願いいたします。 

○川合正人農政課長 ジャガイモシロシストセン

チュウについてでございますけれども、緊急防除

が今回国のほうの法律で決まったということに

なっております。市につきましては、国のほうか

ら農林水産大臣名で、網走市長宛てに、緊急防除

の協力指示書というものが交付されております。

これに基づきまして、網走市としても、緊急防除

のほうを協力しながら実施をしていくということ

になっているところでございます。 

○栗田政男委員 いろいろ情報を精査した中で、

市が行う、窓口として市が当然、そういう要望が

来ているわけですから行うわけですけれども、こ

れは絶対に国の事業だと思います。貿易も含め

て、国家がやるべきことをしっかりとやらなかっ

た結果がこういう形になっている。被害者は網走

の農家の人たちだということをまず押さえない

と、この問題というのはなかなか進まないような

気がするのですね。本当にこれから始めなくては

いけないし、まさしくでも死活問題なのですよ。

我々のこの網走基幹産業の一番大事な農業の、骨

幹となるジャガイモができるかできないかという

のが本当に大変な話なので、これはもちろんこの

場の議論も大切ですが、国の議論がもっともっと

しっかりやってくれないと、とってもではないけ

れども、これから未来永劫農業続けるには厳しい

状況があるのだということを、やはり私たち市民

全員が声を上げて、我々政治家の末端の一員です

から、そういうネットワークをフル活用して国に

対して要望をしっかりとやっていく、もちろん市

長にも全力でやっていただくというお願いをしな

くてはいけないのです。本当にこの事業、国が、

いや、予算ないから今回これで勘弁してくれなん

ていうような態度では、とっても済む話ではない

ということを認識をしていただきたいし、そうい

う思いを持ちながら、この事業というのは解決に

向けて進めていかなければならないというふうに

私は思ってます。この件に関してはこの程度にい

たします。 

 続きましてまた農政なのですが、森林整備推進

事業についてお伺いをします。 

 最近、郊外地域、網走市当市の場合は非常に畑

が多くて山林というのは少ないのですけれども、

だからこそ森林というのは非常に大事なのです

が、ちょうどカラマツ、トドマツが伐採期を迎え

た形で、今本当に各郊外に出ますと山が切られ

て、木がなくなってる状況があります。そういう

意味からも、森林整備推進事業とは非常に重要な

位置になってくるのかなと思います。 

 この事業の、予算立てをされているので、どう

いう方法でどういうところに委託をしながらやっ

ていくのかということについて、詳細をお願いい

たします。 

○川合正人農政課長 森林整備事業の関係でござ

いますけれども、森林整備事業につきましては、

所有者、林の所有者の方が木を切って、その後造

林なりをして森を育てて守っていくということに

なっております。森林整備への補助金につきまし

ては、国と道の補助金を活用しておりまして、国

が5１％、道が17％によります公共造林事業、そ

の後に北海道と市が持ち出しをしまして、北海道

16％、市が16％の事業持ち出しによりまして未来

につなぐ森づくり推進事業というものが上乗せに

なっているところでございます。 

 この国と道の補助金をベースにしまして、市と

しても単独の上乗せ事業しております。人工造林
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につきましては、ふるさと森林回復促進事業、こ

ちらが１ヘクタール当たり定額で５万円、もう一

つが無立木地造林緊急対策奨励事業、こちらのほ

うが補助残の10分の２を助成すると。また、下刈

りにつきましては、人工造林推進事業、こちらの

ほうが１ヘクタール当たり１万5,000円を上限と

して支援をしていると。また除間伐、こちらにつ

きましては除間伐奨励事業ということで、１ヘク

タール当たり２万円以内ということで支援をして

おります。またそれと枝打ち、良質大径材生産促

進事業ということで、１ヘクタール当たり定額１

万円ということを支援をしておりまして、こちら

のほうは、網走地区森林組合を経由しまして森林

の森林所有者へ公布をしているということでござ

います。 

○栗田政男委員 さまざまなメニューがあって

国、道、市がともに出し合って、この事業を推進

しているということですから、ぜひともそれを周

知徹底をしていただいて、当然その中には森林組

合の組織というのは非常に重要になってくると思

います。そういう中で情報交換をしながら、今木

を切るというのは造材作業ですね。今度は造林作

業という植える作業をしなくてはいけない。実は

その造林作業というのはまだあんまり機械化が進

んでないですし、専門の機械も少ないという状況

であります。そういう中で大変な作業ですから、

担い手というか、やられる方というのも本当に少

なくて、人材不足というのに四苦八苦しています

し、造材も含めてやはり危険も伴う作業ですか

ら、そういう危険度というものもひとつ敬遠され

る理由であると思いますが、これは大切な事業で

すし、しっかりとした地域をつくる、特にこれは

知ってのとおり、異常気象の中では非常に森の位

置づけというのは大事な位置づけになりますの

で、当市のように畑の多い地域だからこそしっか

りとした政策が必要かと思います。より一層この

森林の整備については、増進、推進をしていただ

きたいと思います。 

 それでは、観光のほうに入りたいと思います。 

観光協会の補助金、これも毎年私はお話をして

ることであります。一昨年増額をして、昨年と同

じ額が29年度も上がっておりますけれども、この

ことについての見解をお伺いしたいと思います。 

○伊倉直樹観光課長 網走市観光協会補助金につ

いてでございますが、観光協会の補助金につきま

しては、毎年、次年度の事業要望のある中で、そ

の事業内容をヒアリングをいたしまして、事業費

を精査した上で補助金を決定しております。 

近年観光業界を取り巻く状況が加速度的に変化

をしておりまして、また観光客のニーズにつきま

しても非常に多様化し、網走市観光協会におきま

しても、業務量の増加とともに内容も複雑化して

おり、職員個々の負担も大きくなってきている状

況になっていると。また、職員の賃金やスキルの

向上を図るための研修費用など、観光業界全体の

資質の向上と事業量に見合った適正な補助金の交

付を目的として、昨年度補助金の増額をいたしま

して、今年度につきましても同様の金額を計上し

ているところでございます。 

○栗田政男委員 最近おかげさまで外国の観光客

の方もふえてますし、そういう中でより一層観光

協会という仕事量もふえているということなの

で、増額したといっても、私に言わせると微々た

るものなのですね。本当にあれぐらいの増額では

大した事業はできない。もっとやっぱりしっかり

とつけるというのだったら、その割合というのが

やっぱり常識的な部分がちょっとずれてるのかな

というふうに私は感じるのです。予算の限られた

原資の中でやらなくてはいけないことですから、

それはそれぞれしっかりと精査しなくてはいけな

いし、無駄なことには出せないという気持ちはよ

くわかりますが、必要なところは必要として出さ

なければ、やはり政策というのは形になったもの

にならないというふうに思います。観光協会、観

光部があります。来期はちょっとわからないので

すけれども、観光部というセクションが、何度も

言うように、他市では観光協会に入り込んでどん

どん政策を一緒にやっていくと。どうしても観光

協会、観光部があると二元でやってるような形が

どうしてもできてしまうように私は感じてしまう

のですね。だから、向こうの組織の中にどんどん

どんどん行政のほうも入り込んでいって、より一

層いいものをつくっていくというような作業が、

私は今後は必要ですし、そのほうが無駄がない

し、しっかりとしたものができるような気がしま

す。もちろんその立場が違いますから、全て同じ

ことというわけにはいきません。だけれども、や

はり一緒にその方向、同じ問題について一緒に

やっていく、民間の方と一緒にやっていくという

ことは、これからこの行政というのは必要になっ
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てくるような気がします。この補助金について

は、毎年言わさせていただきますが、ある程度の

形、方向性が見える、僕はできるならばちゃんと

した観光協会に対しての市の姿勢、スタンスは

もっともっと入り込んで、しっかりとした協力体

制をつくって構築していくのが、当市の大事な観

光産業ですから、残念ながら隣の町の北見という

のは観光資源て非常にないのですね。本当に申し

わけないですけれども、何カ所かはあるのですけ

れども当市のようには恵まれていない。恵まれて

いるからこそやはりそれを生かして強みにしてい

く、これも一つの大事な当市の将来じゃないかと

いうふうに考えます。観光協会についてはその程

度にいたします。 

 最後に、天空の里魅力発信活性化事業、この事

業、まずはどんな、新規の事業だと思いますの

で、どんなことをされるのかということをお伺い

します。 

○伊倉直樹観光課長 天空の里魅力発信活性化事

業についてでございます。 

 天都山エリアの魅力を高める取り組みとして、

平成27年度から行ってきております。天都山エリ

アをメーンとして捉え、回遊性を高め滞在時間の

拡大とにぎわい創出を図り、地域経済の活性化を

図るということを目的とした事業でございます。 

これまでの27、28と活動してきましたが、29年

度につきましては、28年度にエリアマップという

のを作成をしまして情報発信をしたのですが、こ

の紙媒体を手にエリア施設を訪れる方がふえたと

いう報告も各店から受けておりまして、こうした

情報の発信というのは継続的にする必要があると

いうことから、29年についても情報誌への、観光

情報誌、地方情報誌への広告掲載とマップを作成

をしましてＰＲに努めていきたいというふうに考

えております。 

また新たな取り組みとしまして、回遊性を高め

る、それからモニター的なツアーを行いまして、

参加する側から見たニーズの意識調査、そして受

け入れる側の評価をアンケート方式的なもので取

りまとめまして、その結果を倶楽部のメンバーに

フィードバックをして、ホスピタリティーの向上

と受け入れ環境の整備に役立たせたいというふう

に考えております。 

○栗田政男委員 事業内容については理解をいた

しました。 

 予算書29年度、私の手元に届いて、私10年ぐら

いしかいないのですが、毎年見てる予算書の中

で、この天空の里というのにびりびりと来たので

すね。びっくりするぐらいフレッシュなネーミン

グがついてて、とかくこの中の、役所の予算書で

すから非常に難しい難解な文章でかた苦しい文が

並ぶ中で、天空の里、天空の里です。これ、びん

と来たのですね。私は、まずそういえば、ジブリ

にそんなのがあったなと。天空の城ラピュタとい

う映画、僕大好きな映画なのですが、ジブリ作品

は本当に好きなのですけれども。天都山をそうい

う呼び方に、ここではこういう通称でこうやって

呼んでいるのだと思うのですが、非常に価値が上

がっては、うわ、すごいなというふうに感じたの

ですが、このネーミングについての命名とかはど

なたが、どういうふうに考えたのでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 天空の里の名称のお話でご

ざいますが、今年度、先ほどお話ししました天都

山エリアの魅力を高める取り組みの中で、一つの

成果としまして、倶楽部というのが発足をいたし

ました。そこの中で、倶楽部はこれから活動して

いく中で名称を決めていきたいという代表の方の

強い意見がございまして、その方の発案で天空の

里ということの命名をしたと。そこの命名をする

に当たっては、各会員の合意を得て皆さんで決定

したという経緯がございます。その天空の里をつ

けた成り行きといいますか、その理由というの

は、天都山は数ある網走の名勝の中でもその景色

の美しさから、天の都に上るような心地にさせる

ほど美しいと称賛をされておりまして、1938年に

は国の文化財として名勝に指定をされてございま

す。天空の何々というのは、全国ほかにも幾つか

使用したことがございますが、天都山エリアにつ

きましてもほかのそういった名勝たる景勝に引け

をとらないという思いの中から、代表の強い思い

で倶楽部の皆さんの同意を、賛同を得て決定した

というところでございます。 

○栗田政男委員 事業が大事なので、事業がしっ

かりと推進、新しい事業ですから、周遊エリア、

この場所をしっかりとということなので大いに私

も賛成をしたいと思いますし、なるべくいいＰＲ

で、場合によっては市民もそういう周遊も含めた

中を理解してもらって、時たま市民も巻き込んだ

参加型、元々は流氷館を新設にする当たって我々

がお願いをしたのは、市民もその施設の中で有効
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に活用しながら、そのエリアを考えていくので、

それによって公園整備も予算化されてますから、

当然あのエリアというのはどんどん整備される形

になると思います。市民があれを活用してＰＲで

きる、決して天都山エリアのものは観光者たちの

だけのものではないということだけの認識はしっ

かり押さえておいてほしいと思います。 

何はともあれ、本当にこの天空の里という言葉

自体がぐっとあの地域の価値を上げたというふう

に私は感じますし、それはほかの市民の方々もそ

う感じる方もたくさんいらっしゃると思います。

実はでも、きのうごみ関係の処理場の関係で命名

の話が出ました。そこにつながるのですよ。やは

り最終処分場という非常に重たい言葉、最終処

分、死に行く者みたいな感じがそこに、言葉尻に

は出てくる。でも必要なのですよ。必要で大切な

施設なのですけれども、そこに愛称で呼ぶことに

よって、そのイメージも変わるし、大切なものと

してそこに働く方々に感謝もできるしといういろ

いろなことが出てくると思うのですね。だから命

名権、いろいろなその言い方一つで、やっぱりも

のの捉え方、そして全体のものが大きく変わると

いういい事例だと思います。本当に、これによっ

て天都山だけで何ぼ売ってても、うん、天都山と

いう感覚で、我々小さいころから天都山ねみたい

な感覚だったのだけれども、天空の里ということ

がついた途端にがっと価値が上がるということが

現実に起こってます。本当に役所の公文書の中

で、僕は画期的なことだと思いますし、今言った

いろいろな命名だとかそういうことによって、気

持ちも変わるし、その現場で働く人、ごみを破砕

するクラッシャーがガリガリ君だとか愛称で呼ん

だときに、きょうガリガリ君、調子よく動いてる

のみたいな感覚で、職場環境というのも変わって

くるのですよ。だからそれを多分きのうの質問

者、提案者というのも言いたかったのではないだ

ろうか。できるならば、花いっぱいでいろいろな

堆肥が出るわけですから、花いっぱい、試験的に

でもコスト無駄だというかもしれないけれども、

無駄なことだって大切なものっていっぱい僕はあ

ると思います。そういうことをお願いして、とに

かくこの天空の里というのは感動いたしました。 

 以上です。 

○古都宣裕副委員長 次、金兵委員。 

○金兵智則委員 それではせっかくですので、天

空の里から質問させていただきたいというふうに

思います。 

 まず商工関係の、天空の里出店支援事業補助金

についてお伺いします。 

 この事業は、来年度からの新規事業で、観光、

今、種々議論がありました観光部が天都山エリア

を観光地として売り出していく状況の中で取り組

まれている事業なのかなというふうに思うところ

であります。事業の概要は、天都山エリアに出店

される方のために、店舗の取得、改築に係る費用

の助成ということであります。イメージとして

は、中心市街地の空き店舗活用事業の天都山エリ

アバージョンなのかなと思うところであります

が、詳細をお伺いしたいというふうに思います。 

○田口徹商工労働課長 天空の里出店事業の関係

ですけれども、今、委員おっしゃったとおり、観

光課長のほうからもお話あったとおり、天都山の

魅力づけ、それのために出店する者を助成すると

いう形となっております。 

イメージとしては空き店舗というよりも、起業

化支援事業に近いのですけれども、ただ起業化支

援事業というのは新たに事業を始める人が助成さ

れるものなのですけれども、ここはこの地域に誘

導したいということですので、新たに出店するの

ではなくて、既に出店している人が２店目、３店

目を出すときでも助成の対象になるというところ

が違うところです。 

補助の対象経費としましては、店舗の取得、建

設や改築にかかわる経費などで補助率は２分の

１、補助限度額は50万円という形で、今考えてい

るところでございます。 

○金兵智則委員 どちらかというと起業化支援事

業補助金というのに近いのかなという、今、御答

弁がありましたけれども、起業化支援事業補助金

というのは新規事業ということで、エリアが指定

されてなかったというふうに理解しますけれど

も、この事業と、ごめんなさい、天空の里の新た

な事業と起業化支援事業補助金というのは、抱き

合わせといいますか、両方というのは使用するこ

とが可能なのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 起業化支援事業とこの天

空の里出店事業の両方というのは、今のところは

考えていない状況となっております。 

○金兵智則委員 たしか今２分の１補助で上限が

50万円ということでありましたけれども、となる
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と、とりあえず１件分というようなところなのか

なと思いますけれども、現在のところ、何かお話

しされているようなことがあるのかどうか、お伺

いしたいというふうに思います。 

○田口徹商工労働課長 予算的には確かに50万円

ということで１件分という形になっております

が、今のところ予定はございません。 

 ただし、数がふえてくれば、ほかの事業と抱き

合わせでいろいろと、例えば起業化支援の予算を

回すとか、流用するとか、そのようなことはでき

るというふうに思っておりますので、必ず１件に

限ったものではないというふうに考えています。 

○金兵智則委員 天空の里魅力発信活性化事業の

中で、こういう補助金も準備しておくというよう

なニュアンスなのかなということで、理解をさせ

ていただきたいというふうに思います。 

 その天空の里魅力発信活性化事業について、お

伺いしたいというふうに思います。 

 こちらの事業内容につきましては、今の栗田委

員のほうから質問がありましたので、その点につ

いては理解をさせていただきたいというふうに思

いますけれども、先ほど体験モニターツアーとい

うのを行うということでありましたけれども、こ

のモニターツアー、周遊を促進する仕組みという

ことでありましたが、これは天都山エリア内をこ

の予算を使ってやるのか、それとも市内の中の周

遊した中でここも含めてやるということなのか、

また、いつ誰がどのようにというようなところを

詳細についてお示しいただきたいというふうに思

います。 

○伊倉直樹観光課長 天空の里魅力発信活性化事

業の平成29年度におけるモニター、実証実験のお

話でございますが、対象エリアといたしまして

は、天空の里エリア内を想定をしております。 

 それで、モニターの関係につきましては、まだ

詳細を決めておりませんが、例えば農大の学生さ

んですとか、市内の若い女性団体の方ですとか、

男性でも構わないのですけれども、そういった方

たちにモニターとして回っていただけるような形

がとれないかなというふうなイメージを持ってお

ります。 

○金兵智則委員 まずこの天空の里エリア、天都

山エリアを農大生などという、詳細はまだ決まっ

てないということですので今後なのかなというふ

うに思いますけれども、改めてお伺いをしたいと

いうふうに思いますけれども、この天都山エリア

の範囲というのはマップに示されていた色の変

わっていた部分ということで間違いがなかったで

しょうか。 

○伊倉直樹観光課長 恐らくこのマップの黄色い

ところのエリアのことをイメージされているので

はないかと思うのですけれども、一応この範囲を

基準には考えております。ただ、明確な線引きと

いうのは正直しておりませんので、ある程度目安

的にここを基準にというふうに考えているところ

でございます。 

○金兵智則委員 その辺は曖昧といいますか、基

準というのはこれだけれどもということですの

で、先ほどの事業もそれに付随して、補助金の事

業ですね、あれもそういった基準になるのかなと

いうふうに思いますけれども、今後になるのかと

いうふうに思います。来年度ではないのかもしれ

ませんけれども、やはり網走市の観光の中のこの

エリアということになると思います。天都山エリ

ア、中心市街地が活性化させようということでま

ちづくり会社とかもありますし、道の駅には観光

客がいっぱい来るといったような中で、ここに周

遊をさせていかなければいけないというような取

り組みは今後ということになるのかなと思います

けれども、この網走市観光の中でこの天都山エリ

アと呼ばれるところの、立ち位置とでも言えばい

いのでしょうか、エリアの位置づけと言えばいい

のでしょうか、それについて見解を伺いたいとい

うふうに思います。 

○伊倉直樹観光課長 最近では、旅行者の動きな

のですけれども、レンタカーやレンタサイクル、

それから、天都山においては施設めぐりバスと

いった路線バスを利用するなど、移動手段の自由

度が比較的大きい個人の旅行客が多くなっている

状況になっていると思ってます。そのような観光

客が天都山の核となる施設を訪れた後、マップや

情報を手にして個店や飲食店、果樹園などをめぐ

る一定の効果というのが、今年度見られたところ

でございます。今後もこの事業を推進していくこ

とで、核となる施設以外の個店や飲食店などを訪

れる一定のシャワー効果的なものをより期待をし

ているという状況となっております。 

○金兵智則委員 理解をさせていただきたいとい

うふうに思いますが、今の御答弁の中で、核とな

る施設という御答弁がありました。このエリアの
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核となる施設というのはどのようなものなので

しょうか。 

○伊倉直樹観光課長 やはり集客力の高い観光施

設ということなりますと、天都山展望台、オホー

ツク流氷館、それから博物館網走監獄、北方民族

博物館、それから道立オホーツク公園と、この４

施設をイメージをしております。 

○金兵智則委員 その４施設ということでありま

す。 

 道立オホーツク公園、けさの新聞にも室内遊具

施設でしたかね、が完成が間近だというような記

事も載ってましたので、そこが中心となるという

ことでこのエリアを売っていくということは、こ

の事業の中身としてある程度理解をさせていただ

きたいというふうに思います。 

 次にネーミングの話です。 

 私はそのびびっとは来なかったのですけれど

も、どちらかというと、うんという、はてなのほ

うが先に浮かんでしまったので御質問をしたいと

いうふうに思いますが、昨年の魅力構築事業のと

きにも、天都山エリアという言葉が観光の分野だ

けに収まってしまっては、そこが本当に観光地と

して魅力のあるものになるのか、市民にも認識し

ていただくことで、初めて網走の観光地として成

り立っていくのでないかということを言わせてい

ただきました。この考え方は、担当課の皆さんと

共通の認識を持っていると答弁を伺って認識した

ところであります。今回名前が天空の里というこ

とで、市民に親しみのある天都山という言葉が前

面に出なくなってしまったように感じるところも

あります。市民の皆様に、すぐこの天空の里とい

うのが浸透していくかというと、疑問に思わざる

を得ないというところであります。 

 先ほど栗田委員もありました。私も市民の方に

ちょっと天空の里って知ってますかと言われた

ら、案の定ラピュタですかと聞かれるような状況

です。やっぱり浸透していくにはまだまだこれか

らなのだとは思いますけれども、時間がかかるこ

となのだというふうに思います。 

 また、例えば私が観光に行った場合、目的地に

向かうのに案内看板などを頼りに移動すると思い

ます。しかしながら、この名前が前面に看板に出

ているようなことは、今のところはないですし、

今後考えているのかどうかわかりませんけれど

も、今のところこの天空の里ということが観光客

にしてもなかなか認識しづらい、マップを持って

いれば別ですけれども、しづらいのではないかと

いうふうに思いますけれども、どのようなお考え

でしょう。 

○伊倉直樹観光課長 昨年も市民にどういうふう

に周知、周知されてないということで、今後の課

題だというお話はさせていただきました。 

 天空の里、確かにいろいろな意見はあると思い

ます。それで、天都山を隠すような形になるとい

う部分も確かにあるのかもしれません。そういっ

た中で今、倶楽部の会員の中で定期的にワーク

ショップというのを行っているのですが、そこの

中で、天都山の景観整備というのも一つの課題と

して皆さんの共有を持ってます。そこでサイン計

画というのも具体的に示されてるのですが、そこ

で一番大きな問題としては、財源の確保というの

が非常に大きな問題になってますので、確かに今

委員おっしゃられるように、例えばその先ほどの

エリアマップ内に、ことしはロゴマークというの

を作成しているのですけれども、例えばそれを催

した共通の看板を例えばつけていくとか、来訪者

の方がここは天空の里エリアなのだなというのが

わかるような見せ方というのを、今後研究してい

きたいなというふうには考えております。 

○金兵智則委員 決してこの名前に否定をしてい

るしているわけではないです。観光客の皆様への

発信と同じく、やはり市民の方々に認識してもら

うという情報発信による作業が必要になってくる

のかなと思います。例えば観光客の方が天空の里

に行きたいのですけれどもと言ったときに、天空

の里なんて網走にはありませんよと言われてし

まっては元も子もない話になりますので、その辺

はしっかりと、ここは両輪でしっかりと進めてい

かなければならないということを指摘をさせてい

ただきたいというふうに思いますし、事業進めて

いくに当たって、多くのハードルというのは出て

くるのだというふうに思います。今後の展開や方

向性について、最後お伺いしたいというふうに思

います。 

○伊倉直樹観光課長 今、委員のほうからも御指

摘、お話ありましたように、やはり情報発信、皆

さんに、市民の方を含め観光客の方にも、どう

いった形で知ってもらう、認知してもらうという

のが非常に大事なことかなというふうに思ってお

りますので、今後は、例えばウエブで情報発信を
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していくとか、そういったことに工夫を凝らしな

がら、また先ほどのモニターツアーもそうなので

すが、ＳＮＳを通じた景色とかお店とかの情報発

信を拡散できるような形を目指していきたいとい

うふうに考えております。 

○金兵智則委員 多少時間はかかったのかもしれ

ませんけれども、ここまで来たなという感じがし

ます。これからは勢いに乗って進めていただける

というふうに期待しておりますので、期待して推

移を見守りたいというふうに思います。 

 次に、外国人観光客への対応についてお伺いし

ます。 

 これまで、東日本大震災で足が遠のいた外国人

観光客を網走に呼び込むために、さまざまな事業

を行ってきていることは認識しているつもりであ

ります。その成果もあり、外国人観光客は増加し

てきているというふうに承知しておりますが、改

めて外国人観光客の来網状況と推移を大まかで構

いませんので、お示しいただければというふうに

思います。 

○伊倉直樹観光課長 外国人観光客に対するアプ

ローチといいますか、事業展開ということでよろ

しかったですか。 

 済みません。お待たせいたしました。 

外国人観光客の入り込みの状況なのですけれど

も、当市の場合は宿泊人数ということで統計を

とっておりますので、その数字をお伝えしたいと

思います。 

 平成28年度につきましては、平成27年ですね、

済みません、27年度につきましては３万5,494

人、26年度につきましては３万1,651人、25年度

につきましては２万4,825人という状況になって

おりまして、年々増加傾向にあるという状況に

なっております。 

○金兵智則委員 網走市もしっかり増加してきて

いるという現状がわかりました。外国人観光客の

増加によって、さまざまな対応が必要となってま

いります。例えば外国語表示の看板やパンフレッ

トの作成などもそうでありますし、今後も各種事

業を取り組んでいかなければならないというふう

に思います。 

 例えば、釧路市と弟子屈町はレンタカーで両地

域を回る外国人観光客向けに、観光施設や路面凍

結などの情報を英語、中国語、日本語の３カ国語

で送るスマホ向け無料アプリを共同開発、今月の

１日から運用を開始しております。これはレンタ

カーで観光しやすい環境を整え、個人旅行客を呼

び込む狙いだそうです。網走市も、個人旅行客を

呼び込む施策やってきていると思いますが、この

ような取り組みについてどのような認識を持たれ

ますでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 外国人観光客への取り組み

のお話ですけれども、平成28年度につきまして

は、北海道観光振興機構との連携によりまして、

手ぶら観光サービスの実証実験を行っておりま

す。29年度につきましては、その内容をさらにグ

レードアップする予定で考えているところでござ

います。また、施設めぐりバスの運行に際しまし

ても、表示につきましては日本語以外に英語、そ

れとアナウンスも英語のアナウンスをしていると

いう状況になっております。 

○金兵智則委員 29年度も外国人観光客向けに事

業はやっていきますし、より細かくやっていくよ

という答弁だったと思いますけれども、レンタ

カーで観光しやすい環境を整えて個人旅行各を呼

び込む狙いを釧路市などは行っている、このアプ

リを使って行っているのですけれども、こういっ

たアプリを使ったような取り組みについて、どう

いう認識を持たれますでしょうかという質問だっ

たのですが。 

○伊倉直樹観光課長 外国人のＦＩＴ化が進む中

におきまして、ＳＮＳなどを通した情報発信が有

効となっておりますことから、例えばフェイス

ブックを利用した広告掲載、情報発信などを今後

も継続するほか、今度は新たに海外でのテレビ放

送のＣＭなども通じて誘客に努めていきたいとい

うふうに考えております。 

○金兵智則委員 ＳＮＳの活用は取り組んでいく

という御答弁だったのかなというふうに思いま

す。 

釧路市で新しいアプリを開発したように、国や

北海道も、道央や道央圏に集中する観光客の流れ

を変えるために、さまざまな取り組みを行うこと

としているということがわかりました。 

 開発局では、外国人観光客のレンタカー利用に

便利なアプリを開発、道路情報のほか道東、道

北、道南の各地域の観光施設で割引サービスが受

けられるようにする計画だそうであります。また

北海道観光振興機構と全日空商事は、道内都市間

の空路の活用を呼びかけ、道東や道北への周遊に
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つなげる事業を行うそうで、新千歳と稚内、女満

別、中標津、釧路、函館を結ぶ５路線を外国人観

光客限定で片道5,400円で提供するというのが記

事にありました。あわせて情報発信を機内誌や

ホームページで行うということでありますが、こ

のような取り組みに網走市もしっかりと組み込ん

でもらえるような働きかけというのも必要になっ

てくるのかなというふうに思いますが、いかがで

しょうか。 

○伊倉直樹観光課長 今言ったような取り組みに

つきましては、広域観光周遊ルート形成促進事業

の中で進めてまいりたいと、検討していきたいと

いうふうに考えております。 

○金兵智則委員 さまざまな部門でさまざまな取

り組みをやっていますので、それにしっかりと対

応していっていただけたらなというふうに思いま

す。 

 外国人観光客の質問、最後の質問になりますけ

れども、もう一つ観光地の責任として、災害が起

こったときに外国人観光客が避難できるように、

外国人にもわかるように情報を発信しなければな

らないというふうに考えます。どのような災害を

想定するかで対応も変わってきますが、災害時に

外国の方が行動を起こせるように取り組みを進め

なければならないというふうに考えますが、いか

がでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 網走に来ている訪日外国人

観光客の方の災害時の対応というお話でございま

すが、当市におきましても過去に大雪による交通

障害により、観光バスが網走から移動できなくな

りまして、多数の観光客が宿泊地にたどり着けな

いといったケースが発生しております。こうした

場合の対応といたしましては、市内宿泊施設への

受け入れ要請や、エコーセンターなどの避難所で

の受け入れ対応などといった措置を講じていると

ころでございます。 

自然災害や事故に被災した場合の外国人の対応

といたしましては、観光業界や警察、医療機関な

どと連携しながら対応してまいりたいというふう

に考えております。 

○金兵智則委員 災害はいつ起こるかわかりませ

んので、この辺の対応はしっかりと行っていただ

きたいということを申し上げて、次の質問に移り

たいと思います。 

○古都宣裕副委員長 金兵委員の質疑の途中です

が、ここで昼食のため休憩します。 

再開は、午後１時といたします。 

午前11時59分 休憩 

───────────────────────── 

午後１時00分 再開 

○井戸達也委員長 委員長を交代します。 

 休憩前に引き続き再開します。 

 金兵委員の質疑を続行します。 

金兵委員。 

○金兵智則委員 観光分野の最後の質問になりま

す。 

 網走旬まつりについてお伺いいたします。 

網走旬まつりは春と秋の閑散期対策として、市

と観光協会が協力をして取り組んでこられたとい

うふうに認識しております。 

 春の旬まつりでは、網走カニめしキャンペーン

と春カニ合戦が好評を博しております。秋の鱈福

祭りは北海道の補助もあり、秋のバルに移行し好

評となりましたが、一方で、タラちゃんイクラ

ちゃんキャンペーンは苦戦気味だったというふう

に伺っております。 

 まずはこれらのイベントの評価と、予算のほう

には旬まつり補助というものは見受けられないと

いう状況なのですが、どのようになっているのか

お伺いしたいというふうに思います。 

○伊倉直樹観光課長 網走旬まつりについてのま

ず評価でございますけれども、今委員からお話あ

りましたように、春のキャンペーンにつきまして

は、カニをメーンとして春カニ合戦とかで非常に

好評を得ておりまして、非常に毎年多くのお客さ

んが見えられているというお話を聞いておりま

す。また、秋につきましては、ちょっとタラの関

係の食材での、なかなかお客さんといいますか、

集客力が余りよくなかったということで、今年度

からＡＢＡＳＨＩＲＩバルに切りかえてやって、

大変好評を得たというところで評価をしていると

ころでございます。 

旬まつり事業に対する補助金の関係ですが、こ

の部分につきましては、網走「食のまち」プロ

ジェクトのほうで、の中で補助金として、観光協

会に支出をしておりまして、春と秋の旬まつり

キャンペーンの広告宣伝費に係る支援ということ

で、210万円を補助金として支出しているところ

でございます。 

○金兵智則委員 状況については把握をさせてい
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ただきます。 

 協力をして取り組んでこられたいうことは認識

しているのですが、イメージとしましては、観光

協会などが中心となって進めているのかなという

印象も受けます。網走市はあくまでもサポートと

いった立ち位置なのかなというふうに見えるので

すが、いかがでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 この事業の事業主体という

のは、春、秋、いずれも網走旬まつり実行委員会

ということで、事務局は網走市観光協会が担って

おりまして、市のほうとしましては後方的な事業

支援という形で考えております。 

○金兵智則委員 前面に立ってというわけではな

いよということだったと思います。 

 春カニ合戦は先ほども答弁もありましたよう

に、来場者も大変多く好評だったと伺っておりま

す。一方で運営についてはなかなか厳しかったと

伺っておりますけれども、状況についてはどのよ

うに捉えてますでしょうか、またその原因はどの

ように捉えてらっしゃいますでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 春カニ合戦のメーンの食材

というのは御承知のとおり毛ガニなのですけれど

も、この必要数の確保に非常に苦慮したというこ

とでお話を伺っております。その原因としまして

は、仕入れ値が前年に比べて高騰したためという

状況で伺っております。 

○金兵智則委員 カニの高騰というのが原因だと

いうことであります。そのカニの高騰というのが

原因なのであれば、その要因を取り除かないと事

業が継続できないのではないかなというふうに思

います。 

 旬まつりは、観光部、観光協会がやってますの

で観光部が後方支援ということですのでもちろん

ですが、例えば水産港湾部との連携を進め必要量

のカニを予算の範囲内で確保できるように、漁協

との間を取り持ってもらうような取り組みも必要

だったのではないかというふうに思いますが、い

かがでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 市のほうからの働きかけに

よりまして、関係機関の協力が得られることにこ

したことはないのかなというふうに思っておりま

すが、カニの卸値など協力先に対しての経費的な

負担を求めるような形になるのも、イベント運営

としてはいかがなものかなという部分もあるのか

なというふうには考えております。 

○金兵智則委員 網走市で好評を博している事業

ということを、別にお金の負担をしてくれとお願

いに行くわけではなくて、こういうイベントでこ

ういう状況なのだけれども御協力をいただけない

かというようなことは、やっても決して悪くはな

いというふうに思うのですけれども、どうでしょ

うか。 

○伊倉直樹観光課長 今後、そういった状況にな

りましたら、ちょっと再度検討したいと思いま

す。 

○金兵智則委員 せっかく好評を博している事業

であります。私はいいものは継続していくことが

必要だという認識でおります。カニの高騰、物価

の高騰が原因で続けられないというであれば、可

能な限り対応していくというのは必要なのではな

いのかなというふうに思いまして、質問をさせて

いただきました。 

 最後にもう一つ、秋の旬まつり、鱈福祭りは時

期の関係だったと思いますが、秋バルに変更しま

した。これは先ほどの答弁にあったとおり、大変

好評だったと伺っております。 

 であるならば、秋の旬まつり、鱈福祭り、あわ

せて行っていたタラちゃんイクラちゃんキャン

ペーンを秋バルに発展的に統合して開催していく

という方向性を持っていただきたいというふうに

思いますが、いかがでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 秋バルにつきましては、非

常に好評だったいうことのお話がありまして、そ

の部分につきましては、今後の発展的な部分につ

きましては、網走旬まつり実行委員会のほうで、

恐らく議論がされるのかなというふうに思います

ので、そういった部分も含めて、こちらのほうか

らもそういったことに意見を交わしていきたいと

思っております。 

○金兵智則委員 何度も申し上げますが、やっぱ

り継続していくというのが価値を高めていくと

いった部分もあると思います。だからといって何

が何でも同じ形でということではなくて、ブラッ

シュアップとでも言えばいいのでしょうか。変化

させるところは変化させていきながら継続して

いっていただきたいなというふうに思います。 

 次の質問に移ります。 

 次に、商工のほうに戻る形になりますけれど

も、女性・高齢者就労支援事業について伺いま

す。 
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 この事業は、今年度からの新規事業、女性就労

支援事業に高齢者を加えた拡充事業であると認識

しております。今年度行われた女性就労支援事業

は、昨年の予算委員会の答弁では、就労を目指す

女性と受け入れる側の企業の両者に対するセミ

ナーを開催するということであったというふうに

認識しておりますが、まず、女性就労支援事業を

行った結果、大まかで構いませんのでお示しいた

だきたいというふうに思います。 

○田口徹商工労働課長 女性の就労セミナーの関

係でございますけれども、昨年、この予算特別委

員会で、金兵委員にもいろいろ指摘されたのです

が、当初あの段階では女性のセミナーということ

で、女性本人及び企業両面からというようなセミ

ナーをするようなお話をしたところ、それはどち

らかに絞ったほうがいいのではないかなという指

摘をいただいたところでございます。 

 その結果、平成28年度におきましては、女性自

身のセミナーをやってきたような状況となってお

ります。昨年は厚生労働省の事業を活用して平成

28年８月８日、ソレイユ網走を会場にキャリアカ

ウンセラーの資格を持つ講師を招きまして、現在

の雇用情勢、働き方などに関する講話、それから

自己ＰＲや自分らしい働き方などについて参加者

同士のグループワークを通じ、スキルアップ、

キャリアアップのポイントなどを学ぶ機会を設け

たところでございます。参加した人数は11名、内

男性も１名いたのですけれども、女性10名、それ

からその結果全員が一応参考になったと、今後の

就職意欲が湧いたというような意見をいただいた

ところでございます。 

○金兵智則委員 参加人数が11名ということで、

もうちょっと多くてもよかったのかなというふう

に思いますけれども、昨年の予算委員会で、

ちょっと両面からいくとぼやっとしてしまうので

はないかなということで、どちらかに絞ったほう

がと言わせていただきましたが、女性のほうに

絞って開催したということで、事業結果について

は私自身大変評価したいというふうに思います。 

 ただ来年度の事業は、女性に加えて高齢者も対

象となり、事業概要を見ると、女性の再就職を支

援するセミナーと、女性、高齢者を対象とした就

職企業説明会を開催というふうにありましたが、

予算額を見ますと、本年度も来年度も50万円とい

うふうになっておりまして、内容は拡充している

にもかかわらず予算が同額というのは、これはど

ういうことなのかなという疑問に思うところであ

ります。 

 来年度の事業の内容について、また、予算額が

変わらない状況も含めて、もう少し詳しく御説明

をいただきたいというふうに思います。 

○田口徹商工労働課長 次年度の事業につきまし

ては、ことしやりました女性セミナー、これは女

性を対象としたお子様のいる方々とかが集まって

いただいたのですけれども、大変好評であったと

いうことで、この事業については継続したいとい

うふうに考えております。そして、日にちも別に

分ける必要等はないかなというふうに思っている

のですけれども、特に高齢者を対象とした企業と

のマッチングをやりたいというふうに考えており

ます。それで日にちを同じにするので、セミナー

に来た女性もそのマッチングに参加していってい

ただいてもいいようなセミナーをやりたいなとい

うようなことを考えております。 

事業費が、それだけ事業を加えても変わらない

のはおかしいのではないかというお話があるので

すけれども、今年度の事業の講師が厚生労働省か

らの派遣の方で、ほとんどかからないような状況

でできたとかですね、それから、高齢者のマッチ

ングについてもハローワークとか協力してもらっ

たりしてやろうと思っておりますので、それほど

大きな金額がかからないということもありまし

て、ことしの予算とほぼ同じ金額、これはたまた

まになるのですけれども、たまたま同じような金

額でできるというような見通しに立って予算を計

上させていただいているということでございま

す。 

○金兵智則委員 予算ベースですので、決算では

なく予算ベースですので、中身は昨年度、今年度

で50万円までかかってないのでたまたま同額に

なったけれども、その中でやっていけるというこ

とで、事業の内容についても女性セミナープラ

ス、メーンは高齢者ですけれども当日でやれば女

性も含めて就職企業説明会を開催できるのではな

いかということだったと思います。 

 ちなみに本年度11人の参加ということでござい

ました。参加人数については、先ほども言いまし

たが、もうちょっとふえてもいいのではないかな

というふうに思いますけれども、その辺の周知に

対する取り組みについてお伺いしたいというふう
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に思います。 

○田口徹商工労働課長 女性のセミナーにつきま

しては、お子さんもいる方が結構、それで仕事を

やめている方が対象になってますので、なかなか

出にくい状況なのですけれども、昨年はソレイユ

を使って、それからシルバー人材センターにお子

様を見ていただく方、何と言うのでしたか、託児

も設けたりしてやったのですけれども、ＰＲもそ

こそこしたつもりではあるのですけれども、こと

しもまた早目にＰＲしていきたいと思います。あ

と、高齢者につきましては、なかなか高齢者、65

歳を超えた人が自分からハローワークに行くとい

うのはなかなか難しい状況もあるかと思うのです

けれども、実は、何件か企業が高齢者を集めたい

というような声もあるのです。ただ、個別に市が

入って集めるということにはなりませんので、そ

れであれば全体で一回やってみましょうかという

ことでありますので、これもＰＲは早目にしてい

きたいなというふうに考えております。 

○金兵智則委員 企業の側も、高齢者の方という

ことでもう希望も出ているということですので、

上手に進めていっていただきたいというふうに思

いますし、あと同日開催で女性の方もというよう

な話がありましたが、企業の方はそもそも高齢者

を考えていたけれども、女性の方もいるのだとい

うようなことにだけはならないような、しっかり

とした説明と取り組みを進めていっていただい

て、採用につながっていっていただければなとい

うふうに思います。 

 最後の質問になります。 

 免許自主返納と交通対策事業について、お伺い

いたします。 

 初日、二日目とさまざまな角度から住民の足と

なる交通の重要性を議論してきたというふうに

思っております。というのも、３月12日から道交

法が改正され、75歳以上の運転者に対する認知機

能検査が強化されることとなりました。このこと

により、免許証の自主返納がふえていくのではな

いかというふうに推測されてますし、網走市の状

況も返納数は伸びてきているという答弁もありま

した。 

 昨今、高齢者運転手による事故が全国的に多く

なってきているように、御自身の安全や家族など

の安心を守るためにも、このようなタイミングで

さらに自主返納を進めていくことが必要であると

いうふうに私自身考えております。 

 そのためには、マイカーのかわりとなる移動手

段というのが必要であります。高齢者が利用しや

すいよう、バスなどの公共交通の増便、ルート整

備を考える時期に来ているのではないかというふ

うに思いますが、見解を伺いたいというふうに思

います。 

○田口徹商工労働課長 高齢者ドライバーの免許

返納と公共交通についてということでございます

が、当市における公共交通につきましては、国、

道、それから市の関係行政機関並びにバス、ハイ

ヤー事業者など、さらには住民利用者の方々に

よって構成されている網走市地域公共交通活性化

協議会において、公共交通空白地域や不便地域に

住んでる方々の移動手段の確保などについて検討

しているところです。 

高齢者の免許返納によるバス券等の配布につき

ましては、もともと免許の持っていない方との公

平性も考え合わせますと、交通安全や高齢者への

支援などの観点から措置を考える必要があるので

はないかと思っておりますが、免許返納後も日常

生活に支障を来すことがないように公共交通の確

保は必要であるし、その需要は高まるものと思っ

ております。 

 現在、錦町地区を経由する西山通線でコミュニ

ティーバス及び二ツ岩地区の市街地をつなぐ予約

型デマンドタクシーを運行しておりまして、車両

の小型化やタクシーも予約型とするなど、省力化

に努めながら地域の移動手段を確保しているとこ

ろです。 

地域内の公共交通の不足している郊外地区にお

きましては、地域の皆様と協議しながら、地域に

あった公共交通のあり方を検討しているところで

す。 

 高齢者等において公共交通の需要が高まること

が予想されますが、公共交通空白地域や不便地域

においては、その地域のニーズを十分把握した上

で応えられる交通手段はどんなようなものか研究

していきたいというふうに考えております。 

○金兵智則委員 さまざま答弁いただきました

が、空白地域に関してさまざま意見を取り入れな

がら考えていくというような、質問の答弁として

はその部分だったのかなというふうに思います。 

現状的には理解をさせていただきますが、人口

減少が続く中、バス路線の多くは採算がとれず、
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縮小や廃止される状況というのも見受けられま

す。さらにバスの運転手は長時間労働など、待遇

面で若年層に敬遠されがちで、結果高齢化が進む

など人手不足となっております。運行に関して新

たな取り組みが、私自身は必要だと考えている状

況の中で、人手不足であれば対応することができ

ず、逆に減便や路線廃止というのにつながって

いってしまうというふうに思います。 

 北海道でも来年度この課題に対して専門家会議

を立ち上げ、対策を実践するモデル事業を行うそ

うであります。網走市でも、人手不足に対する対

策は行っていかなければならないと思いますが、

どのような認識をお持ちでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 先ほど公共交通のない地

域についての交通のあり方というところでちょっ

とお話しさせていただいたのですけれども、既存

の公共交通のある、運行されている地域におきま

しては、持続的な運行がなされるようドライバー

の確保やルートの見直し、利便性を高めるための

ルートの見直しなど、協議会の議論を踏まえた上

でさまざまな角度から検討してまいりたいという

ふうに考えております。 

また、ドライバーの問題とかは協議会の中で

も、タクシー会社とかバス会社からも実際出てお

ります。Ｕ・Ｉターンの中でもちょっとお話はし

てませんけれども、バス会社あたりはやはりそう

いうことも考えておられると。 

それから、協議会の中でもまたこれも進めてい

るところなのですけれども、来週の23日になるの

ですけれども、協議会でセミナーを開催しようと

思っておりまして、バスドライバーの確保に向け

た最新の講師、それに対応する講師とかも呼んで

関係企業を中心に声かけしながら、来週やってい

こうというふうに考えております。 

○金兵智則委員 取り組みは進められているとい

うことで、今の現状の中で取り組みは進められて

いるということは理解させていただきたいという

ふうに思います。 

 先ほど若干答弁もありましたけれども、運転免

許の自主返納ですけれども、これを進める一つの

方法として、さまざまな自治体が行っている運賃

の助成というのがあります。ちょっと公平性の観

点から難しいという答弁が先ほどありましたが、

私は網走でも行っていくべきということは今まで

ずっと言わせていただいておりますし、市民から

も、自主返納とあわせてそのような声が聞かれる

ようになりました。仮に助成によってバスなどの

公共交通の利用が増加してくると、バス会社にな

りますが、収益がふえ増便やルート整備を行うこ

とができ、利用がしやすくなればまた利用が増加

するといった好循環も生まれてくるということが

考えられます。そのためにも、経済部、市民部、

それと福祉部など関係部局が連携をし、検討を

行っていただきたいというふうに思いますが、い

かがでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 バス会社ともいろいろと

機会あるたびに、そういう話はしているのですけ

れども、まだ具体的にはなっておりません。市の

内部としましても、インセンティブの関係とかも

今後の検討課題ということにさせていただきたい

というふうに思います。 

○金兵智則委員 道交法が変わってということ

で、急に免許を返納したくなくても取り消しとい

うか、返納させられてしまうという人も急に出て

くるかもしれません。タイミング的にはちょっと

今なのかなというふうに思いますので、検討して

いっていただきたいということをお願い申し上げ

まして、私の質問を終わります。 

○井戸達也委員長 次、小田部委員。 

○小田部照委員 早速質問に入らせていただきま

す。 

 ジャガイモシロシストセンチュウ緊急防除事業

５億7,000万円について伺います。 

 網走農業の根幹をなすバレイショの病虫害対策

は、改めてその重要さを認識させていただきまし

た。そこで、これまでのシストセンチュウ、シロ

シストセンチュウとの因果関係、またこれまでの

経過について、改めて概要をお聞かせいただきた

いと思います。 

○川合正人農政課長 ジャガイモシロシストセン

チュウについてでございますが、ジャガイモシロ

シストセンチュウは、平成27年の８月に国内で初

めて網走で確認されたところでございます。従来

のシストセンチュウと、今回のジャガイモシロシ

ストセンチュウの因果関係につきましては、今の

ところ定かなところではございません。確認され

て以降、市内の土壌調査を実施しまして、発生地

区の確認を行いまして、昨年、国による緊急防除

が決定されまして、市も協力指示書の交付を受け

て、今回、緊急防除の実施をしているところでご
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ざいます。 

○小田部照委員 代を継ぎながら網走農業に取り

組んでこられた農業者の皆様にも、想像外の事態

だったと思います。 

これをこの事業採択に持ち込むことができたの

は、事業費も含めすごいことであり、大変すばら

しいことだと評価しております。これには関係者

はもちろん、国や道との連携協力があったからこ

そだと思いますが、この経緯と事業内容について

御説明いただきたいと思います。 

○川合正人農政課長 ジャガイモシロセンチュウ

につきましては、バレイショの栽培はもちろん輪

作体系の影響が大きいものであるというふうに市

としても認識をしております。道、市、ＪＡなど

関係機関が危機感を持ちながら国に要請をしてき

たもので、国においても同じ認識のもと、緊急防

除の実施を決めていただいたものというふうに

思っております。また事業内容につきましてです

が、平成31年度までの３年間で緊急防除を実施す

る予定となっております。内容につきましては、

その中の３年間のうちに土壌消毒を２回、対抗植

物、ハリナスビ、ポテモンというものがあるので

すが、そちらの栽培を１回、そして対象圃場の耕

作者の方には防除協力金が支給されることとなっ

ております。 

○小田部照委員 関係者の皆様の適切な御努力に

心から感謝したいと思います。 

 この緊急防除事業実施には、防除区域と発生圃

場特定調査のほか、平成31年度までを期間とした

５項目の実施概要が示されていますが、全額北海

道の委託金での事業が進められるようです。それ

ほどに北海道農業に与える影響が心配されるもの

と思います。事業の進展、関係者の協力や意見、

経過と対応において、人材や事業費などにも現実

的かつ柔軟な取り組みなどが求められ、網走の置

かれている立場はこの事業の成否を分けるものだ

という強い意志と、強力な推進実行体制が求めら

れると思いますが、所見を伺います。 

○川合正人農政課長 この緊急防除につきまして

は、網走市においても、農林水産大臣から網走市

長宛てに、防除協力指示書が交付されて緊急防除

を実施しております。市も当然ながら緊急防除、

シロシストセンチュウの根絶に向けては、そちら

全面的に協力をして推進をしていく考えでもござ

います。まず、生産者の不安を払拭して一日でも

早い根絶、また通常の営農ができるように、網走

市として取り組んでいきたいというふうに考えて

おります。 

○小田部照委員 わかりました。 

 次に、新規で畜産酪農収益力強化施設整備事業

補助金1,535万円、継続で網走和牛産地基盤づく

り推進事業補助金100万円について、お尋ねいた

します。 

まず、畜産酪農施設整備ですが、これは国のＴ

ＰＰ関連政策大綱に即し、平場、中山間地域など

における畜産クラスターの仕組みを活用し、地域

ぐるみでその事業と収益性を高めることを目的と

しているようですが、網走の場合、これはどこの

どの施設を対象に考え、クラスター計画について

もどのように考慮されているのか、お尋ねいたし

ます。 

○川合正人農政課長 畜産酪農収益力強化施設整

備事業についてでございますが、この事業につき

ましては、畜産クラスター事業の一環でございま

して、地域の中心的形態、畜産関係団体が一体と

なって収益力の向上を図ることを目的に実施する

事業でございます。 

 当市におきましては、平成29年度は西部地区、

卯原内の畜産農家におきまして、牛舎を１棟建設

整備するものでございます。 

 クラスター計画におきましては、労働力の労働

負担の軽減、飼養規模の拡大、自給飼料利用の拡

大の３点を重点的テーマとして、畜産クラスター

協議会としては取り組んでいくということになっ

ておりまして、今後、経営体の育成を行っていく

こととなっておりまして、今回はその計画に沿っ

た一つの事業でございます。 

○小田部照委員 わかりました。 

網走の場合は一次産業に観光を加えた強力な資

源と基盤を有する地域ですから、こうした事業の

実施は大変重要で、六次産業化へ向けた活動は、

全産業において網走市の未来に向けた基本的政策

戦略としなければならないと思います。ほかの地

域と比較し、この点においてはややおくれをとっ

ているのではと懸念しておりますが、このことに

対する所見を伺います。 

○川合正人農政課長 当市におきましては、畑作

では、麦類、澱原用バレイショ、てん菜の畑作３

品と言われる形態が多いというふうに思っており

ます。また畜産におきましても、個体販売が主で
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でありまして、農業者によります六次産業化とい

うのは余り適していない状況にあるというふうに

認識をしております。こうしたことから、当市と

しては商工と連携をしながら取り組みをしていく

ということが適当ではないかなというふうには考

えております。 

○小田部照委員 わかりました。 

 それでは、網走和牛補助金100万円について伺

います。 

 この事業などは、まさにクラスターの仕組みを

取り込んで付加価値を高め、地域活性化につなげ

ていく最も効果的な事業だと思います。そこで、

網走和牛生産並びにこの事業のこれまでの経過と

実績についてお訪ねいたします。 

○川合正人農政課長 網走和牛につきましては、

ブランドに向けて、基盤づくりとして高齢繁殖雌

牛の更新にかかわる支援を行い、優良な血統の育

成を現在行っているところでございます。平成28

年度におきましては、54頭の網走和牛の販売をし

ておりまして、上物率が77.78％と高い率を維持

しておりまして、現在網走和牛のブランド化は事

業として進めているところでございます。 

○小田部照委員 それでは、畜産や酪農のブラン

ド化も、日本では続々と拡大し続けています。経

営やその競争も年々激しくなってきていると思い

ますが、加えてＴＰＰやＦＴＡなどの影響がどの

ようにかかわってくるのか、大変懸念されます。

これまでの推移と努力を生かす意味で、将来展望

に立った勝ち残り策、地域に貢献する事業になる

ような対策を打ち立てる時期かと思いますが、所

見を伺います。 

○川合正人農政課長 今後の取り組みについてで

ございますが、肉牛の個体販売価格の高騰により

まして、肥育農家の経営が圧迫されている状況に

もございます。また、ＴＰＰは不透明な状況にあ

りますが、自由貿易の流れは進んでおり、今後の

畜産業につきましては、不安な点も多いところだ

というふうにも思っております。今後も、網走和

牛の基盤づくりを進めながら、ブランド化をより

図れるよう、農協、生産者とも協議をしながら取

り組みを進めていきたいというふうに考えており

ます。 

○小田部照委員 わかりました。 

 次に、内水面漁業の対策について伺います。 

網走には能取湖、網走湖、藻琴湖、濤沸湖と四

つの湖があり、それぞれ河川を伴って成り立って

います。これは環境と生産が離すことのできない

一体のものであることを示しています。当市は従

来から、国や道のあらゆる制度、政策を検討、活

用し、環境悪化改善や保全、施設基盤の整備、増

養殖を含め、この生産性の向上に努められてきた

と伺っております。このうち、新年度において、

新たに能取と網走湖で、湖内環境及び漁業資源に

関する調査をそれぞれ250万円ずつ、有用資源増

養殖飼育施設に5,400万円の計上がありますが、

まずその概要と、この四つの湖の環境改善と生産

の成果について、大まかで結構ですので、御説明

いただきたいと思います。 

○脇本美三水産漁港課長 内水面漁業に関する御

質問でございますけれども、今お話ありましたと

おり、網走市には藻琴湖、濤沸湖で網走漁協が、

網走湖、能取湖で西網走漁協が、それぞれ内水面

漁業を行っているところでございます。 

 ただそれぞれの湖において、漁獲される魚種、

それから湖内の環境もそれぞれ異なりますことか

ら、内水面漁業ひとくくりでいろいろな振興策を

行うというのはなかなか難しいというふうに考え

ておりまして、これまで市といたしましては、そ

れぞれの湖の魚種や環境に対応した取り組みに対

して支援を行ってきたところでございます。 

 具体的なこの間の支援でございますが、藻琴湖

におきましては寒シジミブランドを守るための移

植事業に対しての支援、濤沸湖におきましてはニ

シンの産卵場の造成、人工採卵助成など資源増大

事業への支援。さらに、平成26年から平成28年度

までの３カ年、ワカサギの資源調査研究事業を実

施をしてきたところでございます。また、網走湖

におきましては、ワカサギ、シジミ種苗生産、流

通、開発試験の実施に対し支援し、能取湖ではホ

タテの仮分散などの新たな技術開発に対し支援を

してきたところでございます。 

 今回、網走湖と能取湖で水質調査、水質資源調

査補助事業ということで、新規の事業を立ち上げ

ましたが、先ほどもお話ししたようなこれまで

の、それぞれの湖における取り組みの成果、例え

ばホタテによる仮分散の技術ですとか、そういっ

た新たな技術や、あるいは調査による知見の集積

が一定程度図られたということもございまして、

今後はこうした技術や知見を活用して、今後は網

走湖におけるシジミ、ワカサギ、能取湖における
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ホタテ、北海エビなどの主要魚種の資源管理をさ

らに推し進めて、そのために必要な湖内環境の調

査、モニタリングを実施して、将来にわたって資

源を維持していこうというのが事業の、新規事業

の内容となっております。 

 さらに、飼育試験施設についてでございます

が、こうしたいろいろな取り組みに向けて、飼育

施設において、仮試験といいますか、予備試験な

ど行われ、それが大きな調査事業に結びついてい

くものと考えておりまして、残念ながらこの施

設、大変古くなりまして、築25年を迎えようとし

ている中で老朽化も激しいことから、こうした重

要な試験施設でありますので、建てかえ更新をし

たいという内容になってございます。 

○小田部照委員 わかりました。 

網走は、河川、湖沼といった水辺延長が大変大

きな地域であり、多面にわたる環境と資質資源を

有しているのがよくわかります。この事業は内水

面の振興にとどまることなく、網走市のまちづく

りにとって、その環境と振興策は大変重要なこと

だと思います。大変大くくりで恐縮ですが、四つ

の湖の環境改善と生産振興についての将来の目標

に対する所見をお聞かせいただきたいと思いま

す。 

○脇本美三水産漁港課長 内水面漁業に限らず、

水産、漁業にとって一番重要なことというのは、

将来にわたって水産資源を維持をして、内水面、

海面漁業が将来にわたって着実に営まれていくと

いうことが何より重要だというふうに思っていま

す。さまざまな支援策ですとか、あるいは調査研

究の取り組みというのは、そのためのデータや知

見を集積するものでありまして、大変な重要な取

り組みであると考えております。今後も将来にわ

たって、こうした漁業を守るために関係機関と連

携をしながらしっかりと取り組んでまいりたいと

考えております。 

○井戸達也委員長 次、永本委員。 

○永本浩子委員 それではまず初めに、既に聞か

れた内容もありましたので、そこは割愛すること

にいたしまして、女性・高齢者就労支援事業につ

いてお伺いしたいと思います。 

 先ほど金兵委員の質問でいろいろと答弁があり

ましたけれども、その中で、平成28年に関しては

11名の方が女性セミナーに参加されて大変好評

だったというお話がありました。その中で、実際

の就労につながったのは何人ということは把握し

ていらっしゃるのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 昨年11人の方々なのです

けれども、申しわけございませんがそこは把握し

ていない状況になっております。 

○永本浩子委員 やはり就労を目的とした支援事

業と思いますので、これからまた回を重ねるごと

に参加人数もふえてくるかと思います。なので、

一定の期間を置いてからだとは思いますけれど

も、本当に就労に結びついた方が何人ぐらいい

らっしゃるのか、そういった調査は必要かと思い

ますので、これからそういった方向性考えていた

だきたいと思いますけれども、いかがでしょう

か。 

○田口徹商工労働課長 我々としましても、働い

ていただきたいというふうには考えておりますの

で、そのような方向で検討していきたいというふ

うに考えます。 

○永本浩子委員 よろしくお願いいたします。 

 そしてまた、ことしに関しては高齢者の方を対

象にした、既にマッチングという形で具体的な企

業とのやりとりがあるかと思いますけれども、現

段階でこの参加企業や参加人数などの具体的な見

込みとかそういったものはあるのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 高齢者のマッチングにか

かわる就労の関係の参加の見込みですけれども、

今のところ、企業のほうから幾つかそういうこと

が相談されている状況にはございますが、高齢者

に関しては特にないという状況です。 

 ただ、ハローワークとはもう連絡しておりまし

て、いろいろと協力してやらさせてほしいという

話はしております。 

○永本浩子委員 先ほども、周知を早目にやって

力を入れていきたいということがありましたの

で、ぜひよろしくお願いいたします。 

 これからいよいよ本格的になる少子高齢化時代

の人手不足を担う労働力は、女性と高齢者と言わ

れております。女性の社会参加で、男性にはない

女性ならではの細やかな発想力を生かし、また高

齢者といっても今はまだまだ若い方がたくさんい

らっしゃいますので、これまで培ってきた経験を

生かして再び活躍していただくことで、企業に

とってもプラスになり、また御本人にとっても生

きがいとやりがいを見出していただければ、将来

的な介護予防にもなり、健康寿命の延長にもつな
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がると思いますので、ぜひ力を入れて取り組んで

いただきたいと思います。 

 それでは次に、地域連携インターンシップ活用

労働力確保事業についてもお聞きいたします。 

 先ほど答弁があった中で、平成28年度は16名の

方が来てくださったというお話がありました。16

名の方が来ていただいたということですけれど

も、募集段階では何名ぐらいの募集があったので

しょうか。 

○田口徹商工労働課長 募集段階におきまして

は、30名を超える応募の希望がありました。 

○永本浩子委員 ただいま30名を超える応募が

あったということで、大変うれしく思いますけれ

ども、この応募者の中から16名に絞ったわけだと

思いますけれども、どんな選考方法がされたので

しょうか。 

○田口徹商工労働課長 これは当然東京農大の世

田谷、厚木のほうの学生を募集したわけですけれ

ども、学内書類選考という形で選考させていただ

いております。 

○永本浩子委員 そうしたきちんとした審査を

通った学生さんが来てくれていることがわかり、

大変うれしく思っております。 

 また、大空町と連携するメリットというのはど

ういったところにあるとお考えでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 大空町との連携のメリッ

トというところですけれども、オホーツク地域は

北海道内第２位の規模を誇る一大生産地となって

いる中で、農業者不足、労働者不足となっている

農家が多いと認識しているところでございます。

このことからも当市だけでの取り組みだけではな

く、圏域を上げた取り組みにすることによりまし

て、より効果を図って上げていきたいというふう

に考えているところでございます。 

 また、財源の確保につきましても、１市でやる

よりも連携してやったほうが効果的かというふう

に考えております。 

○永本浩子委員 よくわかりました。 

 本当にこうした志を持って来てくださる学生さ

ん、新年度は旅費を自分で出してでも来てくれる

ということで、本当にうれしい限りでございま

す。行く行く目指す目的は移住就農につながれば

ということだと思いますので、ぜひそういったこ

とを期待したいと思います。 

 次に、Ｕ・Ｉターン就職推進事業についてです

けれども、昨年度、平成28年度は市としてＰＲに

行かれて、本年度いよいよ市内の企業の方がＰＲ

に行かれるという流れになっているかと思います

けれども、Ｕ・Ｉターンで期待するところはやは

り移住促進につながる事業ということだと思いま

すけれども、このとき一番ネックになるのは都会

との賃金の格差ではないかと思いますけれども、

この点に関してはどのようにお考えでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 平成28年に参加しました

就職フェアでは、当市の職員による網走の魅力の

ＰＲのプレゼンを行ってきたところです。網走に

しかない地域資源、私たちが暮らす風土に魅力を

感じ、働く場として選択いただけるよう、あらゆ

るチャンネルを通じたシティセールスが重要であ

り、今後も積極的にＰＲをしていきたいと。また

賃金はやはり安いという部分もあるけれども、そ

の分物価は安いと、そういうようなＰＲもしてい

きたいというふうに考えています。 

○永本浩子委員 今、課長からも答弁がありまし

たように、賃金が安いけれども、でも物価も安い

ということで、昨年、行政視察に行った鳥取県で

は、このようなファイナンシャルプランナーが人

生収支をシミュレーションということで、鳥取県

で暮らしたらという、こういうパンフレットを作

成しているというお話をいただきました。当初目

的、視察の目的とは違ったことだったのですけれ

ども、ぜひおまけ的なものでということで紹介し

ていただきまして、東京都と鳥取県での生涯の家

庭収支を計算すると、確かに賃金は安いが物価や

住居費も安いため、一生涯の平均貯金額は東京と

ほとんど変わらないということを大変わかりやす

くつくっております。さらに鳥取は子育て王国鳥

取ということで、子育てに対してはかなり力を入

れているところなのですけれども、子育ても安

心、地震も少ない、おいしい食べ物、おいしい

水、美しい自然で生涯を通じて心豊かな日々をと

いうことで、鳥取の魅力をアピールしておりま

す。 

網走も鳥取に劣らず、お水もおいしいですし食

べ物もおいしいですし、大自然も豊かで、そして

また地震が少ないのは鳥取よりも網走のほうが災

害的なものは少ないのではないかと思いますの

で、かなり詳しいシミュレーションになっていま

して、こういった資料が来ていただいた方の手元

に、やはり行くような形をぜひとっていただける
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と、話を聞いてすぐ決めるという方はなかなかい

ないとは思いますけれども、手に持って家に帰っ

て、よくこういった資料を見ながら心を決めてい

ただけるということは十分考えられると思います

ので、網走でもぜひこうした網走暮らしのよさ

を、都会とはまた違うもの、そして人生全体の収

支を考えるとむしろ網走のほうがいいかもしれな

いと思っていただけるようなものを、ぜひ考えて

いただきたいと思いますけども、この点はいかが

でしょうか。 

○田口徹商工労働課長 網走市は観光のまちでも

あり、非常に自然豊かな地域でありますし、また

おいしい街、食も大変おいしいという、ほかの地

域には負けないたくさんの魅力がありますので、

そういうものを活用しながらＰＲしていきたいと

いうふうに考えております。 

○永本浩子委員 ぜひ御検討いただきたいと思い

ます。 

 それでは次に、おさかな普及事業についてお聞

きいたします。これも先ほど川原田委員が聞かれ

た内容がありますので、そこは割愛させていただ

きます。 

 今回、リーフレットを新しくつくり直すという

ことで、今回新たにつくるこのリーフレットで、

何か工夫した点というところはありますでしょう

か。 

○脇本美三水産漁港課長 新年度予算で、内容改

定をするパンフレットの内容等については、予算

執行に向けて、今後またさらに検討を加えていく

ということになりますが、工夫という点では、平

成27年度に作成をしたリーフレット、ごらんに

なった方、知ってる方は少ないのかもしれません

が、実はおさかなリーフレットの表紙にスマート

フォンやタブレットをかざすことによって、一定

のアプリのダウンロードは必要になりますが、そ

れで網走の水産を紹介をする動画が表示できるよ

うに現在なっております。ちょっとＰＲ不足もあ

るのか、なかなか認知されていないのかもしれま

せんが、最近、行った工夫といえばそういうこと

がございます。 

○永本浩子委員 すばらしい工夫だと私は思いま

すので、ぜひこのＱＲコードをＰＲしていただき

たいと思います。東京網走会等でもぜひアピール

していただいて、参加者の皆さんにもフェイス

ブックやブログなど、ＳＮＳを使ってそういった

動画を広めてもらってはどうかと思いますけれど

もいかがでしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 先ほど申し上げました

とおり、ちょっと私どものＰＲ不足もちょっとあ

るのかなというふうに思っておりますので、おさ

かなのリーフレットの表紙には、「かざしてみよ

う、何か映るかもしれない」というようなことが

書いてあるのですが、気づかなければそれまでと

いうことでございますので、そういった工夫をし

ているのだということをやっぱり広く知っていた

だくということは大変大切なことだというふうに

思っています。 

 さまざまなイベントですとかＳＮＳを活用する

など、あるいはお話あったように、これはちょっ

と事業別になりますが、東京網走会の懇親会の場

でお知らせをするですとか、いろいろな方法が考

えられると思いますから、どのようなＰＲがいい

のか、ちょっと研究をしてまいりたいなというふ

うに思います。 

○永本浩子委員 ぜひ研究してＰＲをお願いした

いと思います。 

 それでは次に、水産加工品販売戦略構築事業に

ついてお聞きいたします。 

 この事業の中で東京網走会の事業がかなり入っ

ているかと思いますけれども、東京網走会ではア

ンケートもとっているというふうに聞いたことが

ありますけれども、アンケートはとられているの

でしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 東京網走会の懇親会の

場でのＰＲになるものですから、どうしてもお酒

を飲む席ということもあって、アンケートについ

ては実施しておりません。 

○永本浩子委員 わかりました。アンケートは

とっていないということで確認させていただきま

した。 

 また東京網走会の抽せんとかで多分やるのだと

思うのですけれども、景品に網走市でとれるこの

水産加工品が出されているということで、私も東

京に住んでいたときに、この東京網走会に一緒に

行こうと友達から誘われたときに、すごく景品が

豪華なんだよということで言われたことがありま

した。また、東京に住んでる姉が参加はしなかっ

たのですけれども、姉のところにもはがきで当

たった景品が送られてきてとても喜んでおりまし

た。こうした喜びの声や抽せんで当たった網走の
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水産加工品を、先ほどのパンフと同様に、もっと

積極的にＳＮＳを使って拡散してもらったり、網

走市のホームページにその感想を投稿してもらう

ように当たった方にお願いするということが大事

だと思いますけれども、この点はいかがでしょう

か。 

○脇本美三水産漁港課長 東京網走会の関係です

が、年に一度の総会の会場では、網走の水産物、

あるいは水産加工品の展示ブースを設けて、さら

に懇親会におきましては、お時間をいただいてス

テージ上で、担当職員が網走の水産物、あるいは

加工品についてＰＲをさせていただいておりま

す。また懇親会では抽せん会も行っておりまし

て、前回はイクラ、シジミ、カニのウチコ、ソト

コなどといった７本の景品を網走水産物賞という

ことで、景品として提供してきたところでござい

ます。 

 参加会員へのアンケートや抽せんに当たった方

の感想などを広く広めていくことについては、大

変貴重な御意見であると思っておりますが、総会

会場、懇親会会場におきましては、水産に関しま

しては担当職員１名で対応している現状もありま

して、難しい面もあるのかなというふうに思いま

すが、他の部局の職員も同行しておりますので、

それらとの連携との対応ですとか、先ほどお話し

したとおりお酒の席でもありますので、当日のア

ンケートの集約というのはなかなか難しいのかな

という側面もございます。ならば事後に参加者に

何かすることはできないのかとか、そういったい

ろいろなことが考えられると思いますので、それ

らについては今後検討していきたいと思います。 

○永本浩子委員 ぜひ抽せん会のときにマイクを

通して、当たった方はぜひその感想をそれぞれの

フェイスブック等で拡散していただきたいと一声

かけるだけでも違うかと思いますので、また送る

場合にも一言そういったメッセージが入っている

だけでも違ってくるかと思いますので、ぜひ御努

力をお願いしたいと思います。そしてさまざまな

工夫で網走のおいしい海の幸を全国に広めてまた

販路を拡大していただきたいと思います。 

 次に、水産科学センター管理運営事業について

お聞きいたします。 

 この水産科学センターにはどんな魚や海洋生物

があるのでしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 まず水産科学センター

の位置づけといいますか、開放型試験研究施設と

しての水産科学センターと展示教育施設としての

川と湖の学習館という二つの機能をあわせ持って

おりまして、市民の皆さんが魚に触れるというの

は川と湖の学習館になります。 

どういった水生生物が見られるのかということ

でございますが、タッチプールにはナマコやホタ

テ、カレイ、ヒトデなどを展示しております。こ

れは市民の皆さんや子供たちが手に触れて、水生

生物を感じていただくという施設なります。 

 また水槽展示でございますが、クロゾイ、シマ

ゾイ、カレイ、サケの稚魚、アメマス、ニジマス

といった、そういった魚種が展示をされておりま

す。 

○永本浩子委員 さまざまな海洋生物がいるとい

うか、あるということで、今少しお話も出ました

けれども、じかに触れることができるということ

で、子供たちの教育に生かせる可能性はないのか

と思いますけれども、この点はいかがでしょう

か。 

○脇本美三水産漁港課長 子供たちの教育にどの

ように活用できるのだという御質問だというふう

に思いますが、先ほど申し上げたとおり、研究施

設と教育施設の二つの機能をあわせ持つ水産科学

センターですが、その中で川と湖の学習館では、

小学校の授業の一環として、展示物の見学やタッ

チプールで生きた水生生物に触れるなどの体験、

必要に応じて市の水産技師による講話などが行わ

れてきました。さらに、高齢者の施設の入所者の

方々ですとか、そういった方々も、川と湖の学習

館を訪れていただいております。 

 さらに平成28年度においては、大変試験的では

ありますが、ゴールデンウイークの期間、それか

ら夏休み期間の１週間の間、生き物すくいやホタ

テ貝の工作などの特設コーナーを設けて、予算も

なかったことから広報メモやフェイスブック等

で、できる範囲で周知を図ったところ、このゴー

ルデンウイークと夏休み期間の両期間合わせて、

通常の年ですと、それまで数十名の来館者だった

のですが、758名の来館者がございまして、

ちょっと工夫をしてＰＲするだけでこんなにも来

るのだなというのを実感したところであります。 

 今後、本格的にこういった取り組みを進めてい

くに当たって、いろいろな課題やＰＲ方法を検討

しながら、よりよい取り組みにしてまいりたいな
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というふうに考えてます。 

また例年実施しております、昨年は７月31日に

実施した水産フェスティバルにおいても、子供向

けにタッチプールの体験ですとか、ホタテすく

い、お魚すくいゲームなどなど催しをやりまし

て、子供にもわかりやすいような内容で、ホタテ

やシジミの講座などの取り組みも行っています。 

 北見市留辺蘂の山の水族館を除いては、この管

内に水族館がございませんので、そういう意味で

は私どもも貴重な施設であると認識しております

ので、今後も工夫をしながら取り組んでいきたい

と思います。 

○永本浩子委員 今758名ということで、すごい

なと思いました。本当に昔は網走にも水族館が

あったので、私も家族でよく行っておりました。

今はなくなってしまって寂しい思いですけれど

も、今も水族館で見たオオカミウオやアザラシ

だったか、トドだったか、オットセイだったか、

ちょっと忘れましたけれども、本当に今も心に

残っております。水産科学センターが水族館にか

わる働きとまではいかなくても、この期間限定で

もこういった形で子供たちに開放していただける

と、本当に子供たちがじかに魚と触れ合う場とし

ても生かされていくと思います。そういった中

で、豊かな心を育み、また水産資源に興味を持っ

た子供たちが網走の水産業をリードする存在に成

長してくれるのではないかと思います。また夏休

みの研究課題に使えることもあったり、また親御

さんもお金をかけずに子供とともに、こういった

形で楽しめるということはとてもいいことだと思

いますので、ぜひこれからそういった形の使い方

を検討していただいて、ＰＲにも力を入れていた

だきたいと思います。大いに期待しております。 

 次に、水産科学センター飼育試験施設整備事業

についてお伺いいたします。 

 新規事業となっておりまして、5,435万8,000円

の予算がついておりますけれども、これは飼育試

験施設の建てかえということでよろしかったで

しょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 先ほど小田部委員の質

問にもちょっとお答えをいたしましたが、この水

産科学センターに併設されている飼育試験施設に

つきましては、さまざまの関係機関と連携をしな

がら、さまざまな飼育試験、予備試験などを行う

施設として広く利用されてきてるわけですが、築

約25年を迎えようとしておりまして、特に海水を

利用することもありますことから侵食が非常に著

しいという現状で、建物としては非常に危険な状

態であるという診断を受けているところでござい

ます。そういったことから、平成29年度において

建てかえ更新をしようとするものであります。 

○永本浩子委員 今、建てかえということでお話

がありました。そしてこの飼育試験施設において

は、さまざまな予備試験が行われているというこ

とで、今後、そういった試験等が網走の漁業にど

のように生かされていくとお考えでしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 使われ方ということ

で、予備試験も含めてですけれども、例えば水産

試験場においては、ヒトデのホタテの捕食の状況

を調査するですとか、本格的な試験も中には行わ

れています。そうした予備試験等々含めて、その

後の対応の方針をやっぱり検討をする一つの重要

な予備試験も行われているというふうに認識をし

ています。 

また使われ方としましては、これはあくまでも

副次的な利用ということになりますが、先ほど

ちょっとお話をいたしました水産フェスティバル

において、子供たちがホタテ釣りをするなどのイ

ベントですとか、あるいは他のイベントで扱う水

産物の一時保管などにも、副次的な利用でありま

すが活用することもございます。 

漁業にどのように生かされているのかというお

尋ねでございますが、そういった観点で、栽培漁

業の推進にとって欠かせない施設であると考えて

おりまして、この施設におけるさまざまな飼育試

験や予備試験の成果が、さらに本格的な調査や研

究への基礎となることもありますし、また、資源

管理や栽培漁業の推進のための手法の確立の基礎

になっていくということもあろうかと考えており

ます。そうした積み重ねが、前浜や湖での安定的

な漁業生産につながっているものと考えておりま

す。 

○永本浩子委員 網走の漁業にとってはとても大

切な施設であるということを理解させていただき

ました。 

○井戸達也委員長 ここで、暫時休憩いたしま

す。 

午後２時06分 休憩 

───────────────────────── 

午後２時16分 再開 
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○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開いた

します。 

 永本委員の質疑を続行します。 

永本委員。 

○永本浩子委員 それでは続きまして、中小企業

人材育成補助金についてお伺いいたします。 

 まずこの事業の内容と、これまでの参加人数の

実績等を教えていただきたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 中小企業人材育成事業で

ございますけれども、この事業は市内の中小企業

の経営体質の強化、経営の安定、活性化に寄与す

ることを目的としまして、中小大学校、これ旭川

にありますけれども、中小大学校が主催する研修

会等に参加する事業主及び従業員に対し、その受

講料を助成する制度です。参加実績ですけれど

も、平成26年度は８企業で18名、平成27年度は９

企業で14名、平成28年度は６企業で15名が利用し

ている状況となっております。 

○永本浩子委員 毎年10名を超える方が参加をさ

れているということで、受講料の助成は幾らぐら

いになっているのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 受講料につきましては、

受講料全額について５万円を上限として助成して

いるところでございます。 

○永本浩子委員 １人５万円を上限ということで

よろしかったですね。 

 昨年はこの事業に対しては37万5,000円だった

のが、新年度におきましては53万円に増額されて

おりますけれども、力を入れる理由というのは、

やはり好評だったということでしょうか。それと

も、また違う角度があるのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 この事業は大変好評でご

ざいまして、平成26年度からずっと予算額を超え

ているような状況もございまして、近年の実績に

合った予算を今回計上させていただいた状況と

なっております。 

○永本浩子委員 大変好評ということで、参加者

大変いい感触を持っているのだと思います。また

送り出す側の企業のほうの反応もやはり好評とい

うことでよろしかったでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 毎年のように出てくるよ

うな企業もたくさん、幾つかありますので、企業

からも好評だというふうに見ております。 

○永本浩子委員 場所的にも近くて、中小企業大

学校ということで、多分講座のメニューもいろい

ろな角度であるのかなと思いますので、これから

もまた参加企業、参加人数がふえるように力を入

れていっていただきたいと思います。 

 それでは次に、ものづくり総合支援事業につい

てお伺いいたします。 

 こちらですけれども、平成28年の予算は500万

円でした。また昨年９月の平成27年度の決算では

49万2,730円ということで、かなりの差がありま

して、またそして新年度予算で366万円という流

れになっているのですけれども、これについては

どのようにお考えですか。 

○田口徹商工労働課長 ものづくり総合支援事業

なのですけれども、平成27年度につきましては、

先ほど委員がおっしゃったとおり、低い金額で

あったわけですけれども、今年度平成28年につき

ましては、４件で175万4,000円の実績となってお

りまして、決して予算から見て多い数字ではない

のですけれども、これらの状況から新年度の予算

につきましては、先ほど申されました366万円と

なったところでございます。 

○永本浩子委員 49万円から比べると175万円と

いうことで、３倍以上という形になると思いま

す。多分この27年の決算かなり厳しかったのです

けれども、何かふえるように工夫した点というの

はあるのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 実績は余り伴っておりま

せんので余り大きな声では言えないのですけれど

も、本当にＰＲにつきましては、本当にいろいろ

な機会を使わせていただきましてＰＲはさせてい

ただいております。会議所さんに広報で流してい

ただいたり、ふるさと納税の説明会で説明をさせ

ていただいたりとか、本当にいろいろな機会では

説明させていただいております。また、少しでも

利用しやすい制度にしようということで、制度に

ついても見直しをしたり、それから北海道ＨＡＣ

ＣＰの関係にも使えるようにしたりと、そちらの

ほうでも見直しをかけてきている状況にございま

す。 

○永本浩子委員 なかなか苦戦をしながら、いろ

いろと工夫をされてきたということで、28年度に

関しては175万円までなったということかと思い

ます。 

 そしてまた平成28年の状況は今お聞きしました

けれども、平成29年度新年度は、どれくらいの活

用を見込んでいらっしゃるのでしょうか。 
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○田口徹商工労働課長 予算の内訳になるのです

けれども、特に具体的な案件というのは今の段階

からあるというものではないのですが、事業化ス

タートアップ支援事業として30万円、それから新

製品創出支援事業、これも１件200万の補助です

のでここで200万円、新製品改良サポートとして

30万円。それから、今年度は新しくつくりました

地場特産品付加価値向上として30万円。ものづく

りセミナーとして26万円、それからＨＡＣＣＰ導

入支援として50万円で合計366万円を計上させて

いただいております。 

○永本浩子委員 わかりました。 

 私もいろいろなお店に行って相談を受けるとき

があるのですけれども、意外と、ただ申込書類を

書く段階だけでちょっと尻込みをしているような

ところもありまして、市役所に行って相談をした

ら、ちゃんと聞き取りをしながら申込書も書いて

くれますよっていうふうにアドバイスをすること

もあったのですけれども、意外とそういったとこ

ろで二の足を踏んでいる場合もあるかと思います

ので、あらゆる角度またリサーチしながら、29年

度、さらにまたいい形で活用されるように、もの

づくりに関してはしっかり取り組んでいっていた

だきたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 それでは次に、企業誘致プロモーション事業に

ついてお聞きいたします。 

 昨年、この予算特別委員会のときに、私も質問

させていただきまして、そのときに、予特が終

わったらデータセンターへのプロモーションに

行ってきますというお答えをいただいて、非常に

期待をしておりましたが、その後どうなっている

のか、ぜひお聞かせください。 

○田口徹商工労働課長 企業誘致プロモーション

事業ということで、平成26年から今年度まで、東

京のほうのデータセンター展、データセンターを

誘致することを目的でデータセンター展のところ

に、データセンター展に出展してきたところです

が、３年の事業が経過したということもあります

し、呼人工業団地が、皆様御存じのとおり、ＮＧ

Ｋが２万4,000平米ですか、の土地を購入いただ

いてということもありまして、その土地がなく

なってしまったと。それで、データセンターの場

合は特にＢＣＰ対策として安全な地域に移りたい

ということがありますものですから、どうしても

海沿いは嫌われてしまう。だから私どもも東京に

行ってＰＲするときには、内陸の呼人をＰＲして

きたのですけれども、それがちょっと今示せなく

なってきたものもありまして、そういうこともあ

りましてデータセンター展については、平成29年

度については行かない方向で予算を検討している

ところでございます。 

○永本浩子委員 今のお話で、平成28年の予算が

137万8,000円で、昨年27年の決算でも153万9,412

円だったのに、新年度、平成29年で79万7,000円

に減額になった理由は、そういうことだったかと

理解いたしました。ＮＧＫが来てくれたというこ

とで、うれしい形での誘致が進まなくなったとい

うことだとは思いますけれども、せっかく３年と

いう月日をかけて、このデータセンターと築いて

きた関係をまたもっと別な形で生かしていくとい

う方向性は、何か考えていらっしゃるのでしょう

か。 

○田口徹商工労働課長 データセンター展の、全

く来ることがあったときに断るということではな

くて、そういうことがあれば当然私ども土地を探

してでも対応したいというふうには思っておりま

す。 

 また３年間やってきて、いろいろとつき合いの

できたところとかもありますので、そういったこ

とも対象としまして、サテライトオフィスの誘致

等に今後は少し力を入れていきたいなというふう

に考えているところでございます。 

○永本浩子委員 わかりました。ぜひまたいろい

ろな角度で、企業誘致に関しては力を尽くして

いっていただきたいと思っております。 

 続きまして、鉄道記念館展示客車改修事業につ

いてお伺いいたします。 

 今回クラウドファンディングという手法を取り

入れて募金を集めるということになっております

けれども、幾らくらいの募金を集める予定になっ

ておりますでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 クラウドファンディング

につきましては、目標額を50万円の寄附金をめど

にしたいというふうに考えております。 

○永本浩子委員 一応目標が50万円ということ

で、またこのクラウドファンディングを通して鉄

道記念館のＰＲにもつながると思いますけれど

も、そういったところも多分考えていらっしゃる

と思いますけれども、いかがでしょうか。 
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○田口徹商工労働課長 クラウドファンディング

につきましては、道内でクラウドファンディング

サイトの運営等を実施している事業者に依頼しま

して、インターネット上でＰＲする形をとりたい

というふうに考えております。それで、もちろん

市の広報紙やホームページなどでも周知して、寄

附金を募りたいというふうに思っておりますけれ

ども、そのような形でＰＲしていきたいというふ

うに考えております。 

○永本浩子委員 鉄道ファンの方というのは本当

に、全国からいろいろな、ここまで来ると言われ

るようなところまでも、行きたいとなったら来て

くれる方が多いのではないかと思いますので、ぜ

ひ今回のこのクラウドファンディングを通じて、

全国から網走のこの鉄道記念館に来ていただけれ

ばと私も思っております。そういう流れができて

くると、卯原内の活性化にもつながりますし、ま

た今大変厳しい状況のＪＲの活性化にもつながっ

ていくのではないかと思いますけれども、この点

いかがでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 クラウドファンディング

につきましては、ＰＲというのも大きな目的の一

つでありまして、鉄道ファンだけではなくて地域

住民の方にも知っていただきたいというふうに考

えておりますので、地域住民の方々に知っていた

だいて、そして鉄路というものにも関心を持って

いただけるようなＰＲをしていきたいというふう

に考えております。 

○永本浩子委員 では、全国にも地元にもという

ことでＰＲのほう、周知のほう、どうかよろしく

お願いいたします。 

 続きまして、冬季観光魅力向上事業についてお

伺いいたします。 

 以前、網走湖畔でやっていたあったか網走から

流氷館横での絶景スライダーに変わりまして、好

評と認識していましたが、また新たな冬季観光に

取り組むという内容になっているのでしょうか。

事業の内容を教えていただきたいと思います。 

○伊倉直樹観光課長 冬季観光魅力向上事業の関

係についてでございますが、今お話のありました

ように、ことしと去年と、あったか網走から天都

山に会場を移しまして、流氷絶景スライダーを行

いまして、一定の集客もあったというところでご

ざいます。 

 次年度につきましては、このイベントは観光振

興公社のほうの自主的な自主事業として運営をす

る予定をしております。市のほうとしては、来年

度の事業概要といたしましては、新たなスポット

イベントの実施と包括的な情報発信を図ること

で、冬季観光の魅力向上を図っていきたいという

ふうに考えております。具体的には、スポットの

イベントとしましては、ファットバイクの実証実

験、それから新たな体験メニューとしまして、網

走湖上で行っておりますワカサギ釣りのブラッ

シュアップを図るために、会場内で週末限定のワ

カサギ屋台を開設をするですとか、あとは流氷ま

つりの雪像の製作期間や祭り期間中に雪像づくり

体験など、こうした体験メニューの創出を図って

いきたいというふうに考えております。また、連

携イベントということで、規模の大小はございま

すが、今の流氷館ですとか、オホーツク公園、そ

れから監獄で行っているチュービングや滑り台の

情報発信を包括的に行ったり、あと既存の冬季の

ロングランイベントで行っておりますワカサギ釣

りですとか、あとホーストレッキング、歩くス

キー、スノーシューとか、こういった冬のアイテ

ムを例えば一つのポータルサイトからの包括的な

形で情報発信をして、冬の網走の魅力というのを

ＰＲをしまして、回遊性を向上させるような取り

組みにしていきたいというふうに考えておりま

す。 

済みません。もう一点、外国人向きにつきまし

ても、昨今個人ＦＩＴの外国人観光客が非常に急

増しておりますので、冬季の体験型メニューの受

け入れ体制整備も同様にこの中で図ってまいりた

いというふうに考えております。 

○永本浩子委員 なかなかいろいろなメニューを

考えていらっしゃいまして、ファットバイクとか

何か私もちょっと体験してみたいなとか、ワカサ

ギ釣りだけではなくて、そこに屋台村のようなも

のが一緒にやるという、本当に今あるものをさら

にプラスアルファしながら、そういったものをま

とめて情報発信をして体験型につなげていく取り

組みだと思いますので、ぜひ力を入れてやって

いっていただきたいと思います。 

 またこうしたことも市民の皆様もまた楽しめる

ようなものにつなげていっていただければと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 最後に、天空の里魅力発信活性化事業について

お伺いいたします。 
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 ネーミングについては種々御議論がありました

けれども、私のほうから網走天空の里倶楽部の構

成メンバーはどのような方が入っているのかをお

聞きしたいと思います。 

○伊倉直樹観光課長 天空の里倶楽部の構成メン

バーのお尋ねでございますが、現在19の施設と個

店が参加をしておりまして、分野別の内訳でいき

ますと、観光施設が六つ、飲食施設が七つ、果樹

園が四つ、工房クラフト施設が二つ、そしてオブ

ザーバーとして地域おこし協力隊と観光協会に

入ってもらいまして、オブザーバーを入れて21と

いうことになります。 

○永本浩子委員 天都山エリアに関係する方た

ち、ほとんど網羅して入っていただいているとい

うことだと思います。この方たちでいろいろなア

イデアを練っていただくこと、とても大事なこと

だと思いますし、また別の角度からも、例えば山

梨県の山梨市には山梨市役所女子観光プロモー

ションチームという市役所の女子職員16名で結成

されたプロジェクトチームがあり、ふだんはそれ

ぞれの部署で仕事をしながら、観光に関するいろ

いろな課題が見えてきたときに集まっていろいろ

な協議をしながら、山梨の観光振興に大変活躍し

ているというお話を伺いました。網走も同じ形態

をとる必要はないとは思いますけれども、この天

空の里の魅力発信には、ぜひ女子力を生かした取

り組みをお願いしたいと思いますけれども、この

点はいかがでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 天空の里エリアにつきまし

ては、スイーツ系のお店やそれからクラフトの工

房などの個店もございまして、どちらかといえば

女性に好まれやすいお店が点在しているエリアか

なというふうに思っております。 

 今後モニターツアーなどを実施を予定をしてお

りますので、女性の方だけではなく、女性の方も

含め若い人、男女余り問わないのですけれども、

天都山エリアの魅力を発信してもらいたいと考え

ておりますので、女性の目線というのは非常に大

事だというふうに思っておりますので、ぜひそう

いうお力のほうは借りて、御協力いただきたいと

いうふうに考えております。 

○永本浩子委員 ぜひそういった取り組みをお願

いしたいと思います。 

 また、私も先ほどの金兵委員と同様に、観光客

だけでなく、地元の市民も楽しめるものにしては

どうかというふうに思っております。私が勤めて

いる薬局の事務のスタッフが、健康のためにと友

人と２人で歩いて天都山をめぐって、今言われて

ましたような小さな雑貨店を見つけたりとか、ロ

グハウス風のカフェでお茶を飲んだりとかして、

とても楽しかったという話をしておりました。ふ

だん網走の市民の方は車に乗ることが多くて、運

動不足になりがちであるかと思います。私も含め

てですけれども、そういった市民にとってはうっ

てつけの散歩コース、ウオーキングのコースにも

なる可能性があるかと思います。流氷館まで来て

車を置いて、そこから天都山エリアを１周する

コースが幾つかあるような、今回このコースで

行ってみようとか、お店をちょっと見つけに行っ

てみようとか、そんな形で持っていくということ

も大切ではないかと思いますけれども、いかがで

しょうか。 

○伊倉直樹観光課長 今年度からのエリアマップ

というのを印刷して配付しております。どちらか

というと、観光施設ですとか、交通機関ですと

か、比較的その観光客の方に目にとまるところに

配付してきたのかなというふうにも思っておりま

す。ですからその辺についても、今後市民の方に

なるべく手に触れるようなところの配布というの

も今後工夫をしていきたいというふうに考えてお

ります。また来年度は、エリアマップの中にもＳ

ＮＳの機能も何とか盛り込めないかということで

計画もしておりますので、観光客の方だけではな

くて、市民の方にもマップを片手に天空の里、天

都山エリア地区を散策をしていただけるような工

夫をしていきたいというふうに考えております。 

○永本浩子委員 ぜひそういった工夫お願いした

いと思います。 

 また、先ほどからＳＮＳということで出てます

けれども、本当にこのフェイスブックを使って発

信するということが、これからすごく効果的だと

思います。ただこのフェイスブックを使って発信

するときに、一番いいのがやっぱり思わず写真を

撮りたくなるような、そういう場所があるという

か。やっぱり写真がないとアップしづらいという

のがありまして、なので、これからさまざま検討

されてくるとは思いますけれども、天空の里をイ

メージさせるような看板の設置とか、また天都山

からのこの絶景というか、私も行ったときに夕陽

が余りにもきれいで、途中で車を思わずとめて写



 

－ 154 － 

真を撮ってフェイスブックに上げるということ、

結構やりましたけれども、その思わず写真を撮り

たくなるような絶景ポイント、撮影スポット等も

研究しながら、そういった場所の情報提供なども

しながら、さまざま工夫して、魅力を広げていっ

ていただきたいと思いますので、この点もいかが

でしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 今月末に天空の里倶楽部の

ワークショップ、会合ございますので、こういっ

たいろいろな、きょういろいろと御意見もいただ

きましたので、そこの協議会、倶楽部の中でそう

いった意見を皆さんにお伝えをしまして、今後い

い方向に役立てていけるようにやっていきたいと

思っております。 

○永本浩子委員 ぜひいろいろな方の意見を取り

入れながら、この天空の里魅力発信活性化事業、

成功させていっていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 以上で、私の質問を終わらせていただきます。 

○井戸達也委員長 次、松浦委員。 

○松浦敏司委員 質問、何点か質問します。 

 まず勤労者共済会推進補助金についてでありま

す。 

 まずこの制度の目的について、初めに伺いたい

と思います。 

○田口徹商工労働課長 勤労者共済会ということ

でございますけれども、市内の事業所で働く従業

員と事業主を対象としました福利厚生の増進を図

り、企業の振興発展に寄与することを目的として

つくられている共済会でございます。 

○松浦敏司委員 中小企業者、あるいは小規模の

業者というのは、３人、４人でやっていて、家族

的な経営をしているわけで、当然福利厚生という

点ではそこまで経営的にも回らないというような

ことで、この掛金も100円で済むということで、

非常に喜ばれているんだというふうに思うのです

が、この種の制度というのは網走以外で近辺では

どこかあるのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 毎年その共済会の集まり

の全道会議もありますし、北見とかにもあるとい

うふうに認識しております。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

 それで、次に伺いたいのは、勤労者共済会の加

入状況、1,000名を目指して、それぞれ頑張って

いるのだけれども、最近の状況、ここの最近の推

移について伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 委員のほうからも２年前

に御確認いただいて、そのときに確かに1,000人

を目指すということでお話しさせていただいたの

ですが、その後頑張っていたのですけれども少し

落ちてきておりまして、本年に入りましてから

ちょっと大手が１件事情があってやめたというこ

とがあって、平成25年からいきますと会員数は

835人、これが平成25年835人で、その後いろいろ

1,000人を目指すということ頑張って900人台が続

いていたのですが、昨年４月で882人、ちょっと

今年に入って大手がちょっと１件やめたりしたも

ので、826という状況にちょっと落ちている状況

でございます。 

○松浦敏司委員 残念ですが、やめていったとこ

ろはどうにもならないので、新たにまたふやして

いくことが必要なのだろうというふうに思いま

す。やはり一定の規模がないと、この制度そのも

のを維持していくのに相当困難になるのだろうと

いうふうに思いますし、中小零細業者にとっては

大変ありがたい制度だというふうに思いますの

で、その辺で今後奮闘をしていただきたいという

ふうに思います。 

 それで、この共済会の制度というのは、いろい

ろな祝い金だとか、あるいは加入者に対してはい

ろいろな施設の割引だとかということもあって、

喜ばれているというふうに思うのですが、この辺

押さえていればなのですが、そういったものを利

用の状況というのは、わかれば教えていただきた

いのですが。 

○田口徹商工労働課長 本日はちょっとその内訳

のほうについては持ってきておりませんので、

ちょっとお示しすることができない状況です。 

 資料は席にありますので、後でお持ちいたしま

す。済みません、あとで答えさせていただきま

す。 

○松浦敏司委員 はい、よろしくお願いします。 

 次に、中小企業融資制度について伺いたいと思

います。 

 今回3,000万円ほど予算増額になっているかと

思います。それでこの融資制度の利用状況と推移

について伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 中小企業融資制度の実績

の推移ですけれども、今年１月の平成28年１月末

で、一般資金の運転資金が116件、貸付実績が８
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億2,053万円。それから平成27年３月末の一般資

金では116件、貸付金額は７億8,928万円という形

で、一般資金については余り変動はない。それか

ら、設備資金につきましても、平成27年の３月で

１０件で5,690万円、平成28年今年の１月で昨年

より１件少ないのですけれども、９件で4,915万

円という形になっておりまして、大体昨年と同額

程度の推移となっております。 

○松浦敏司委員 大体横ばいといいますかね、た

だ本来的にはもっとお金が動くというのが、私は

望ましいのだろうというふうに思います。 

特にこの設備資金でいいますと、中小企業の勢

いといいますか、そういうのがあらわれるのだと

思うのですね。やっぱりある程度景気が、あるい

は中小業者の会社の運営が好転、上に向かってい

るというようなときには、設備投資に力をどうし

ても入れたくなるのですよ。ところが、ここ数年

はそれはなかなか行かない。まさにアベノミクス

では、安倍首相は景気が上向いてるのだというふ

うに言ってるのだけれども、これは全く地方では

そのことは一切関係なく、逆に景気が悪くなって

いて設備投資になかなか行かない、目が向かない

というふうな状況があるのではないかというふう

に思うのですが、その点で原課としてはどんなふ

うにお考えでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 確かにそういう委員の御

指摘のことも可能性はあるかと思うのですけれど

も、市の制度融資だけの動きではなかなかそこま

では判断しにくいのかなというふうに思います。 

○松浦敏司委員 それもそのとおりだと思いま

す。ただ、ほかの金融機関でもそう動きはないと

いいますか、マイナス金利にしてもなかなか飛び

つかないというのは、そういうことだろうという

ふうに思うのです。一般資金は逆に、これは、こ

れもだけれどもなかなか審査が厳しくて、過去３

年間の確定申告したその写しを出して、そしてそ

の状況を見て、そして金融機関が、ああ、これな

ら貸せるとか、これなら貸せませんよというよう

なことも判断されるということで、意外とこれ厳

しいのですね。設備資金も当然そうなのですけれ

ども、そういう意味で、今この間金利も相当頑

張って、課長も頑張って金融機関と交渉して、相

当下げられて１％台というふうになってますか

ら、それは大いに評価をしたいところですが、な

かなかそういう意味では横ばいの状況で、どんど

ん中小業者の勢いが出るような状況に残念ながら

なっていないというふうに思います。 

 次に、起業化等資金というのがあって、これは

平成24年度以降、新規がありません。これは、こ

れについて、どんなような要因が考えられるので

しょうか。 

○田口徹商工労働課長 起業化資金でございます

けれども、この制度につきましては、融資対象者

を、産学官の共同研究成果を応用した事業ですと

か、情報関連事業ですとか、環境関連事業ですと

か、福祉関連事業とか、特定のものに絞っている

部分がありますし、さらにこの事業につきまして

は、貸しつけた金額の返済が滞ったときには市の

債務負担が３分の２発生するという、そういう制

度でもございますので、なかなか使いにくいとい

いますか、市の政策として使う部分もあったりす

るものですから、なかなか出てないという状況に

あるのかなというような。 

そうですね。この制度に似たものでは、国の日

本政策金融公庫等も使っていただいておりますの

で、そういうような状況かというふうに思いま

す。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

あと、経営安定資金というのがあって、これは

３件ほどあって1,835万9,000円。これはこの資金

の、どういう資金でどういう人たちが主に借りる

資金なのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 経営安定資金でございま

すけれども、これは再生手続開始等の理由により

債権の回収が困難なために事業の運営に支障を来

しているものですとか、最近３カ月の売上高が前

年度月比５％以上減少しているとか、経営的に非

常に厳しい状況になった状況のときに対象として

いる資金でございます。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

それで、一つにはこの中小企業融資制度そのも

のがどれほど市民的に認知されているのかという

点で、とりわけ中小業者の皆さんが借りるわけで

すから、この点で現在どんな方法でＰＲ、周知と

いうのがなされているのか、伺いたいと思いま

す。 

○田口徹商工労働課長 毎年今時分にこの融資制

度の金利等、市と銀行で調整して決定しておりま

す。そして、パンフレットというか、制度状況の

パンフレットをつくりまして、各銀行に配布する
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と。各銀行がその市の制度融資を紹介していくと

いう形で使っていただいております。 

○松浦敏司委員 はい、わかりました。 

 次に、信用補完制度というのがあるのですが、

この制度は、簡単に言えばどういった制度なの

か、伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 信用保証協会のことかと

思いますけれども、一般的に銀行からお金を借り

るときには担保とかがついたりするわけですけれ

ども、それを協会が立てかえるというか、お金を

かけて保証していただくという、そういう協会が

ございまして、市の制度融資は一般の資金とかは

この保証制度を使うことが可能となっておりま

す。 

○松浦敏司委員 はい、そういうことなのです

ね。いわゆる信用保証協会が、金融機関から借り

入れするのになかなか保証人がいないというよう

なことが多いものですから、そういうことでこう

いう信用保証協会がかわりに保証人になるという

ことであります。 

それで、この信用保証協会の保証をとる上で、

今回の中小企業融資制度の利用した場合、市とし

てどんな支援をしてるのか伺います。 

○田口徹商工労働課長 市のほうでは、この保証

協会に保証していただいた保証料につきまして、

補給する制度を持っておりまして、一般資金等に

つきましては、毎年、年ですけれども、１月から

12月までの間で払った分にかかわる保証料を補給

しているという事業をやっております。 

○松浦敏司委員 そういう意味では、非常にあり

がたいことだというふうに思うのですが、この信

用保証協会が、結果として資金を借りた業者が資

金繰りがうまくいかなくなって滞ったというよう

なときに、この信用保証協会が本人にかわって代

弁済をするということがあるのですが、そういっ

た事例というのは、この間出ているのでしょう

か。 

○田口徹商工労働課長 最近はそういうようなお

話は聞いていない状況です。 

○松浦敏司委員 過去には多分例はあると思うの

ですが、最近ないということはそれはそれで大い

に結構なことだと思います。そうなると、こう

いった事例が出るとまた、いろいろと問題も出て

くるといいますか、結構この信用保証協会という

のも厳しいところもあるものですから、ないとい

うことはそれは理解いたしました。 

 次に、中小企業相談所補助金、これは640万円

ほどありますが、多分これは商工会議所等が取り

扱いをやっているのではないかというふうに思う

のですが、相談件数と推移はどんなふうになって

いるか伺います。 

○田口徹商工労働課長 商工会議所の相談の件数

ですけれども、これは窓口に来る件数とそれから

所員が外へ出て相談するのも合わせますが、平成

25年が2,366件、それから平成26年が2,343件、平

成27年が急激に少し下がって1,506件という形に

なっておりまして、これは平成27年に商工会議所

が経営発達支援計画の計画が認定されたというこ

とで、小規模企業に特化した相談をするというこ

とで取り組みを少し変えたので、平成27年から少

なくなっているという経過が、経緯にあると聞い

ております。 

○松浦敏司委員 それで、内容変えたから減った

と、ざっくり言えば500件ほど、失礼、800件ほど

減ったと。相当大きな減り方だというふうに思う

のですが、相談ごとの主な内容というのはどうい

うものなのか、もしわかれば伺いたいと思いま

す。 

○田口徹商工労働課長 経営一般が多いというふ

うには聞いておりますけれども、そのほかに税金

の関係の相談とかもかなりあるというふうには聞

いております。 

○松浦敏司委員 そういう中で、640万円補助金

として出しているという点で、これは相談件数が

相当800件も減ってるのであれば、当然若干この

辺での見積もりを考え直してもいい部分もあるの

ではないかというふうに思うのですが、その辺で

はどんなお考えでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 相談件数は確かに減って

いるわけですけれども、それで全体の業務が落ち

たかといったらそういうわけではなくて、計画を

つくって新たな取り組みも当然やっておりますの

で、会議所とも相談させていただきまして、この

金額で推移している状況にございます。 

○松浦敏司委員 はい、わかりました。 

 いずれにしても、中小企業にとっては大事な相

談相手、相談場所でありますので、ぜひ力にこれ

からもなってほしいというふうに思います。 

○井戸達也委員長 松浦委員の質疑の途中です

が、ここで暫時休憩をいたします。 
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午後３時04分 休憩 

───────────────────────── 

午後３時14分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開いた

します。 

 商工労働課長。 

○田口徹商工労働課長 済みません。先ほど勤労

者共済会の給付状況について、後で説明させてほ

しいということで、この場で時間をいただきたい

と思います。 

平成27年度の保険金給付状況ですけれども、年

間で180件、給付金額は187万5,000円となってお

ります。主な給付状況としましては、永年勤続祝

い金、これは10年、20年、30年とあるのですけれ

ども、51件で金額は39万5,000円。そのほかには

小学校それから高校の入学祝い金、これが41件で

41万円というような状況になっております。 

 それから、契約施設利用料の助成の関係でござ

いますけれども、これは市内の温泉、おふろ、温

泉ホテルとか、それからスキー場とかいろいろあ

りますけれども、平成27年度の実績では689件ほ

どの利用券が使われているというような状況に

なっております。 

以上です。 

○松浦敏司委員 非常に活用されているというこ

とで、安心したところです。 

次に、ジャガイモシロシストセンチュウについ

て、前段何人かの委員から質問がありましたの

で、事業の概要については聞きません。 

先月２月でしたか、新聞報道で、昨年秋に調査

した2,582ヘクタールについて、今月の上旬にも

結果が出るというふうな報道も出ていたのです

が、この辺は結果が出たのでしょうか、伺いま

す。 

○川合正人農政課長 ジャガイモシロシストセン

チュウの発生圃場の状況結果でございますが、現

在、３月２日現在で156圃場、656ヘクタールの畑

で発生が確認されております。まだ検体のほうも

残っているということでございますので、若干の

変動はあるかもしれませんが、今現在は656ヘク

タールということでなっております。 

○松浦敏司委員 はい、わかりました。 

 それで、去年８月に私も農水省の幹部の人たち

やＪＡの人たち、あるいは農家の人たちが北浜の

研修場で集まって、そこにも行っていたのです

が、それを私も説明を受けていて、なるほど農水

省もなかなか素早い対応をしているのだなという

ふうに思って、特に加工用の生食のジャガイモ、

この点で斜里の社長さんも非常に心配して、その

ことを質問して、それについては、それはオー

ケーですというふうな話もしていたと。そういう

ものだというふうに私も思っていたのですが、た

だ農家の方に伺うと、いや、当時と大分感じが違

うのだというお話も伺っているところですが、こ

の辺どういうことになっているのか、まず伺いた

いと思います。 

○川合正人農政課長 ジャガイモの食用のイモの

ことだと思いますが、食用のイモにつきまして

は、生食用、なま食用のイモにつきましては、29

年度からは栽培のほうが禁止されているというこ

とになっております。28年につきましては、その

分を買い上げるということで、市もその買い上げ

の業務に携わっているところであります。生食

用、なま食用として、緊急防除前に斜里の業者に

出荷している農家もあったというふうに聞いてお

りまして、こちらのほうは農林水産省のほうで

も、加工用として出荷してオーケーですというこ

とで承認をいただいたということで、28年度につ

きましては、生食用と加工用の差額分について今

後支払いの手続を、市が手続をしていくというこ

とにしております。しかしながら、29年度からは

生食用のイモが作付できないということになって

おりまして、こちらの、きのうなのですが、農林

水産省とこの生産者のほうで協議をしているとこ

ろでもございます。しかしながら、農林水産省の

ほうでも29年度以降は作付は禁止ということで言

われておりますので、その買い上げのほうできな

いという回答をいただいておりますが、生産者の

方もそこでちょっと納得ができてないということ

で、また持ち帰って再度協議をするということで

聞いております。市としても、この生食用イモを

生産している方々の29年度からのことについて

は、ある程度こういうことになるということも予

想をしているというか、わかっていたこともあり

ますので、いろいろなところでは、29年度以降の

対策については何とかしてほしいということで、

国、道にはいろいろな場面ではお願いをしていた

という経過にございます。 

○松浦敏司委員 実は、私も昨年の８月の説明を

受けて、こういう資料を見せられて、どきっとし
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ていたのですが、ただ、例えば北浜の農家の方に

言わせれば、確かに北浜の一部で、藻琴に近いと

ころのほんの一部のところで出たのは確かです。

それも北浜の住民が耕作しているのでなくて、他

の地域のシロシストセンチュウの出ているところ

の人が耕作を、シロシストセンチュウが出ている

地域の人が耕作しているところで発見されたの

で、それで北浜全域が全部移動停止といいます

か、ジャガイモそのものをつくるのを禁止という

ことになってしまうということで、ここが非常に

問題でして、例えばシロシストセンチュウが出た

圃場と近辺については制限を加えますよというの

だったらまだ理解できるのだけれども、その地域

全体、字全体を指定にしてしまうという、ここで

とりわけ問題が起きるわけで、とりわけ澱原は何

とかなるのですけれども、生食いわゆる加工用、

あるいはなま食用のイモをつくってる農家にする

と、ではその間、澱原用のジャガイモつくればい

いんじゃないかという、そんな簡単なものではな

いというふうに私も聞いているのですが、その辺

原課としてどんなふうにお考えですか。 

○川合正人農政課長 生食用のバレイショをつ

くっているところが澱原用のバレイショをつくる

ということで、切りかえるのではないかというこ

とでお話もしているのですが、生産者の方の話を

聞きますと、やはり種がまず違うということと、

澱原用バレイショを作付することによって土壌の

病気、そうか病などの病気も出てくるいうことが

あります。この会議をした後に、その後生食用の

イモを植えるということになってもそうか病なり

が出てくることで、やはりその制限があっても今

の生食用のイモを植えたいというお話は聞いてお

ります。そういうこともありまして、先ほども申

し上げましたように、国、道にはお話、お願いを

しているところであったのですが、この大字地区

での単位というのは、農水省の緊急防除の中で決

定をされておりまして、農水省の中でもいろいろ

議論をされたというふうにも聞いております。網

走全体を緊急防除の対象地区にするのか、それと

は別に南部、西部地区にするのかということもあ

りますし、あとは圃場単位にするのかということ

も話はあったというふうには聞いております。た

だ圃場単位にするということなると、いろいろな

場面、いろいろなところで点在をするということ

なので、やはり大字地区が妥当ではないかという

ことで指定を受けたというふうに聞いておりま

す。ただ、この緊急防除３年ということでありま

すので、この３年のうちに土壌消毒なりで、対抗

作物の栽培で、早期に根絶をしていきたいという

ふうには考えております。 

○松浦敏司委員 それもわかりました。 

 ぜひ国等にしっかり働きかけて、何らかの改善

が図れるようにしてほしいというふうに思いま

す。 

 それで、この地域の畑作というのは３品でやり

くりしているわけで、ビートとジャガイモと麦

と、小麦ということになっていて、これを３年な

いし４年で回転させて、そして病気が発生しない

ようにというようなことで、圃場の地質を守ると

いいますか、そういうことをやっているのだとい

うふうに思うのです。このことによって、少なく

とも平成31年までは、発生したところからはジャ

ガイモ生産できないということですから、ここを

どうするかという問題が非常に頭を悩ますと。こ

の輪作体系が狂ってしまうわけで、この点で何か

国や道のほうでその対応策というのは、何か示さ

れているのでしょうか。 

○川合正人農政課長 この発生圃場656ヘクター

ルについてですが、ここではイモ、バレイショが

植えれないということになっております。その間

は緊急防除ということで土壌の消毒、対抗植物の

栽培ということで、畑を休ませるといいますか、

そこでは栽培できないという、それ以外につきま

しては、麦類とビートを作付していくということ

になっておりますので、この圃場656ヘクタール

の中でも土壌消毒を終わった後には麦を植える。

またその後には土壌消毒をまたして、てん菜を植

えるということでしていく予定でございますの

で、その辺についてはまだ大丈夫なのかなと。た

だ、もう所有している圃場がシロシストセンチュ

ウの発生圃場が多いという方も中にはいらっしゃ

るということも聞いておりますので、そういう方

については、イモの栽培はやめてマメ類のほうに

も転換をしていくという話も聞いているところで

あります。今後、イモ連作、輪作体系の中でイモ

が今３年間はなかなか作付できないということ

で、この減少をしていくというところであります

ので、その分ほかの作物、マメですとか麦類、て

ん菜等には転換していくのかなというふうに思っ

ております。 



 

－ 159 － 

ただ、生産者の方も緊急防止が終わった後に

は、またバレイショを作付したいという意向があ

りますので、まずはこの根絶のほうを進めていき

たいというふうに思っております。 

○松浦敏司委員 いずれにしても、農家の人に

とっては、長年畑作３品を中心にして耕作をして

いるという点で、そのうちの重要なジャガイモが

つくれないというのは非常に大変なことだという

ことで、そういう意味では、国も相当一生懸命

やってるのだと思うのですが、やはり農家の皆さ

んが安心して営農ができるような、そういう安心

感というのを与えなければならないと、そういう

点では、市もぜひ寄り添って取り組んでいってほ

しいというふうに、これは要望しておきたいと思

います。 

 次に、移ります。 

 市営美岬牧場の管理運営についてであります。 

 予算445万円あります。まず最初に、利用状況

と推移について伺います。 

○川合正人農政課長 網走市営美岬牧場の利用状

況の推移ということでございますが、平成28年に

おきましては、頭数でいきますと99頭の入牧がご

ざいまして、延べにしますと１万2,848頭の利用

があるということになっております。27年につき

ましては123頭の入牧がございまして、延べにし

ますと１万5,960頭、26年につきましては117頭の

入牧がございまして、延べにしますと１万4,426

頭ということで、28年は１万2,848頭ということ

ですから、かなりちょっと下がってきている状況

にはございます。 

○松浦敏司委員 酪農家も全道的にいえば減って

きているということですが、網走はそれほど減っ

ていないというようなお話も聞いたところであり

ますけれども、ではこの利用料というのはどんな

ふうになっているのか伺います。 

○川合正人農政課長 美岬牧場の利用料金につい

てでございますが、乳用牛につきましては成牛が

200円、育成牛が160円、これは一日当たりになり

ます。肉用牛につきましては、成牛が180円、育

成牛が160円となっておりまして、馬につきまし

ては、親子で入牧しますと280円、成馬でいきま

すと200円、２歳馬になると160円という料金体系

になってございます。 

○松浦敏司委員 こういう状況、こういう料金と

いうことで、ここにぜひ預けて大きくしたいとい

うことで、毎年この時期になるとテレビで放映さ

れるように、やはりそれだけ関心も高いし魅力の

あることなのだろうと思うのですが、残念ながら

平成27、８年度は大きく減っているということ

で、こういう状況だと今後どういうふうになって

いくのかと非常に私も不安になるところですけれ

ども、28年度が極端に30数頭減っている、牛でい

えば、その辺、減少した要因とかというのはわか

るのでしょうか。 

○川合正人農政課長 減少した要因ということに

ついてでございますが、こちらの利用戸数につき

ましても、昨年は８戸だったものが今年度は28年

度で７戸になったということもございまして、や

はりその分頭数が減ってきているのかなというふ

うには思っております。指定管理者のほうでもい

ろいろなところに声をかけながら、頭数の増と入

牧の増等をしていきたいということで努力をして

たのですが、28年度はやはりちょっと若干減って

きたということになっております。 

○松浦敏司委員 そういう意味では、美岬牧場に

預ける人を、そういう農家さんをふやさないとふ

えないということだというふうに思うのです。と

はいえ、酪農家がふえているわけではないので、

一定の考えがあってそういう牧場に預けるという

ことでありますから、簡単にふやすというのもな

かなか難しいと。そうなると、では今後どうなっ

ていくのだと。とりあえず平成29年度については

頑張ってやると、では、翌年、その次の年はどう

なるのだというふうになると、余りいい考えが出

てこないような感じもするのですが、今後の見通

しがもしわかれば、お話いただきたいと思いま

す。 

○川合正人農政課長 今後の見通しというところ

でございますが、やはり入牧の頭数が減少してい

るということで、利用料金がそれに伴って減少し

ているということになっております。こうしたこ

とから、今後については利用者のニーズに沿った

預託体制の構築をしていきたいというふうには考

えておりまして、こちらのほうは今利用者の方と

指定管理の方と一緒に話し合いを今持っている最

中でもございます。また、それにあわせて利用料

金のほうも今後改正を視野に入れながら、利用者

と指定管理者含めて、美岬牧場のあり方について

は協議をしていきたいというふうに考えておりま

す。 
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○松浦敏司委員 歴史のある、私は歴史のある牧

場だというふうに認識しているのです。ぜひこれ

は簡単になくすような方向ではなくて、極力長く

運営していけるように、これは取り組んでほしい

と要望したいと思います。 

次に、市有林整備事業についてであります。 

 当市は、市有林が非常に少ない行政だというふ

うに私は認識しているのですが、市有林の面積は

どれぐらいあるのでしょうか。 

○川合正人農政課長 網走市の市有林の面積とい

うことでございますが、網走市が所有する市有林

につきましては約520ヘクタールございまして、

そのうちの人工林につきましては350ヘクタール

となっております。 

○松浦敏司委員 相当少ないわけですが、今、こ

としの予算を見ますと848万円というふうになっ

ていますが、この予算の内訳というのはどういう

内訳なのでしょうか。 

○川合正人農政課長 市有林の整備事業につきま

しては、主に四つの作業で構成されておりまし

て、木の成長に伴って混み過ぎた木を伐採する間

伐、また間伐後に伐期に達した木を伐採する主

伐、主伐を行った後に苗木を植える人工造林、ま

た人工造林の後に苗木の成長を促進するために草

刈りを行う下刈りなど、計画的に行っていくとい

うことになっております。 

 平成29年度の事業の予定量につきましては、間

伐が能取地区で463万1,000円、造林につきまして

は呼人地区で230万円、下刈りにつきましては越

歳、能取、呼人で60万円、主伐につきましては呼

人で74万円、下草刈りにつきましては天都山で14

万円ということで予定をしております。 

○松浦敏司委員 いわゆる伐採した木材というの

は、これは収入になるのだというふうに思うので

すね。あとは、間伐してもそれも収入につながる

のだというふうに思います。ただ、造林、いわゆ

る植林をするとか下草とか、そういったものはお

金がかかるということなのだと思うのですが、そ

の辺の何というのですか、お金の出し入れといい

ますか、出ていくものと入ってくるものというの

があって、その結果848万円なのか。その辺、わ

かるように説明いただきたいと思います。 

○川合正人農政課長 こちら伐採をした後に収入

もございます。また伐採をすることによって造林

もしていくわけですが、こちらの道の補助金も

入ってくるわけでございまして、事業費につきま

しては848万6,000円となっておりまして、そのう

ちの道の補助金が436万2,000円ということ。ま

た、財産を売り払う、木を売り払うことになりま

すので、その予算が270万円ということと、あと

は一般財源が142万4,000円ということで、今年度

の予算は計上しているところでございます。 

○松浦敏司委員 はい、わかりました。 

 林業というのは気の長い事業ですよね。自分た

ちの世代でなくて次の世代のために、林業、木を

植えて40年後、50年後にこれがまた伐採し更新し

ていくということで、そういう意味ではどの国や

どこの自治体でも力を入れていて、しかし網走は

珍しく面積が少ない、市有林を持っていないと、

非常に少ないということでありまして、そういう

特徴を持っています。ただ、とはいえ、自然に恵

まれているというふうにもなっているわけです

が、この次世代の40年後、50年後に向けて、やは

りしっかりと引き継がれていくようなことをして

いかなければならないという点では、非常に重要

な事業だというふうに思いますので、今後ともぜ

ひしっかりと取り組んでいってほしいというふう

に、これは要望したいと思います。 

 次に、農業担い手育成事業についてでありま

す。 

 この中で、後継者育成研修ということで32万円

計上されていますが、これはどのような目的でど

のような研修をしているのか伺います。 

○川合正人農政課長 農業後継者育成研修事業の

目的についてでございますが、この事業につきま

しては農業後継者、また農家女性を対象にしまし

て、農業経営に必要な知識、技術の習得のために

先進地等において研修をして、その成果を地域農

業に普及させるということを目的として実施をし

ておりまして、平成28年度におきましては、ＪＡ

オホーツク網走の青年部、またもう一つの団体と

しましては、女性グループのネットワーク”つく

しんぼ”という団体がございまして、この２団体

に支援をしているところでございまして、ＪＡ青

年部につきましては、千葉県の農事組合法人に視

察研修を行っております。また女性グループの”

つくしんぼ”につきましては、全道農業女性研修

会に出席をしているということになっておりま

す。 

○松浦敏司委員 わかりました。 



 

－ 161 － 

いずれにしても担い手ですから、若い人たちを

中心だというふうに思うのです。 

もう一つ、担い手実践研修ということで350万

円ありますが、これはどんな人たちがどんな研修

を受けているのでしょうか。 

○川合正人農政課長 農業担い手実践研修支援事

業についてでございますけれども、こちらのほう

のまず事業の目的でありますが、すぐれた農業経

営や地域リーダーの育成を図るためにＪＡが実施

しております農業後継者、新規参入者を対象に行

うＪＡオホーツク網走農業担い手実践研修事業

に、網走市として支援をしているものでございま

す。 

 事業の内容、ＪＡの実績等についてでございま

すが、こちらのほう３年間の研修をするというこ

とになっておりまして、農業を始めたばかりの若

手が研修することになっております。内容につき

ましては、農業大学校で実施をする農業経営育成

研修への参加、農業簿記の研修、税務関係の研

修、コンバインの研修また土壌分析の実習もして

おります。さらには圃場作業の実務研修や農業土

木機械の運転技能の研修、さらに溶接技能の研

修、またいろいろな農地法なりの法律関係の座学

も実施しておりまして、平成28年は研修生が21名

の研修をしているところでございます。 

○松浦敏司委員 はい、わかりました。 

 平成28年21名ということですが、新年度におい

ては何名を予定しているのでしょうか。 

○川合正人農政課長 平成29年度におきまして

は、１年生は２年生、２年生は３年生に上がると

いうことで、１年生が今度ふえるということで、

29年度におきましては27名を予定しているところ

でございます。 

○松浦敏司委員 これも網走の農業をしっかり

担っていく大事な事業だというふうに思います。

はい、わかりました。 

 それで、どこも高齢者がいてなかなか担い手が

いないというのも悩みのところなのですが、農業

においてもなかなか後継者のパートナーというの

が不足というのがもう長年叫ばれているのです

が、なかなか後継者がパートナーが見つからない

ということで、今なお独身で農業をやっていると

いう人がいるわけですが、今現在どのくらいパー

トナーのいない単身の農業者というのはいるの

か、わかれば伺いたいと思います。 

○川合正人農政課長 農業経営をしている後継

者、配偶者のいない方の把握ということでござい

ますが、市のほうでは今現在数字のほうは把握は

しておりません。ただ農協のほうでは、その辺は

把握をしているというふうには思っておりますの

で、農協のほうとは今後話をしながら、その数に

ついては詰めていきたいというふうには思ってお

ります。 

○松浦敏司委員 農協も毎年きっかけをつくると

いうことで、ＪＡ関係でいえば厚生病院の看護師

さんたちとか、そういう人たち当方出会いの場を

つくるとかというふうにも、取り組んだりも最近

しているようであります。私たちが若いころは青

年団活動というのがものすごい活発で、そういう

農家の人たちも町中に来て交流の場がたくさん

あって、そういう中でいろいろと知り合うことが

できて結婚に至るというようなことが結構あった

わけですが、最近の若い人たちなかなかそういう

積極的に街に出てきて交流するというのが苦手な

のか、閉じこもりぎみなのかちょっとわからない

のですけれども、なかなかそういうことができな

いと。だからそういう意味では、積極的にそうい

う場をつくらないと、なかなか難しいのかなとい

うふうに思って、これは引き続き努力していかな

ければ網走の農業がもたないということになって

いきますので、これは大いに努力していかなけれ

ばならない問題だというふうに思います。 

最後に、大曲湖畔園地について、これは川原田

委員も質問しておりますので、若干、私はそれで

ない部分についてですが、確かに川原田委員言わ

れたように、非常に自然に恵まれてすばらしいと

ころだというのは私も同感です。同時に、すばら

しい自然に恵まれたところなのだけれども、同時

に自然にも厳しい、厳しさも受けるところだと。

つまり、網走湖の水があふれればそちらにどうし

ても浸水してくるということで、そういうリスク

も背負っている。しかしそれは自然の原理なの

で、それは受け入れざるを得ないというふうに思

うのです。 

それで、湖畔園地の利用状況なのですが、これ

はどんなふうな利用状況になってるか、伺いたい

と思います。 

○伊倉直樹観光課長 大曲湖畔園地の利用状況に

ついてのお尋ねでございますが、平成28年度の数

字でございますが、市内保育園児のジャガイモの
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収穫体験や東京の高等附属中学校の修学旅行の受

け入れ、それから一般のアスパラの収穫体験、そ

れからトマトの収穫体験、それからマラソン大

会、収穫祭の来場者を含めまして、現時点で１万

4,391人となっております。 

○松浦敏司委員 はい、わかりました。 

 相当、全体の１万4,391人のうち相当数は網走

マラソンとそして収穫祭が大半を占めるのだろう

というふうに思います。 

それで伺いますが、昨年の網走マラソンでいい

ますと、初回より少し減少したというようなこと

でありました。新年度ではどういった、この減少

からもっとふやす努力というのが必要なのだろう

というふうに思うのですが、ただふえればいいと

いうものでもないということもありますが、ただ

いずれにしても、初年度並みの参加者が欲しいと

いうのは当然原課として考えていることだし、市

長もそう考えてるのだと思うのですが、ことしど

ういった取り組みをして参加をふやそうと考えて

いるのか、伺います。 

○伊倉直樹観光課長 オホーツク網走マラソン大

会のまず参加者の関係ですが、第２回の2016年、

16大会におきましては、第１回目より479人少な

い2,151人の参加でございました。事務局とし

て、減少の理由としましては、第１回の記念大会

の反動とことし、昨年ですね、今年度初めてフル

マラソンで実施した函館マラソンの影響が多少な

りともあるのではないかというふうに分析をして

おります。こうした状況がある中で、ことし３回

目となります2017大会に向けましては、参加者か

らの御要望も踏まえまして、マラソン大会のフル

マラソンなのですが、制限時間を現行の６時間か

ら６時間半へ、６時間30分に延長いたしまして、

よりファンランを意識をいたしまして、食と景観

を楽しみながら完走できるように努めるととも

に、また一般のエントリー受付終了後にも、今回

から前日受付エントリーというのを新たに設定を

いたしまして、より多くの方に参加していただけ

るような大会を目指してまいりたいというふうに

考えております。 

○松浦敏司委員 はい、わかりました。 

 それで、初年度はいろいろ駐車場の問題だとか

あって、昨年相当大幅にそれを改善して、呼人の

トレーニングフィールドの駐車場を使うというよ

うな方法とかをとって、それはもう大幅に改善さ

れたのだろうと思います。ただ、その行き来する

手間はあるのですけれども、初回のあの混乱を避

けるという点では相当改善されたのだというふう

に思います。ぜひ、ことしの大会も成功させてい

ただきたいというふうに思うのです。私も参加し

たいのですが、必ずといっていいほど別な行事が

重なっていて参加できないのが非常に残念で、始

まる時間に網走を出発するということで、終わっ

た時刻に網走に帰ってくるというのが毎年続いて

いて残念に思って、お手伝いできなくて申しわけ

なく思ってるのですけれども、ぜひ関係者の皆さ

んの努力が報われるように願って、私の質問を終

わります。 

○井戸達也委員長 次、田島委員。 

○田島央一委員 それでは、順次質問してまいり

ます。 

 まず、空港民営化についてお伺いをしていきた

いと思います。 

 さきの代表質問でも触れさせていただきました

が、女満別空港における空港民営化に向けた企業

向け説明会や空港施設の視察のスケジュールにつ

いて、代表質問で触れました。答弁では、空港と

地域の現状に関して、入札参加を検討している企

業等の理解を促進するため、国、道、地元自治体

等関係者と企業などが一堂に会するシンポジウム

や現地視察会が順次開催されており、女満別空港

については、５月10日から11日に開催される予定

とのお答えがありました。５月10日から11日にど

のような形で現地視察会が実施されるのか、シン

ポジウムはどこでどのように実施される予定なの

か、詳細が決まっていたらお示しいただきたいと

思っております。よろしくお願いします。 

○伊倉直樹観光課長 空港民営化に関係する５月

10日、11日のシンポジウムの開催に関するお尋ね

でございますが、代表質問のときに御答弁申し上

げておりますが、女満別空港につきましては、空

港と地域の現状などに関しまして、入札参加を検

討している企業等の理解を促進するため、国、

道、地元自治体等関係者と企業などが一堂に会す

るシンポジウムと現地視察会を５月の10日から11

日に開催される予定で、今準備が進められており

ます。詳細についてはまだ未定の部分が多く、こ

ちらのほうでもなかなか全てを把握しておりませ

んが、日程につきましては10、11の２日間で視察

会とシンポジウムが行われまして、視察会は空港
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施設を初め周辺の観光施設や、その他関連施設を

視察をいたしまして、シンポジウムも行われる予

定という状況になっております。 

○田島央一委員 代表質問の答弁からそんなに変

わってないと思いますので、多分まだ詰まってな

いのか。主管というか担当しているのは多分、道

管理空港なので北海道のほうなのかなと思ってお

りますが、そういう認識でよろしかったでしょう

か。 

○伊倉直樹観光課長 主管のお尋ねでございます

が、国と道と女満別空港利用促進協議会になって

おります。 

○田島央一委員 承知しました。もう２カ月を切

るような形になってますので、詳細がわかればま

たお知らせいただければなと思っております。 

この説明会のほうで、企業側に地域の現状など

も理解してもらうことが、目的の一つでもありま

すので、網走市としても積極的に関与して、理解

促進、地域の理解を進めてもらうような取り組み

がひとつできればなと思っているので、そのため

の準備にもいろいろ時間もかかるのかなと思いま

すので、早目に情報をとって進めていただければ

なと思います。 

観光部に対しての質問は以上となりますが、次

に、鉄道路線問題についてお伺いをしていきたい

と思います。 

 昨年の維持困難路線ＪＲのほうから発表されて

から、さまざまな動きがあります。２月、ことし

の２月７日に北海道運輸交通審議会、地域公共交

通検討会議鉄道ネットワーキングチームが将来を

見据えた北海道の鉄道網のあり方についての報告

書を北海道庁に提出をされました。 

 報告書を踏まえて、網走市としては３月１日に

オホーツク圏活性化期成会の中で意見交換を行

い、北見市を部会長とする石北本線部会、そして

網走市を部会長とする釧網線部会をそれぞれ設置

する旨、代表質問の答弁で示されております。そ

こを踏まえて順次質問してまいりますが、部会の

構成メンバーは市長ということでよろしいので

しょうか。 

○田口徹商工労働課長 石北本線部会それから釧

網本線部会、双方に水谷市長と山田議長が部会員

として入ることになります。市長と議長がメン

バーとなります。期成会ですから、部会のメン

バーは各市の市長と議長になりまして、網走市か

らは先ほど言ったとおり、釧網線、石北本線、水

谷市長と山田議長が入ります。 

○田島央一委員 承知をしました。 

 そうすると、部会長となる、水谷市長のほうは

釧網線部会の部会長となる形になりますので、石

北本線の部会のほうは山田議長が担当になると

か、その辺のすみ分けはどういうふうになってい

るのか、ちょっとお伺いしたいのですが。 

○田口徹商工労働課長 両部会に両名が入る形に

なります。 

○田島央一委員 そうすると、この部会が同時に

開催されるということではなくて、それぞれのタ

イミングで部会が進んでいくというような認識で

よろしいのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 北見市の市長さんも両方

の部会に加盟しておりますので、両方が一遍にや

るということはないということであります。 

○田島央一委員 承知をしました。 

 あとは、釧網線部会を受け持つということで、

事務局機能は網走市が持つということになるの

か、仮に持つということになれば、市の中での担

当部局はどこになるのか、お伺いしたいと思いま

す。 

○田口徹商工労働課長 釧網線部会につきまして

は網走市が事務局を持つ形になりますけれども、

期成会の中で、期成会の業務につきましては、市

の企画調整課が窓口に事務局を持ちますが、内容

によっては担当の部課が事務局になる可能性もあ

るという状況です。 

○田島央一委員 承知をします。 

 以前は、釧網線の利活用促進協議会があって、

そこは市の観光課の係長が出てさまざま意見交換

などもしていたので、そういう形になるのか、

ちょっと形がどういうふうになるのかちょっと知

りたかったのでお伺いをしました。 

 あと、次に、議論の内容は地域の鉄道の役割や

重要性、及び具体的な利用促進策等が検討され、

論点整理や今後のスケジュールも示すことが必要

との代表質問に対する答弁だったのですが、第１

回目となる部会の開催はいつごろとなるのか、タ

イムスケジュールや今後の日程など決まっていれ

ばお示しいただければと思います。 

○田口徹商工労働課長 釧網本線部会それから石

北本線部会なのですけれども、第１回目は３月の

22日に北見市で開催されることになってます。時
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間はずれております。その後につきましては、今

の段階ではちょっとわからない状況でございま

す。 

○田島央一委員 承知をしました。 

 以前、日高の浦河町のほうに行って、日高の沿

線の自治体の会議などの持ち方とかも見てきまし

た。今後多分、市長を初め議長、構成のメンバー

などは相当忙しくなって、利用促進策などを取り

まとめたりだとか、さまざまやっていかなければ

ならないのかなと思っております。その中で釧網

線部会のことで、もう一つお伺いするのですが、

オホーツク圏活性化期成会のメンバーのみならず

釧路管内の自治体との連携協力が必要となると思

いますが、釧路市はＪＲとの協議の場に出ないと

いう姿勢をたしか報道でも示していたと承知して

おりますが、釧路市は今回のこの期成会の協議会

の場に出てくるようなことになるのか、もし回答

をいただいているのであれば、ちょっとお知らせ

していただければと思うのですが。 

○田口徹商工労働課長 現段階ではまだ一定の会

議も開いておりませんので、先のことはちょっと

今本当にわからない状況となっております。 

 当然22日の部会には釧路市は出てくることはな

いと聞いております。 

○田島央一委員 ちょっとエリアをまたぐような

形での対応なので、市長も相当大変なところもあ

るかと思いますが、頑張っていただければなと

思っております。 

それでは次に、鉄道記念館の展示客車改修事業

についてお伺いしていきたいと思います。 

 クラウドファンディングを使ってということな

のですが、実は鉄道記念館自体は卯原内の町内会

のほうで指定管理を受けてやってますので、そこ

の隣にある客車についてはどういうふうな扱いに

なるのか、いろいろちょっと聞きたい点があるの

で順次質問をしてまいりますが、クラウドファン

ディングの立ち上げは、募集を募っていくのはい

つから始めていくのかお伺いしたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 当然年が、年度があけて

準備を進めていきますけれども、早い段階にサー

バーのほうも確保しまして進めていきたいという

ふうには考えております。 

○田島央一委員 ちなみに、期限というか、いつ

から募集始めて、期限、区切りがあると思うので

すけれども、それをいつごろにしようと、設定し

ようとしているのか、その点もお答え願えればと

思います。 

○田口徹商工労働課長 始めた時期にもよると思

いますけれども、大体通常１カ月程度の募集とい

うふうに考えております。 

○田島央一委員 ちなみにそうすると、この改修

の本体の事業自体はいつごろというのは、募集を

かけていろいろ準備などもあると思いますけれど

も、改修をいつから始めたいと考えているのかお

伺いしたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 お金の集まり状況とかも

見ましてやりますけれども、いずれにしても余り

遅くなってしまうと冬になってしまいますので、

できるだけ早い段階でやりたいというふうに考え

ております。 

○田島央一委員 今回予算で328万円予算計上さ

れておりますけれども、これクラウドファンディ

ングでこれ集まらなかったとしても、改修は可能

なのかということをお伺いしたいのですが、もし

くは改修が、お金が足りなくてちょっと次年度に

ずれ込むだとかそういう可能性もあるのか、その

点も含めて答弁いただければと思います。 

○田口徹商工労働課長 今回のクラウドファン

ディングでは、寄附の目標額を50万円としており

ますので、それがもしなければそれを減じた額の

中でとりあえずやっていきたいというふうに考え

ております。 

○田島央一委員 そうすると、鉄道の客車の屋根

を改修するというけれども、50万円分足りない分

はあいたままになるとか、そういうことになるの

ですか。 

○田口徹商工労働課長 済みません。やらないと

いうことにはならないので、済みません、やると

いうことです。 

○田島央一委員 余り後ろ向きに話ししても、こ

れから事業進めるので、集まるようにちょっと祈

念をしております。 

 その中で、ちょっと中身のお話もさせていただ

きたいと思うのですが、先ほど、クラウドファン

ディングのホームページの立ち上げの話をちらっ

としていたかと思うのですが、これ実際に会社が

多分いろいろなのを取りまとめてやっているよう

なところにひとつ載せるのかなっていう認識を

持っていたのですが、どういった形でこれ募って

いくのか。サーバーを確保するという話もあった
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のですけれども、ちょっとその辺、詳しく教えて

いただきたいのですが。 

○田口徹商工労働課長 クラウドファンディング

を扱うサイトがありまして、その会社に契約して

そこに載せてもらうという形になります。 

○田島央一委員 ちなみに会社名なんかはもう決

まっているような形なのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 そこにつきましては、ま

だ決めているものではございません。 

○田島央一委員 承知をしました。 

 そこで、今後のちょっとお話なのですけれど

も、プランみたいなものは何かあるのでしょう

か。例えば50万円を超えたらそのまま客車の改修

に使える、もしくはもう一つのプランとして、50

万円に達しなかったら改修自体がそのものは不可

になるプランなのか、それとも集まっただけの金

額が活用できるというようなプランなのか、その

辺のちょっと中身はどのようになっているのか、

お伺いしたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 オールイン方式といいま

して、集まっただけのお金でとりあえず行うと。

それでそれに対しての返礼品も送っていくという

形でやるということで考えております。 

○田島央一委員 そうすると、返礼品ということ

なので、これクラウドファンディングで、類型と

しては寄附型、金融型、金銭的リターンを伴うも

のと、購入型で金銭以外の物品や権利の購入とい

う位置づけになるのですが、この類型でいうと購

入型で、金銭以外の権利とか物品の購入というよ

うな形になるのかなと思うのですけれども、物品

を返礼品として渡すということですけれども、何

かその辺の返礼品はどのようなものを想定してい

るのか、お伺いしたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 そこについてはまだ具体

的にこれというものを決めたものではないのです

けれども、鉄道関係者ですとか、ちょっとＪＲと

かにも相談してみたりして、鉄道のファンが喜び

そうなものを送れるような形をとりたいというこ

とを考えていきたいというふうに思っておりま

す。 

○田島央一委員 承知をしました。 

 ちょっとお金が集まらなかったらという後ろ向

きな話をしてしまいましたが、そうではなくて集

まるような形でいろいろ御努力をしていただけれ

ばなと思います。 

 それでは次の項目に移らせていただきます。 

○井戸達也委員長 田島委員の質疑の途中ですが、

ここで暫時休憩いたします。 

午後４時09分 休憩 

───────────────────────── 

午後４時19分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開しま

す。 

 田島委員の質疑を続行します。 

田島委員。 

○田島央一委員 それでは続きまして、ジャガイ

モシロシストセンチュウ対策について、お伺いを

します。 

 先ほども他の委員からも質疑ありましたが、私

のほうから２月７日開催の総務経済委員会で、平

成28年秋に実施した防除区域におけるジャガイモ

シロシストセンチュウ土壌調査の結果が２月末に

示されると説明を受けたのですが、代表質問の調

査結果についてもお伺いしたのですが、進展がな

いような答弁だったのですが、先ほどほかの委員

の答弁の数字も聞いたところ、代表質問の３月２

日現在の656ヘクタールということで多分変化が

ないのかなと思いますが、調査の結果の判明がお

くれているのはどういう理由なのか、またいつご

ろ判明するのか、見通しだけちょっとお伺いした

いのですが。 

○川合正人農政課長 ジャガイモシロシストセン

チュウの発生圃場の面積の確定についてでござい

ますが、先ほどから申し上げてるとおり、３月２

日現在で656ヘクタール、156圃場で発生が確認さ

れたということになっておりまして、51地区全体

の圃場の中の13.2％の面積というふうになってご

ざいます。また先ほどから申し上げたとおり、検

体が残っているということで、横浜植防のほうで

は２月末には出るというふうにはお話を受けてた

のですが、ジャガイモシロシストセンチュウの性

格といいますか、性質上、抵抗性品種でない品種

に寄生するのが緩やかに寄生をするということに

なっているようで、その辺の判断、確認がおくれ

ているものが、検体があるということで、あとも

う何日かの中では確定するというふうには聞いて

おります。 

○田島央一委員 承知をしました。 

 何日後ということはまだ明確に言えないという

ことではありますが、調査で漏れるようなことが
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ないようにしっかり判断をしていただければいい

のかなと思います。 

 また次に、代表質問の答弁で、近々国の有識者

を交えた検討会議において、防除方針が確定され

る見込みであると示されましたが、検討会議はい

つ開催される予定なのか、お伺いしたいと思いま

す。 

○川合正人農政課長 農林水産省、国のほうでの

有識者を交えた検討会議についてでございます

が、こちらのほうは３月の27日に農林水産省にお

いて開催をされるというふうに聞いております。

こちらのほう、先ほどから申し上げてるとおり、

市にも協力指示書が来てるという関係で、市にも

出席の要請が来ておりまして、27日には私が参加

をしてくる予定でございます。 

○田島央一委員 承知をしました。 

 検討会議踏まえてまた一歩前に進むのかと思い

ますので、またその後、質疑を重ねていきたいな

と思っております。 

最後の項目になりますが、エゾシカ対策につい

てお伺いをしたいと思います。 

 ２月末に平成29年４月から平成34年３月までの

５カ年を計画期間とする北海道エゾシカ管理計画

第５期の案の概要が北海道庁で示されました。オ

ホーツク管内は北海道東部地区の位置づけにさ

れ、エゾシカ個体数指数でピーク時の３分の２程

度まで着実に減少してきております。今回の管理

計画において、市が関係するものの中でこれまで

と違う点は道による捕獲事業の記載なのですが、

道指定の鳥獣保護区、国定公園、道立自然公園及

び道有林などにおいて、地元市町村等関係機関と

連携して個体数の調整、被害軽減のための捕獲事

業を実施するとの記載がある点です。そのほかに

も個体数調整のための捕獲の実施に当たっては、

市町村、道、国が実施する被害防止対策など、捕

獲と連携を図り効果的、効率的な事業の実施に努

めるという一文も追記されております。こういっ

た点を踏まえて、北海道エゾシカ管理計画第５期

の案について、網走市の所見をお伺いしたいと思

います。 

○川合正人農政課長 北海道エゾシカ管理計画に

ついてでございますけれども、こちらのほう委員

おっしゃるとおり、29年度より改正がされて施行

されるということになっております。 

この計画によりますと、東部地区のエゾシカの

生息状況については減少傾向にあるというふうに

言われておりますが、まだ依然として高どまりを

しているという状況にあるということで、第４期

の計画時で28年度の目標があったのですが、そこ

までに、目標にも達していないということで、こ

の５期計画では引き続き銃器による捕獲効率の向

上を図ることに加えて、新たなわなによる捕獲効

率の向上を図るということで、さらなる個体数の

減少、また農業、農林業の被害の軽減を目標とし

ているというふうに言われております。 

網走市におきましても、エゾシカによる被害は

減少傾向にはありますけれども、まだ依然として

高どまりをしているということもあります。こう

したことから、道の計画と網走市の鳥獣被害防止

計画の内容については、やはり同じ方向なのかな

というふうにも思っておりますので、今後も狩猟

期間外の駆除活動やわなによる捕獲、越冬時期に

おける一斉捕獲などの捕獲活動を進めていきたい

というふうに思っております。道と市と調整をし

ながらやっていくというお話もありますが、まだ

道のほうからはその通知が来ておりませんので、

通知が来た段階でこちらのほうもそのことについ

ては検討していきたいというふうに考えておりま

す。 

○田島央一委員 実は道の環境生活部のほうがエ

ゾシカの担当になっていて、担当者の方とちょっ

とお話をこの前したのですが、その中で、道が実

施する事業においても、例えば先ほど言った道指

定の鳥獣保護区だとか、網走だと国定公園だとか

対象になると思うのですけれども、道有林もそう

なのですが、その範囲の中で捕獲作業をやってい

る中で、仮にちょっとシカが逃げていった場合に

そっちに民有地があったりだとか、網走市が持つ

市有林があったりだとか、そういうところに入っ

ていった場合にも一緒に事業ができるように連携

をしていきたいということを道のほうで言ってま

して、そういったところで協力体制がしっかり組

めれば、網走市の費用が少なくて道と連携しなが

らエゾシカの対策などもできるのかなと思ってま

すので、これから地区のほうも決めて事業を確定

していきたいということも言われてました。そう

いう意味で、網走市のほうとしても、どういった

場所がいいのかとかも含めいろいろ検討して、道

から通知が来たときにすぐ動けるような形で準備

をしていただければありがたいかなと思っており
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ます。 

最後の質問になりますが、農産品以外のちょっ

と被害、エゾシカの被害についてちょっとお伺い

していきたいなと思っております。 

 御存じの方もちょっと多いかもしれませんが、

2010年に結成した市民団体、網走絆プロジェクト

がこれまで能取岬の近くの美岬トンネル周辺で桜

の植樹活動を実施しております。桜の植樹活動が

評価されて、この同団体では2016年度の住民運動

実践功労者、オホーツク総合振興局長表彰に選ば

れたところでもあります。私も網走に戻ってきて

からは、この網走絆プロジェクトの植樹活動に参

加をしております。植樹をして、何回かしている

のですけれども、植樹をしたはいいものの桜の芽

が、植樹した芽が食べられてしまって、何回も同

じところに植樹をしているというのが現状として

ありまして、そういったところで大変、会の人も

そうですが参加しているメンバーとしても何か、

何でこんなにシカの被害が多いのだろうというの

と、同じところに植えていくというのは何か

ちょっと寂しい思いもしているところでありま

す。そういった農産物の畑ではないもののシカの

対策が必要なところもあります。こういったとこ

ろへのあるべき対応というか対処について、もし

網走市の所見、見解があればお伺いしたいと思い

ます。 

○川合正人農政課長 能取の地区での桜の植樹を

されているところの被害ということでございます

けれども、シカ柵につきましては、今のところ農

業被害があったときにシカ柵を補助金を活用しな

がら、シカ柵の整備をしているというのが現状で

あります。この農業被害があるかないかというこ

とで、今費用対効果もあるので補助金の活用とい

うのができるのですが、今回お話があるところは

農業用というふうには認められないということ

で、シカ柵の整備はちょっと難しいところなのか

なというふうには今感じております。しかしなが

らやっぱり被害があるいうことですので、能取岬

のほうの地区につきましては、猟友会の方にも来

ていただいて一斉捕獲というのも実施をしており

ます。また囲いわなも設置をしておりまして、今

後はくくりわな等を近くに設置するなりをして、

エゾシカの捕獲圧を強めていく方法が今のところ

できることかなというふうには考えております。 

また苗木につきましては、もし必要であれば、

苗木をカバーするものも若干は農政課のほうには

備えてありますので、それを提供できることも今

後検討をしていきたいというふうには考えており

ます。 

○田島央一委員 ありがとうございます。 

 苗木の保護のところの部分も配慮いただける可

能性があるということで、この団体等も含めてま

たいろいろ協議をしていただければなと思ってお

ります。 

 最後に一つだけ、これ申し上げたいのですが、

農業被害ということだけではなくて、桜というこ

とで桜を守ることもしっかり網走市はやっていか

なければいけないかなと思ってます。それは、先

般、皆さんも見たかと思うのですけれども、吉永

小百合さんが来て、映画の撮影なんかもされたと

いうことで、タイトルが北の桜守ということで、

桜を守るというタイトルでもありますし、網走市

がロケ地になっていていろいろな広報媒体見てい

ても、網走市が何か中心であるかのように見える

ような形になっているので、しっかり桜を守っ

て、集中的にということではないのですけれど

も、網走市の今度この映画を見て来られた方が何

か桜が全然ないだとか、そういった状況もちょっ

と寂しいのかなと思いますので、これは農政部だ

けの問題ではなくて、観光の部分だけでもなく

て、市全体として桜というものの扱いというか、

これが今後網走市のイメージをつくっていく一つ

の素材にもなり得ますので、そこは部局横断的に

対応いただければなと思っております。 

 その点を申し添えて、私からの質問を終わらせ

ていただきます。 

○井戸達也委員長 立崎委員。 

○立崎聡一委員 早速質問したいと思います。 

 シロシストセンチュウ対策緊急防除事業なので

すけれども、先ほど来656ヘクタールと、３月２

日現在という話がございました。これ補助事業だ

と思うのですけれども、補助事業の割合を教えて

いただきたいと思います。 

○川合正人農政課長 ジャガイモシロシストセン

チュウの緊急防除についてでございますが、こち

らのほうは国からの交付金で全事業を賄う予定で

ございまして、こちらのほうは全額国費、10分の

10の国費ということになっております。 

○立崎聡一委員 １０分の１０、全部国費という

ことで理解します。 
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 今回予算づけされてるのですけれども、656ヘ

クタールと当初予定して、予定していたという面

積というのも変なのですけれども、当初以上の面

積になったかと思いますが、これで予算足りるの

でしょうか。 

○川合正人農政課長 予算についてでございます

が、ことしの29年度の予算につきましては、防除

協力金として５億円の予算を計上させてもらって

おります。今回、防除協力金として支払われる金

額につきましては、評価会を通して決定をされて

おりまして、年間で最大５万7,000円10アール当

たり給付をされるということになっておりますの

で、そちらのほうで５万7,000円で600ヘクタール

であるので、今のところ間に合うのかなというふ

うには思っております。しかしながら、もし足り

ない場合は、国の緊急防除ですので、植物防疫法

の法律に基づいての緊急防除となっておりますの

で、足りない分については国のほうで、それの手

当はするというふうに認識しております。 

○立崎聡一委員 今、協力金というお話がありま

した。協力金だけのという解釈でいいのか、ほか

の部分もあると思うのです、実は。緊急防除とい

うことですから、農薬代も含めていろいろなこと

が関連して出てくると思います。いずれにせよ、

足りなくても、これは国の事業という解釈でいい

かと思います。100％出てくるので、そちらのほ

うで対応していただけるのかなというふうに考え

ております。 

 それから次に、緊急防除はいいのですけれど

も、その次、抵抗性品種という話になると思うの

ですけれども、そちらのほうの進捗状況なんてい

うのは、連絡等入ってきているのかどうか確認し

たいと思います。 

○川合正人農政課長 ジャガイモシロシストセン

チュウに対する抵抗性品種の育成についてでござ

いますけれども、農林水産省なり研究機関により

ますと、抵抗性を持つ可能性が高い品種を現在55

種に選定をしていると。そして実際に抵抗性があ

るかを今現在確認をしておりまして、育成をして

いるという最中でございまして、農林水産省の考

えでいきますと、平成31年度をめどに育成を進め

たいというふうには聞いております。またそのほ

か、根絶に向けた研究というのもを進めておりま

して、現在効果があると言われているソラノエク

レピンＡという物質があるのですが、こちらのほ

うがかなり高価なもので、これを合成するのがか

なり高いというふうにも言われておりますので、

こちらのほう低コストで合成できるか、促進物の

開発というのもあわせて進めているというふうに

聞いております。 

○立崎聡一委員 いろいろな角度から、緊急防除

はもちろんそれはそれで重要なことですし、やっ

ていかなければならない。次の手立てのことを考

えていかないと、やっぱり網走を支えるジャガイ

モですから、進んでいっていかなければまずいな

というふうに思います。 

 先ほど松浦委員のほうからもお話ありました。

食用ジャガイモをつくってるという農家の方々も

いらっしゃいます。そちらの方々とも僕もお話を

させてもらいました。実際のところ、今回緊急防

除には当たらないですよ、彼らは。だから、その

辺どうするのかっていうのは、今後の話になると

思うのですけれども、その辺もしっかり対応して

いっていただきたいなと思います。 

 次に移ります。 

 ナガイモ高付加価値事業なのですけれども、代

表質問等でも質問がありまして、事業内容につい

ては確認しております。実際ナガイモなのですけ

ども、これはひと・まち・しごと創生総合戦略の

中でも触れられている素材だなというふうに思い

ます。実際のところ、ナガイモの成分について、

そして売り込むためのＰＲするための、何という

のでしょう、ここ、これがナガイモに含まれてい

るたんぱく質が云々とかというお話を聞かせてい

ただきました。実際、そのナガイモ、今度原料の

ほうは確保できるでしょうかということをお尋ね

します。 

○川合正人農政課長 ナガイモの機能性のことだ

というふうに思っておりますが、まずナガイモに

つきましてはディオスコリンという物質がありま

して、こちらのほうが抗インフルエンザの効果が

あるということは今現在わかっているところであ

ります。こちらのほうに着目をしまして、東京農

大とＪＡの協働によりまして、この効率的なデイ

オスコリンの製造方法について、現在特許を出願

しているというところであります。こうしたこと

から、ナガイモの機能性をこれから今後も進めて

いこうという考えがありまして、今地方創生の交

付金等を使いながらやっていると、実施、研究を

しているというところでありまして、現在はナガ
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イモの概要なり機能性の調査、動物関連の試験、

また機能性を生かした製品の試験製造などをやっ

ているところであります。今後は機能性物質の抽

出なり、園芸食品としての調査なり、商品化の可

能性をこれから29年は進めていきたいというふう

にも考えております。 

ナガイモの原料の確保ということでございます

が、27年は1,900トンの生産があったというふう

に聞いておりまして、やはり台風の影響もあって

市内の即売会も中止になるほどで、ちょっと原料

のほうも少なかったというふうにも聞いておりま

す。またナガイモにつきましては、Ｐ－プラスと

いう鮮度保持袋がありまして、そちらでの包装を

した国内販売のほうも今好調と聞いておりまし

て、今後、その原料の確保というのが課題になっ

てくるのかなというふうに思っております。こち

らのほうはまた農協とも協議をしながら、確保に

ついては進めていきたいというふうにも考えてお

ります。 

○立崎聡一委員 原料確保のことなのですが、先

ほど話ありました台風の影響もあります。それか

らそのもの自体がとれないということは、種の確

保もちょっと困難になってくるというのが現状で

出てきてるというお話を聞きました。いろいろな

ことを含めて、ＪＡといろいろ協議しながら、お

話ししながら、そして生産者のほうにという話に

なるかと思います。当市のひと・まち・しごと創

生総合戦略の中の一つでもありますので、市とし

てもしっかりとした対応をとっていただきたいな

と申し上げて、私の質問を終わります。 

○井戸達也委員長 次、古都委員。 

○古都宣裕委員 連日お疲れさまです。 

 早速質問に入ります。 

 鳥獣害防止対策事業のほうについてお伺いしま

す。 

この事業について、以前より私も何度も質問を

させていただいたり、また原課で話を伺ったりし

ているのですけれども、平成30年から最終処分場

が稼働することにより、駆除したシカが入れられ

なくなるということで、猟友会としっかりと話を

進めていただきたい、また猟友会の方々からもそ

の後はどうするのだ、またせっかくとったもの

を、猟期に関していえば、引き取り手、引き取り

口もあって、斜里等に売ったりとか個人で食用に

変えたりとかという部分もあるのですけれども、

駆除に関していえばなかなかそういったものが難

しかったり、また投棄に関していえば肉が細って

いてなかなか売り物にならないといった部分もあ

る中で、猟友会の方々もせっかくとったものが

もったいないから、もし売れるのだったら売れる

ようにしたりできないのかという話もある中、も

う間もなく、来年いよいよ最終処分場が稼働して

シカの受け入れができない状態になってくると思

うのですけれども、それに対して、やはり早目に

周知をすることも必要と考えると、もう１年もな

いという状況だと思うのですけれども、それに対

しての現在の状況としてはどのようになっている

のでしょうか。 

○川合正人農政課長 エゾシカの処分についてで

ございますけれども、現在は駆除したエゾシカの

残滓は市の八坂の処分場で受け入れをしていただ

いております。こちらが29年度で終了するという

ことになっておりますので、30年度からの方向性

について市の中でも検討してまいりました。焼却

処理ということと発酵処理という方法がありまし

て、こちらのほうの視察のほうもして検討してお

りましたが、ランニングコストがかかるというこ

ともありまして、平成30年度以降につきまして

は、湧別にありますオホーツク化成所への搬入処

理を現在予定をしているところでございます。 

こちらのことにつきましては、網走市の鳥獣被

害防止対策協議会がありまして、こちらの猟友会

の役員の方々も会員となっておりますので、そち

らのところでは、説明をしているところでもあり

ます。また、猟友会の会員の方におかれまして

は、29年、ことしの４月には総会があるというふ

うに聞いておりますので、その時点で皆さんには

御案内をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

○古都宣裕委員 湧別の処分場ですと、シカニク

を本当に解体して処分してしまう状態だと思うの

ですけれども、もしそれが、いろいろな条件もあ

ると思うのですけれども、売れる状態だとした

ら、それは財産として逆に雑収でも市に戻ってく

る、税金としても、収入としてできるという部分

もあると思うのですけれども、その辺の検討とい

うのはどうなのでしょうか。 

○川合正人農政課長 処分、エゾシカを駆除した

後の処分についてでございますが、今現在は、一

カ所に処分を、保管をして、市のほうで委託をか
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けて処分場のほうに搬入をしているということで

ありますが、こちらのほうが全体300頭以上駆除

しているのですが、125頭ぐらいの分しか搬入を

してないということでありますので、それ以外に

つきましては、猟友会の方が山の奥深い所で駆除

をしていれば、そこに埋めてくるということもあ

るだろうし、それ以外については猟友会の方がい

ろいろな判断で処分をしているのだというふうに

考えておりますので、今後もそういうところで、

市がそれを財産としてもらって売るというような

ことは考えておりません。 

○古都宣裕委員 なかなか難しいかもしれないで

すけれども、もし売れたりする場合というのを想

定した場合、少しでもコストを減らす努力を考え

ることも必要かなと思いまして、質問させていた

だきました。 

 次に、こまば木のひろば管理事業について伺い

ます。こまば木のひろばというのは大変いい場所

だなと私も思っているのですけれども、ただ、や

ぶといいますか、やっぱり自然が多いものですか

ら、ここは結構な頻度でスズメバチが発生すると

いう話も聞いております。近くにお住まいの方、

お子さん、学校とかでスズメバチが発生したとい

う話があれば、こまば木のひろばに行かないよう

にというような指導をしているという話も耳にし

ます。せっかくあって、すばらしい場所もある中

で、そこを逆に利用しないようにという指導が親

御さんからでも学校からでも行くというのは

ちょっと悲しいかなと私はちょっと感じているの

ですけれども、もう少し小まめにハチが飛んでな

いかどうかというような調査をしたりとか、スズ

メバチを追って駆除するやり方とかもあると思う

のですけれども、もう少しスズメバチ等の安全対

策の部分で、パトロール等できないかというふう

に思うのですけれども、どのようにお考えでしょ

うか。 

○川合正人農政課長 こまば木のひろばのスズメ

バチ対策ということでございますけれども、こま

ば木のひろばは、委員おっしゃるとおり自然に恵

まれた非常にいい森林の場所だというふうには僕

たちも認識しております。このこまば木のひろば

につきましては、シルバー人材センターへ業務委

託をしておりまして、５月から11月の間週２回の

巡回をしていただいております。こちらのほう、

その中でスズメバチの発見ということも報告を受

けることもありまして、そういうときには市のほ

うでも農政課の職員が行きまして、巡回対応して

いるということで、そのときはパトロールを強化

しております。昨年につきましては、スズメバチ

の巣があるという報告も受けまして、そのときに

はやはり業者さんじゃないとできないということ

もありますので、お願いしまして、薬剤を注入し

て駆除を行っているということであります。 

 今後もスズメバチの目撃があれば、市としても

速やかにパトロールをする、そして皆さんには注

意喚起として、まず看板を設置するなりして、ス

ズメバチの駆除も進めていきたいというふうにも

考えております。 

○古都宣裕委員 それと同時に、近隣住民の方で

もスズメバチを見た場合は、速やかに市に知らせ

てくださいと。またスズメバチをつかまえて、大

き目の半紙みたいのをつけて巣まで追っていくと

いうやり方もいろいろあったりして、退治の方法

もあるのですけれども、そういった部分も検討し

ながら、市民が安全でしっかりと楽しく利用でき

るような状況を管理していただきたいなと思いま

して、次の質問に行きます。 

 次の質問、ちょっと予算書にはないのですけれ

ども、濤沸湖ワカサギ資源調査研究事業というの

が去年載ってまして、ことしは終わってしまった

ようです。この調査研究というのは、もうこれ調

査が終わって、ちょっとどういうふうになったの

かというのが、内容がちょっとわからなかったの

でお示しいただければと思います。 

○脇本美三水産漁港課長 濤沸湖のワカサギ資源

調査研究事業の終了した理由といいますか、経過

の御質問ですが、濤沸湖は網走湖と並んで全国へ

のワカサギ受精卵の供給基地となっております。

しかし、濤沸湖のワカサギに関する生活史や生態

に関するデータ等の知見に乏しいということで、

平成26年度から平成28年度までの３カ年におい

て、北海道総合研究機構水産研究本部へ資源調査

の調査を委託し３カ年実施してきたところでござ

います。 

 その結果、えさや水分、塩分といった湖内の環

境ですとか、生態や成長などの知見が一定程度集

積できたという判断に立ちまして、当初の計画ど

おり３カ年で調査事業を終了したという経過でご

ざいます。 

○古都宣裕委員 先ほど小田部委員の質問等でも
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あったとおり、今回網走湖水質、能取湖水質でも

調査をしておりますし、今回のワカサギの資源調

査では、残念ながら濤沸湖では余りできないとい

うような形だったと思うのですけれども、そのい

ろいろな調査という研究をした中で、数字なり

データなりいろいろ蓄積すると思うのですけれど

も、それは網走だけではなくいろいろな似たよう

な環境場所によっては、それはある意味学術的価

値を持っていると思うのですけれども、そういっ

た蓄積したデータの管理というのはどのように

なっているのでしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 基本的に調査事業の実

施主体がそういったデータ、知見を管理をすると

いうことですが、網走におきましては、漁協を初

め水産試験場、普及指導所、市にも水産技師がお

りますから、そういった連携の中で、そういった

情報やデータを共有しながら、例えばゼミナール

を開催して勉強会をやったりということもしてお

りますので、多くはこの地域の中で共有はされて

いるというふうに考えてます。 

○古都宣裕委員 地域での共有というのももちろ

ん大事だと思うのですけれども、仮にいろいろな

ところでほかの似たような研究や事例があって、

困り感が出たときにその調査のデータを活用でき

る場合ができたときに、せっかく持ってるデータ

というのを大いにほかでも活用していただければ

いいなと思いまして、質問させていただきまし

た。そういった部分では、地域にとどまらずいろ

いろな部分でちゃんと共有した上でやっていく

と、とっぴな話かもしれないですけれども、ほか

の困ったところとかそういったデータが欲しいと

ころが活用したときに、そこから交流が生まれる

可能性もゼロではないと思うのですけれども、い

かがお考えでしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 データや知見の扱いと

いうのはそれぞれ地域、地域、あるいは組織、組

織で扱い方いろいろルールがあるとは思います

が、例えば網走市の漁協が道総研の水産研究本部

にある何か委託研究をするときに、同様の知見が

もしほかの地域であった場合には、その活用をし

ていいかどうかという判断をした上で、いいよと

いうことになればそれは使わせていただくという

ようなことは、今日も行われています。 

○古都宣裕委員 それを聞いて安心いたしまし

た。せっかくとるデータ、またお金をかけたデー

タですので、しっかりと活用していただいて、網

走のみならずいろいろな地方でも生かしていただ

きたいなと思います。 

 次に、水産科学センター飼育試験施設整備事業

について伺います。 

 内容等については先ほど永本委員の質疑で把握

しましたので、一点だけ伺います。 

 これは築25年で建てかえということだったので

すけれども、今回建てかえるに当たって、この施

設の規模や面積、そして中身の設備などはどのよ

うになるのでしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 規模については、面積

については既存の施設と同程度、あるいは１割ほ

ど小さくなるのかなというふうに考えてます。中

のもの、水槽ですとか多くの備品はまだ活用でき

ますので、それは引き続き活用していく考えでい

ます。 

○古都宣裕委員 研究施設とのことなのですけれ

ども、何か新しい研究に向けたこういった特別な

そういう設備を入れたりという予定はないという

ことでよろしいでしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 現在のところ考えてお

りません。 

○古都宣裕委員 わかりました。 

次の質問に行きます。 

 次、予算書72ページ、中心市街地活性化対策事

業について伺います。 

 これは毎年ちょっと一回伺ってるのですけれど

も、網走市として考えている中心市街地というの

は、４条通りとバス通りとなっているのですけれ

ども、それは現在でも変わりないでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 中心市街地の考え方です

けれども、中心市街地を特に４条通りとバス通り

というふうに固定した考え方はしていないです。

もう少し広い範囲で考えている状況にはございま

す。 

○古都宣裕委員 そしたら、中心市街地活性化と

いうことである空き店舗活用は、中心市街地とバ

ス通りに限っていると思うのですけれども、それ

はなぜでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 ４条通りとバス通りに

限っているのはなぜかということなのですけれど

も、中心市街地という固定観念ではなくて実際に

一番のにぎわいのあるところ、そこの中心という

形で、そこをまずはにぎわいをつくっていかなけ
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れば、まち全体が疲弊してしまうと、そういう考

え方でそこに特定しているという状況でございま

す。 

○古都宣裕委員 ずっと僕考えてるのですけれど

も、中心市街地で４条通りとバス通りをにぎわい

というのですけれども、これ昼だったらわかるの

ですけれども、夜だったら４条通りと果たしてバ

ス通りに人歩いてるのかなと考えたら、その中心

市街地という範囲を考えたときに、夜の面と昼の

面を考えたらやっぱりどっちも必要なんじゃない

かと思うのですけれども、いかがお考えでしょう

か。 

○田口徹商工労働課長 空き店舗活用事業につき

ましては、当然昼のにぎわいを想定して考えてお

ります。ですから、空き店舗の対象店舗につきま

しても、昼の営業を基本としているというふうに

考えております。 

○古都宣裕委員 昼のほうを中心に考えていると

いうことだったのですけれども、多分、調査する

のは難しいかもしれないですけれども、夜のほう

が人歩いてるんじゃないかと私は思うのですよ

ね。そうなるとやっぱり夜というのは、やっぱり

飲食店が中心になってきて、昼だと４条通りだと

いろいろな雑貨ですとか、いろいろな部分もある

のですけれども、それを考えると、何かもう

ちょっと範囲を広げて、そういった夜の面と昼の

面も合わせた上でにぎわいをつくっていこうとい

う取り組みが必要なんじゃないかと思うのですけ

れどもいかがお考えでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 市のほうでは、商店街と

連携しまして、交通調査等も行っているのですけ

れども、現状におきましても平成26年、27年、28

年との調査の結果でいくと、人通りが少なくなっ

ているという状況でございます。これをさらに中

心市街地の範囲を広げて補助をして、店舗の分散

が起きてしまうと、一層にぎわいが失われるとい

うことを危惧しております。それで、特定の場所

を決めまして、補助をしている状況になっており

ます。 

○古都宣裕委員 中心市街地というある程度のエ

リアを決めておきながら、そこを分散したら困る

というのは、ちょっと僕よくわからないのですけ

れども、その中でもやっぱり一人でも一つでも

やっぱり店舗維持ですとか、やっぱり店舗、店舗

の考え方にもよるのですけれども、この中心市街

地のエリアの中に来ることというの僕は迎合すべ

きことではないのかなと思いますけれども、毎年

ここは平行線になってしまうので、次の質問に行

きたいのですけれども、中心市街地活性化対策支

援事業というのがあって、この事業内容を見る

と、空き店舗を活用したコミュニティーの場の設

置及び商店街のリーダー育成事業に対する補助と

あるのですけれども、これは商店街のリーダーを

ずっと育成しようとしてきてやってきてると思う

のですけれども、成果としてどのようなものがあ

るでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 商店街の活性化研修事業

の関係ですけれども、その成果ということですけ

れども、最近は中心市街地の活性化及びラルズ跡

地の対策、それからまちづくり会社をつくるに当

たっての考え方とか、その辺を参考に研修を行っ

ておりまして、ある程度の目的を持って行ってお

りますので、それから今までの中に反映されてき

ているというふうに考えております。 

○古都宣裕委員 事業主体の中にリーダーの育成

とあって、これは今までやっぱり各商店街の方々

はお店を持っているその店のリーダーだとは思う

のですけれども、商店街としてのリーダーがいな

いからつくろうという動きなのか、今までつけて

きたけれども、まだリーダーがいないからずっと

つけ続けているものなのか、どっちなのでしょう

か。 

○田口徹商工労働課長 リーダーの人材育成もあ

るというふうに考えております。 

○古都宣裕委員 何度か私この場でも指摘してい

るのですけれども、商店街の中でもちょっと温度

差があってなかなかまとまりが見られないという

部分もあって、最近はまちづくり事業等も通しな

がら、少しずつまとまりも見えてきているところ

でもあるのですけれども、なかなかそこをもう

ちょっとまとめないと、まちなかのにぎわいをつ

くっていくっていうのがすごい難しく感じます。

ただ今回も、まちづくり会社をつくるに当たって

いろいろ活用していくと思うので、そこは推移を

見守らせていただきたいと思います。 

 次に、企業誘致プロモーション事業について伺

います。 

 先ほども種々お話出てきたので、この中でも一

点ちょっと提案的な話なのですけれども、先ほど

最後にサテライトオフィス等も考えているという



 

－ 173 － 

ことだったのですけれども、空き店舗もあります

し空き家対策とか、そういったものもある中で、

企業としてＩＴ産業があります。ＩＴ産業はプロ

グラミングですとかそういった部分だと、ある意

味、東京に限らず場所を選ばないところもあると

思います。そういった中である一定程度場所を整

備することによって、夏季の梅雨時期を避けてこ

ちらで仕事してみてはどうか。または冬季休みの

ときにウインタースポーツを楽しんではどうかと

いう売り方をしながらも、できたら部所なりその

会社なりが網走に来て、網走でも仕事しやすい、

網走で仕事したいという環境をつくっていくこと

も考えられるのですけれども、そういった考えは

お持ちでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 多分今委員のおっしゃっ

てるのはサテライトオフィスになるのではないか

なというふうに考えておりますけれども、データ

センターとかで、データセンター展とかに参加し

ながらいろいろな関係を構築してきておりますの

で、そういう企業対象にサテライトオフィスにつ

いては進めていければというふうに考えておりま

す。 

○古都宣裕委員 私も何度か東京に行った際、Ｉ

Ｔ産業の社長さんと話した際には、いや、そう

いった部分だったらいきなり丸々ではなく、期間

的とかでも行ってみたいと。北海道に対するやっ

ぱり憧れというのは、内地の人といいますか、東

京の人たちはある程度持ってまして、いきなり

ずっと住みたいというよりはやっぱり行ってみた

いという部分があるので、サテライトでやってい

ただくというのは、私は大いに迎合したいので、

頑張っていただきたいなと思います。 

○井戸達也委員長 古都委員の質疑の途中です

が、ここで暫時休憩いたします。 

午後５時04分 休憩 

───────────────────────── 

午後５時14分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き再開いたし

ます。 

 古都委員の質疑を続行します。 

 古都委員。 

○古都宣裕委員 次に地域コミュニティー交通対

策事業について質問いたします。 

この事業、西山通り、二ツ岩線の地域、バスが

ない地域に対して出しているものと認識しており

ますが、ただ、現在利用率がなかなか思うように

伸びず、またそれについての利用促進について悩

んでいるところだとは思うのですけれども、現在

どのような対策を講じているのか、また利用増に

対してどのようなふうに思っているのか。また、

余り利用が減り過ぎるとやっぱり維持というのは

難しくなってくると思いますけれども、それに対

してはどのように考えているのか、お示し願いま

す。 

○田口徹商工労働課長 地域コミュニティー交通

の対策ですけれども、西山通りそれから二ツ岩線

につきましては、網走市地域公共交通活性化協議

会において、利用実績を報告確認するとともに地

域住民等と利活用の促進に向けた協議を重ね、地

域ニーズを踏まえて、よりよい運行体制のために

実施可能なところから取り組みを進めているとこ

ろです。西山線につきましては地域ニーズを踏ま

えまして、平成28年10月から一部ダイヤを変更し

て行っており、また二ツ岩線につきましても本年

１月に地域住民の意見集約を行い、運行事業者と

も協議を行う予定であり、今後も地域住民と協議

を重ね、地域ニーズに合った運行体制、ルートと

かの見直しも含めてやっていきたいというふうに

考えております。 

○古都宣裕委員 二ツ岩線に限っていえば、私も

その中に入って、当初からずっといろいろお話を

してるのですけれども、まず立ち上げの時点で、

最初に余り利用がない状況だとなくなる可能性、

また再びなくなってしまう可能性があるのではな

いかという話をしたのですけれども、だからボト

ムを決めようという話をしたら、続けるのが前提

で、最初からそういうマイナス思考のところは決

めたくないということで、ボトムはないというこ

とでやっていたのですけれども、現時点でいろい

ろ話を伺うと、前日前もって利用がない部分はた

だタクシー等の派遣がないだけで、バスもその時

間の運行がないというだけだから、そこまで負担

が業者側にかからないから大丈夫という話なので

すけれども、将来的にはこれは二ツ岩、西山線の

みならず、各いろいろな地域の、遠方の地域のほ

うにつながってくると思うのですけれども、この

コミュニティー交通対策事業についてはどのよう

にお考えなのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 先ほどもコミュニティー

交通については、地域ニーズを確認の上というふ
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うに話していると思うのですけれども、私ども確

認するときには、まず地域としてその路線が必要

だということ認識しているかどうかということか

らまず確認させていただいて、必要だということ

であれば、ではどうしたら使い勝手がいいのかと

か、どうすればもっと便利になるのかとか、その

ようなことを検討しているという状況でございま

すので、もし地域が必要ないというのであればそ

れは無理して残す必要はないというふうには思っ

ております。 

○古都宣裕委員 地域の話を伺った上でというふ

うになってくると思います。もう一つ地域コミュ

ニティー交通対策事業の中で、地域内での移動の

手段としての役割も今後考えていく必要があると

思うのですけれども、例えば地域のうちでも結構

範囲が広くて、その中から移動したい、でも高齢

化が進んでいる今なかなか昔みたいにおいそれと

歩いていけるような形ではなくなってきていると

きに、そういったニーズも出てくると思うのです

けれども、そちらのほうはどのようにお考えで

しょうか。 

○田口徹商工労働課長 地域において公共交通が

一定程度走っているところについては、その公共

交通の利便性を高めるという、それからそれを維

持するという、そういう方向で取り組みを進めて

いっているところでございます。 

○古都宣裕委員 では公共交通が通ってないとこ

ろは、どのようにお考えでしょう。 

○田口徹商工労働課長 これも午前中も少しお話

ししたのですけれども、公共交通の不便な地域、

通ってないようなところにつきましては、その地

域から幹線までの交通について、どのような交通

ができるのか、その地域に合った交通、有償交通

とか、そういうものも提案したりしながら、地域

とは協議をさせていただいております。 

○古都宣裕委員 なかなか網走としても、範囲も

広い、また場所によっては親子で住んでいるとこ

ろもあれば、なかなか独居老人の人が多い地区も

あると思うので、そういった地域性をちゃんと考

えながら進めていただきたいなと思います。 

 次に入ります。 

 冬季観光魅力向上事業とあります。 

 先ほど種々いろいろな話があったと思うのです

けれども、冬季観光の魅力、今後イベント等を考

えていると思うのですけれども、この中で一つ忘

れてはいけないのは、昔あったのっとりランドが

あったか網走になって、昨年なくなってしまった

というところがあると思います。そのなくなった

中にも、赤字を残してなくなってその残債を処理

したという経緯もあることから、しっかりとその

反省点、またなぜうまくいかなかったのかという

部分をしっかりと精査しないと、なかなか同じよ

うになってしまうのではないかなと思うのですけ

れども、どのようにお考えでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 冬季観光の今後の方向性と

いうか、取り組み方のお話だと思いますが、確か

に今御指摘のありましたように、あったか網走の

会計については、非常に残念なといいますか、な

かなか厳しい結果になりました。その状況につき

ましては、確かにお客さんの流れとか、あとは

やってた会場の環境整備が変わったとか、種々い

ろいろな部分が、本当悪い要素が重なった部分も

ありました。天候もすごく悪くて、開催日が悪

かったとかということで、局地的に利益が落ちた

というのは本当に大きな原因の一つではないかと

いうふうには思ってました。あと、お客さんの客

離れというのは確かに一つの要因としてはあった

のだろうなというふうには思ってますので、そう

いったことも今後生かしながら、冬の魅力の構築

事業に反映させていきたいというふうには考えて

おります。 

○古都宣裕委員 冬季においては、かねてより部

長もキラーコンテンツと言っているように、流氷

があることからも網走としての魅力としての部分

というのは出せることもあるのかなと思っており

ます。また、流氷の見れる時期とか、確率でいえ

ば網走よりもっと有利な地区というのはあります

けれども、網走はおーろら号があることから観光

客の集約もできているのではないかなと私は見て

いるのですけれども、ただ、今冬季観光網走もそ

ういったコンテンツがあるからといって、以前の

ピークのような集客ができているかといったらそ

うではないと。その集客ができてないということ

は、ホテルにはまだ空き室があるというふうに考

えて私はいいのだなと思っていますので、まだま

だ冬季の観光魅力向上することによって集客力の

アップを図っていく必要があると思っていますの

で、そういった反省点もしっかりと踏まえなが

ら、前向きにいろいろな事業に取り組んでいただ

きたいと思っております。 
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 次に、サンゴソウ群生地再生保全事業とありま

す。 

 これは、昨年たしか復活宣言をされたと思うの

ですけれども、ことしも同じ事業としてついてお

ります。復活宣言をされたといえども、ピーク時

とはまだいかない。もう少しでピーク時ぐらいま

で戻せるのかなと思って期待をして見ているので

すけれども、これも以前いろいろなことが、要因

があったことから、黒くなってしまって、保全事

業として始まったという経緯もありますけれど

も、そういったことがある前から、もう実は大分

減ってきたという経緯もあることから、元々この

サンゴソウ群生地というのは人の手が入って初め

て観光地の一つとしてこうやっていこうというこ

とで始まったこと、場所だというふうに伺ってお

ります。そのことからも、放っておけばずっとこ

れが維持できるものではなくて、やっぱり人の手

はある程度かけなきゃいけないということから

も、今復活宣言されて、さらには保全としてまだ

ついているのですけれども、今後の方向性とし

て、以前のピークのような形が戻ったとしても、

私は一程度予算をつけた上で、しっかりとサンゴ

ソウ群生地として守っていく必要があると思うの

ですけれども、そちらの方向性としてはどのよう

に考えているのでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 サンゴソウ群生地再生保全

事業の関係でございますが、いろいろ今お話がご

ざいましたように、平成22年度の生育不良から皆

さんでもとに復活させましょうということで、市

のほうでも予算をつけて整備を続けてきました。

復活宣言もしまして、今委員のほうからもお話が

ありましたが、確かにあそこの群生地というのは

人為的に育て守られてきた群生地と、サンゴソウ

だということで、能取湖の湖畔の自生している

アッケシソウとはそこがちょっと様相は異なるの

だろうというふうには思っています。ですから、

今後も一定の人為的な管理というのは必要最低限

必要になってくるというふうには思っておりま

す。ただ、どこまでが手をかければいいのかとい

うのは、はっきりいってわかりませんが、東京農

大の先生の話を聞きましても、そこは地域の人、

例えば市でもいいですけれども、これでいいんだ

というふうになれば、それはそれで整備は終わる

んだろうという話はしてます。ただ、忘れてはな

らないのは、今回の復活宣言をして地域の貴重な

宝であるということを認識したということは皆さ

んあると思いますので、そのことを踏まえながら

やっぱり一定程度の予算をつけて、整備と保全と

いうのはしていきたいなというふうには考えてお

ります。 

○古都宣裕委員 サンゴソウというのが、見ごろ

のピークが観光の夏のハイシーズンを迎えた後に

来るのですね。それの意味からすれば、閑散期対

策の一つに私は大いにつながっているし、エー

ジェント、旅行業者の商品醸成の一つのコンテン

ツにもなっていることから、ここはしっかりと

やっていくべきで、終わった後、今までやってな

かった種とって種をまくとかという行為で、やっ

ぱりだんだん復活してきている部分もあるから、

そういった部分だけでも継続できるように、しっ

かりと管理、維持を行っていただきたいなと思い

ます。 

 次に、修学旅行誘致促進事業について伺いま

す。 

 平成28年では32万6,000円となっておりました

が、本年度は17万円となっております。本年度は

どこにどのような営業を行っていくのでしょう

か。また前年度はどのような営業を行ったので

しょうか。 

○伊倉直樹観光課長 修学旅行の誘致事業の関係

なのですけれども、昨年28年度につきましては、

東京首都圏からの修学旅行生の誘致の取り組みと

いうのを進めてきたのですけれども、実態として

北海道に関しては新幹線開通の影響もありまし

て、それと機材繰りの関係がありまして、なかな

か道東のほうに飛行機は北海道へ入ってくるのは

非常に厳しいというような状況があります。それ

で、今年度29年度に向けては、首都圏からのとい

うよりも道東、根釧地区とか帯広地区とか、そう

いったところからの小学生をターゲットとした誘

客に努めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

○古都宣裕委員 根釧地区からということだった

のですけれども、私も小学校のとき修学旅行が釧

路だったように、網走と釧路方面というのは、

バーターのようになっております。網走から行く

から今度釧路から来てもらうというような形に

なっております。ただ最近には、交通網の発達に

よってやはりニーズからして札幌に行きたいです

とか、帯広のほうに行くだとか、可能な移動であ
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れば旭川とかもあるのでしょうけれども、なかな

かそのバーターがうまくいかないという状況もあ

るのも承知しております。 

 しかしながら、このせっかく修学旅行というの

があって、大曲湖畔園地もそうやった形で利用し

ていることから、私は逆に東京とかなかなかふだ

ん自然に触れない人たちに対してアピールするこ

とが大事なのではないかなと思っております。飛

行機の機材等などからも大変なこともわかるので

すけれども、そういった面からも、逆に釧根地区

に行くというよりは、東京とかのほうのたくさん

ある学校のうち、修学旅行、今私立ですと海外

だったり国内のどこだったり選べたりする中で

も、北海道のこの道東の網走に来てそういった体

験をしてみませんか。そういう社会を学ぶのが修

学旅行でしょうという売り方をしていくのが大切

だと思うのですけれども、いかがお考えでしょう

か。 

○伊倉直樹観光課長 今後、首都圏向けの誘致活

動を一切行わないということではありません。旅

行需要の動きや航空機の運航の状況も見ながら、

今後の対応は検討していきたいというふうに考え

ております。 

○古都宣裕委員 なかなか難しい状況だから、今

回は釧根のほうでという形だと思うのですけれど

も、だからこそ私は逆に継続して釧根よりも、車

で行ける釧根よりも飛行機を使わなくてはいけな

くても、やっぱりニーズですとか、やっぱり人が

多いところのほうがやっぱり１校でも引っかかる

確率を高くなるので、東京とかやっぱり首都圏に

売り込むことのほうが大切ではないかなと思って

おります。同時に釧根がどうでもいいというわけ

ではなくて、同時並行でやっぱりやっていただき

たいなと思っております。 

 次に、おいしい街網走観光素材開発支援事業と

あります。昨年度50万円で今年度は30万円となっ

ております。おいしい街網走観光素材開発とある

のですけれども、五、六年前だったか、東京農大

の調査発表でも、北海道、特にこの道東、オホー

ツク海の海産物というのはうまみ成分がほかより

も寒流だからか多いという、たしか成分結果が出

たと思うのですけれども、その点から踏まえても

おいしい街といって網走の海産物を全部おいしい

ですよというのもわかるのですけれども、以前か

ら12月の質問でも話したとおり、やはりおいしい

街といっても何か核をつくっていく必要があるの

ではないかなと私は思っております。 

 函館に行けば、御飯といえばまずはイカ飯とい

うように、頭にまず網走と言われたら何か浮かぶ

ような状況をつくっていく必要があると思ってい

るのですけれども、おいしい街網走観光素材開発

ということで載っていますので、そういった部分

の開発でどのようなものが行われきたのか、また

どのようなふうに考えているのかをお伺いしま

す。 

○伊倉直樹観光課長 まずおいしい街網走という

ことで、これは別に食べ物に限ったことではなく

て人とか景観とか、人とのつながりとか、そう

いった部分の含めてのおいしい街というふうに考

えているところであります。 

それで、この事業につきましては、網走市内の

魅力ある観光素材として定着するものを、まさし

く創立しまして、観光の誘客及び滞在時間の拡

大、観光消費額の増加を図るために観光素材の開

発や魅力向上を計画的に実施するものに対して、

補助しようというものでございます。 

確かに再三お話のあるように、キラーコンテン

ツというのは本当に大事だと思ってますし、その

部分でも網走は流氷ということでは一つはあると

いうふうには思ってますが、ただ市民の方とか私

たちの目以外でも、そういう目に埋もれているも

のとか、そういったものを発掘、市のほうにも情

報としていただきたいということで、この今事業

をやっているということなのですけれども、今年

度につきましては、流氷物語号という観光列車と

いうのがＪＲ北海道さんで運転をしてもらったの

ですけれども、それの運行に当たって市内の団

体、鉄道の愛好団体の方が乗るお客さんにおもて

なしをしてもらうということで、車内ガイドをし

てもらったりとか、それからオリジナルの商品を

つくってくれたりとか、そういったにぎやかしを

してもらった部分がありまして、この部分一件が

一応今年度、現時点での実績ということになって

おります。昨年度27年度につきましては、件数的

には３件ございまして、実績として２年間でこの

４件という形になりまして、実態として昨年より

件数も落ちて金額的には落として妥当な金額では

ないかということで、30万円の予算を計上してい

るいうことですが、あと残念ながら、今この四つ

の出されたおいしい街の素材事業から委員のおっ
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しゃるようなキラーコンテンツが出るのかといっ

たら、そこは今はっきりこれがなりますというの

は申し上げる状態にはありません。 

○古都宣裕委員 これはそしたら逆に言えば、キ

ラーコンテンツを探すための事業だというふうに

理解いたします。 

 本当に網走のやっぱり核となるものをしっかり

と煮詰めていかないと、なかなか観光業界として

厳しい状況にあるのは変わりない、回復傾向にあ

るといってもやはりピークにはほど遠く、その中

でもやはりインバウンドに支えられているという

状況は、国際情勢が何かあったら簡単に揺らいで

しまうものだと思うので、やっぱりそれがあって

も来たい網走をつくっていく必要があるんだと私

は思っております。 

 その下にある閑散期対策商品造成事業とありま

す。まずこの内容について伺いたいのですけれど

も、往々にしていろいろな市町村でもありがちな

のですけれども、閑散期対策といってエージェン

トにお金を支払い、結果エージェントが懐にお金

が入るだけで地元に対してなかなかメリットがな

かったり、逆に利幅をエージェントにとられてし

まって、今、バス事業は法律によってある程度の

利幅を守られておりますけれども、宿泊業者など

が安い値段でたたかれてしまって泣きを見るとい

うこともあるのですけれども、今回この造成事業

に当たってはどのような出し方をしているのか、

伺います。 

○伊倉直樹観光課長 閑散期対策商品造成事業に

ついてでございますが、まずこの事業内容につい

てですけれども、貸し切りバス運賃体系や道南地

域にシフトしている環境も変わらず、入り込みは

なお一層落ち込むことが現状予想されているた

め、ことし取り組みました宿泊バスツアー商品造

成事業の助成方法の内容を変更、見直しまして、

閑散期における商品造成に対する助成事業を実施

しようとするものでございます。 

閑散期における市内の消費喚起を図るため、昨

年実施した宿泊バスツアーに対する助成内容を、

１人2,000円だったのですけれども、新たな事業

展開としてエスコート型の商品に加えまして、個

人型の宿泊商品、インバウンド対象の商品の以上

三つのカテゴリーの商品造成に対して助成を行う

ものでございます。 

 済みません。今まだ精査中の段階なのですけれ

ども、まず周遊型募集企画商品ということで、道

外向けの旅行会社に対しまして、網走宿泊のツ

アーの商品造成をした旅行会社に対しまして、宿

泊１名につき2,000円の助成を考えているのが一

つです。また、個人旅行客の誘客に向けた対策と

しまして、これは特典つきの宿泊プランとして、

これをＯＴＡを利用して考えておりまして、この

部分については、特典として市内の観光施設の

クーポン券をつけるというふうな内容になってお

ります。もう一つが、インバウンド対策事業とい

たしまして、こちらも一人当たり2,000円での助

成ということで、これはインバウンドの周遊型募

集企画商品ツアーの宿泊費を助成するもので、助

成金は市内のホテルに助成をすることを今考えて

おります。 

○古都宣裕委員 閑散期対策としては、まずはお

金が落ちるように人を連れてくるというのはひと

つとても大切なことだと思います。ただこの閑散

期に来るからこそ立場がすごく弱くなっているホ

テルとかたたかれやすい部分があるということも

念頭に置いていただきたいのが一つと、閑散期対

策商品ということで、閑散期対策がそもそも何か

といったやっぱり閑散期とされるときでも来ても

らうコンテンツをしっかりと充実させていくこと

が私は大切だと思っております。そういった面で

も閑散期対策として、今は人が来てもらうことが

大切という部分もありますけれども、閑散期とい

う言葉が使われなくなるぐらい網走の魅力、ほか

の時期としても、だからこそ見に行きたいんだ

と、わざわざ見に来たんだという部分をつくって

いくことが大切だと思っております。以前、二宮

部長がいらっしゃった最初のほうだと思うのです

けれども、ＪＴＢのコンサルの方が来て、観光に

大切なのは、これは何度も議場で申し上げてます

けれども、日本一や世界一をつくっていくことだ

と、だから見る価値があるんだというような講演

をいただきました。まだまだ私は、網走で何が一

番なのかというのはいろいろ考えるところはあり

ますけれども、ぜひともつくっていっていただき

たいなと思っております。 

 次に、東北海道空港連携海外観光客誘致事業と

ありますけれども、これは３市連携してチャー

ター便を誘致する事業だというふうに内容からし

て伺っておりますけれども、これは、十勝、釧

路、女満別の中で、どこに入ってどこから出てい
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くような事業造成をしているのかというのを伺い

たいと思います。といいますのも、なかなか入っ

て出を考えると、その商品造成がすごく難しく

なってくるのかなと思いますけれども、そこまで

をちゃんとパッケージングした上で、３市合同で

売っているのか、それか、キラーコンテンツとし

て海外から見られている北海道というのは札幌に

なりますので、では千歳から入ってきて最後に女

満別で出ていってもらうような形で考えているの

か、逆ルートも考えられますけれども、そういっ

た部分の売り方も考えての売り込みなのか、あく

までこの３空港で結んでの売り方なのか、お伺い

します。 

○伊倉直樹観光課長 まず北海道内の空港の状況

なのですけれども、これまでも新千歳空港への集

約が進められておりましたが、御承知のとおり、

新千歳空港の受け入れが飽和状態となっておりま

して、今後2020年に500万人の目標を達成するた

めにも地方空港に分散が必要な状況となっており

ます。 

具体的な組み立てとしましては、海外の旅行会

社や、航空会社や旅行会社へ、広域観光周遊ルー

ト形成促進事業とも連携をいたしまして、自然景

観や食体験メニューの豊富さなど、北海道らしさ

は東北海道にありますので、そういった魅力を満

喫されるために、女満別、釧路、帯広三つの空港

を利用した東北海道インアウト、例えば女満別空

港にインをし、網走から知床さらには川湯や阿寒

といった地域を経由しまして、帯広空港からアウ

トするといった釧路十勝川温泉など、効率よく周

遊できる魅力的なモデルコースを弾力的に提案す

るなどという形で考えているところでございま

す。 

○古都宣裕委員 なかなか難しい部分もあると思

いますけれども、先日、新聞報道でもあったよう

に、札幌の中央バスが都市間バスを定額で何日間

か利用できるようなものを今試験的に売り出して

いたりとかという部分もあって、そういったもの

としっかり連携した上で、なかなか本当に商品造

成とか私一回やったことあるのですけれども、女

満別空港の着の時間体によったりだとか、そのア

ウトの時間体によっては、網走はスルーされてし

まうというのも事実であります。また少しでも

寄ってもらって、滞留時間を長くする取り組み、

またその時間帯もしっかりと考えて売り込んでい

く必要ではないのかと思いますけれども、いかが

お考えでしょうか。 

○二宮直輝観光部長 御質問にお答えいたしま

す。 

 先ほどの観光課長からモデルコースの提案とい

うことで申し上げましたけれども、やはりコンテ

ンツを、やっぱり魅力あるコンテンツを来訪を願

う海外のお客様に売っていく、そしてさらにそれ

のそういったお客様に向けられる商品造成を、販

売の見込みが、売れる商品を旅行会社に造成して

もらうと、こうした二本立てでＢtoＢ、あるいＢ

toＣのプロモーションをかけて展開をしてきてお

ります。 

 委員おっしゃるとおり、一つはコンテンツであ

り、一つはいわゆる効率よく回るモデルコースで

あったり、こちらで到着をされてお客様が楽しま

れるさまざまなコンテンツということになろうか

と思います。 

○古都宣裕委員 こちらで自由に設定できないイ

ンアウトの時間などを、そういった部分を考える

となかなか効率よく絶対寄ってもらおうという商

品造成というのはすごく難しくなってくるとは思

うのですけれども、そういった部分もしっかりと

念頭に置きながらＰＲ、またできれば網走に有利

な時間帯になるような誘致事業としての活動を

行っていただきたいと思います。 

次に、広域観光メディア活用ＰＲ事業負担金と

あります。 

 内容としては海外でのプロモーションまたＣＭ

を流すという話だったのですけれども、どこにど

のような形で、また何回または期間がどれぐらい

流すのでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 広域観光メディア活用ＰＲ

事業なのですが、このＰＲビデオにつきまして

は、今考えているのは長さ的には30秒のＣＭをイ

ンドネシア、シンガポール、台湾といった東アジ

ア圏の富裕層向けのテレビにて、各国12回程度ず

つ放送する予定で今計画を立てておりまして、そ

の12回の回数についての期間につきましては、今

調整中でございます。 

○古都宣裕委員 テレビＣＭに関していえば、私

は日本とほかの国だとまた大きく違うかもしれな

いですけれども、何十秒という枠でもものすごい

やっぱりゴールデンの時間帯ですとか高くなるよ

うな形で私は認識しているのですけれども、価格
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的にはこれは海外だとこの金額でもゴールデンの

ような人がいっぱい見るような時間帯に流せるの

でしょうか、それとも深夜の時間帯に流すような

感じになるのでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 確かにゴールデンの部分で

すとか、時間帯につきましては、今後の調整にな

りますが、そこは予算の範囲内ということで、ど

こまでの希望に沿えるかというのは、これからの

協議次第ということになると思います。 

○古都宣裕委員 せっかくリメイクした上で30秒

の中で、網走が広域で取り組むわけですから、そ

の30秒の中で何秒が網走に使われるかというの

も、また３市平等なのか、それとも網走は５秒程

度で終わってしまうのかもわからないですけれど

も、その５秒に網走の魅力をぎゅっと詰め込ん

で、しっかり売って網走に寄りたいと思うような

形のものができ上がることを望んでおります。 

 次に、天都山展望台・オホーツク流氷館管理運

営事業について伺います。 

 これは、流氷館の事業予算書を見ると、最終で

本年度は50万円ほどプラスというふうになってい

るのですけれども、現在では流氷館には地域おこ

し協力隊員が２人いる状態で、ではプラス50万円

というふうに見込んでいるとするならば、もし仮

に平成29年の地域おこし協力隊が終わってしまう

方がたしか一人いると思うのですけれども、その

方がでは残って働きますとなったときには、その

人件費分はマイナスになってしまうのではないか

という懸念があるのですけれども、どのようにお

考えでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 地域おこし協力隊を新たに

公社社員として雇用した後の公社全体の職員体制

や人数、またその時点での施設管理運営費用の収

支状況によりますが、市からの指定管理委託料の

内訳につきましては、基本的に施設内容に要する

人件費も含まれていることから、必要に応じ指定

管理委託料の見直しを図る中で、対応は可能とい

うふうに考えております。 

○古都宣裕委員 対応可能な中でも、今地域おこ

し協力隊が二人いるということで、二人分の人件

費が今後生まれ得る可能性があることから、また

経営の見込みでも今は耐えれるとなっても、５年

間改修がない中で、また会館、一番最初のオープ

ン当初の特需からだんだんと減っていくという当

初の計画の見通しからも、やはり最初の５年間は

少しずつ減っていくというのが現実的な見方だと

思っております。その中でもしっかりとやってい

けるように、しっかりと観光部としても見ていっ

ていただきたいなと思います。 

 最後に、観光部が今後観光商工部になることに

ついて、お尋ねしたいと思います。観光部は元々

経済部の中の観光課の一部として位置づけられて

いた中で、観光の中でひとつしっかりと力をつけ

たい、方向性を出していくんだということで、分

離昇格した流れがあったと思います。その上で、

今の二宮部長が専門職としていらっしゃって、観

光に対する施策に取り組むという形でなったと思

います。代表質問の答弁の中でも、成果として観

光振興計画を策定、流氷館の建てかえ、オホーツ

クマラソン、またスポーツツーリズム、広域活

動、広域観光などの施策を展開したというふうに

ありましたけれども、観光振興計画というのは当

初から元々ずっと策定してきているものでありま

すし、流氷館の建てかえも元々既定路線で話が上

がっていたものだなということから考えると、オ

ホーツクマラソンやスポーツツーリズムという部

分が観光部になった成果なのかなと思います。た

だ、今回の正直、改編において、また観光部とし

て上がったのに経済の中の一観光課というふうな

位置づけに戻ってしまうのではないかな、ただそ

の中身の内容が変わるかどうかというのは別にし

て、せっかく観光部として一本立ちした上で観光

に力をつけさせようと、観光を頑張ろうというふ

うな意気込みで上がったと思って見ていたのが、

またもとに戻ってしまうのがちょっと寂しく思え

るのですけれども、どのようにお考えでしょう

か。 

○岩永雅浩企画総務部長 組織改編に関する御質

問ですけれども、代表質問でもお答えしたとお

り、観光部の設置につきましては平成23年に東日

本大震災があったということで、観光行政を取り

巻くさまざまな課題が生じた。そのさまざまな重

要課題にどう向き合っていくかということに注力

させるために独立をさせたという経過がございま

す。それが平成24年に新設された経緯でございま

す。平成26年には先ほど委員からもあったよう

に、観光、網走観光の指針となる振興計画を策定

されて、流氷館の建てかえを初め、最近ではオ

ホーツク網走マラソンを特徴とするスポーツツー

リズムの検討など、実施あるいはさらなる検討を
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行ってきています。 

さきに策定をした人口ビジョンの経済分析にお

きましても、第二次、三次産業の生産性向上と販

路拡大が課題というふうに示されたことから、総

合戦略の中では網走の強みである地域産業の競争

力強化を目指す商工部と連携をすることが重要だ

ということが示されました。網走の地域特性を生

かして、域外から需要を呼び込む交流人口拡大の

取り組みを引き続き推進し総合産業としての観光

の活性化を目指すためには、観光部に商工労働課

を編入をして観光商工部を設置をするという考え

に至ったということでございます。 

○井戸達也委員長 次、近藤委員。 

○近藤憲治委員 それでは、私からも幾つか端的

にお伺いさせていただきたいと思います。 

 まず最初に、水産の流氷明けのカニブランド化

でございます。 

 これ継続的に取り組んでおられますが、流氷明

けのキーワードですね、この間広く定着をしてき

たというふうに受けとめさせていただいておりま

す。それもちろんこの事業を含め、また観光部で

ずっと取り組んできました旬まつり事業も合わ

さって、流氷明けの網走の海産物はおいしいんだ

というブランドは、着実に定着してきているとい

うふうに思います。その部分では、この政策的な

部分で一定の成果を上げてきていると評価をした

いところではあるというふうに感じているところ

なのですけれども、逆にどこまでブランディング

をするのかという着地がなかなか見えづらい側面

もあるというふうに受けとめています。特にその

流氷明けのカニについては非常に値段も上昇をし

てきてまして、さらに品薄の傾向も出てきている

と。ブランド化はしたものの売るものがないとい

うのは、結果的にはなかなか厳しい状況になって

しまいかねないので、今後のこの事業の着地目的

をきちんと見きわめながら推進をしていただきた

いというふうに考えますけれどもいかがでしょう

か。 

○脇本美三水産漁港課長 流氷明けのウニ・カニ

ブランド推進事業についてのお尋ねでございます

けれども、流氷明けのウニ・カニについてはブラ

ンド化をするというよりも、今委員からお話の

あったとおり、一定程度のブランド化は確立をし

てるのだろうというふうに認識をしております。

そういう意味では、首都圏の飲食店チェーンと連

携をして、例えばフェアの期間中におよそ１万

5,000人の方々に来店いただいて、こうしたもの

を味わっていただいているという状況もございま

すので、全ての方がウニやカニを召し上がったか

どうかということはわかりませんが、露出宣伝と

してはそういうことで首都圏に広がりを見せたい

というのが一つの考え方でありまして、そういう

意味では、既に確立されてるブランドを首都圏発

信をしまして、販路拡大ももちろんですが、こう

した首都圏のフェア等で食べておいしいと感じて

いただくことで、網走にぜひ足を運んでいただい

て、網走の町でさらにまたおいしいものを食べて

いただいて、網走の観光にも波及をさせたいとい

うのが一つの目的でございます。 

 そういった考え方においては、提携先の首都圏

の飲食店チェーンでフェアを実施する場合におい

ても市内で、網走市内で行われるこうしたイベン

トや、あるいは食に関する紹介、こういったこと

もあわせて行っております。平成29年度において

も引き続きこうした取り組みを進めていきたいと

考えております。 

○近藤憲治委員 これもまた推移を見きわめなが

ら、今後議論をさせていただきたいと思います。 

続きまして、レイクサイドパーク・のとろの管

理運営事業でございます。 

 こちらも代表質問で少し触れさせていただきま

したけれども、建設の経緯はいろいろあるという

ことで答弁の中に盛り込まれておりましたけれど

も、一方では交流人口の増加に資する施設でもあ

るというふうに考えております。特に観光シーズ

ンに道の駅に集まるキャンピングカーをこのレイ

クサイドパーク・のとろに誘引をして滞在日数を

延ばすことで、地域内の消費額をふやしていくと

いう考え方を持つこともできるのではないかとい

うふうに思います。 

 兵庫県の香住という地域では交流人口増加のた

めに、キャンピングカーを集積させる仕掛けを、

キャンピングカーの聖地にしようというかけ声の

もと進めております。レイクサイドパーク・のと

ろでもそういった思考でもっと活用できる余地が

あるというふうに感じております。いろいろと制

約がある部分も理解しつつ、現に施設として存在

している以上はうまく活用していく方策を考えて

いきたいというふうに考えますが、現段階での見

解を改めて伺います。 
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○脇本美三水産漁港課長 レイクサイドパーク・

のとろに関する御質問でございますが、代表質問

におきまして、市長から整備に至った経緯も含め

て答弁がありまして、市の財政事情も踏まえなが

ら、将来的な施設のあり方について今後検討が必

要であるという答弁がなされたところでございま

して、基本的にはこうした考え方で臨むというこ

とでございます。 

 ただ一方で、現在ある施設を有効に活用すると

いうことも大切なことであるというふうに認識し

ておりますので、オートキャンプサイトで電源が

とれないとか、そういう課題があることも承知を

しておりますので、限られた財源の中で今後の有

効利用を図るためにはどのようにしていくのがよ

いのか、検討が必要であるというふうには認識し

てございます。 

○近藤憲治委員 こちらにつきましてもまた今後

も議論させていただきたいというふうに思いま

す。 

続きまして、オホーツク産小麦消費拡大事業、

農政でございますけれども、こちらにつきまして

も継続的に取り組んでおられる事業かと思いま

す。着目点としては非常にいいところを狙ってお

られるなというふうに受けとめさせていただきま

して、市民の間にも網走産の小麦をもっともっと

世に広めていこうよという機運が着実に高まって

きているというふうには感じてきております。市

主催で重ねてきた取り組みではございますけれど

も、やはりこの先、さらなる多様な主体と連動し

ながら、市民レベルでのムーブメントに広げてい

く必要があるというふうに考えております。 

 まず一つは多様な主体との協働を意識していた

だきたいということと、もう一つ、網走産の小麦

のＰＲ、オホーツク産も含めてなのですけれど

も、小麦のＰＲでちょっと難しいなと感じている

のが、オホーツク産小麦の価値を定義することが

なかなか難しいなというふうに感じております。

味、香り、見た目、加工のしやすさ等々、網走産

小麦の価値はこれだというものを、機能性の分析

に加えて網走産小麦を既に使っていただいている

加工業者さんからの情報も集約して、網走産小麦

はこれが自慢ですという理由を一つでも見出せれ

ば、次に打つ手法が具体的に見えてくると考えま

す。網走産小麦の価値の定義に乗り出す御意向が

あるのかどうかも含めてお聞かせていただきたい

と思います。 

○川合正人農政課長 網走産小麦の定義、価値の

定義ということでございますが、網走市で栽培を

されている小麦につきましては、きたほなみとい

う品種であります。こちらは道内においてポピュ

ラーな品種でありまして、栽培の技術が確立され

ておりまして、こちら製品は画一化されていると

いうところでもございます。小麦の生産につきま

しては、天候等により品質が左右されるところで

はございますが、網走の場合、麦稈施設は受け入

れ体制が充実しているということ、また、製品の

品質が均一化され高品質で製品の歩どまりも高い

というところであり、安定的な供給が可能になっ

ているところでもあります。網走産小麦の定義と

いうところでは、品質では難しいところではござ

いますが、この品質の高さ、均一な品質で安定供

給ができるというところをＰＲしていくことが必

要ではないかというふうには考えております。 

多様な主体との協働ということも認識していた

だきたいということでありますので、こちらのほ

う、現在はいろいろなイベントにつきましては、

市が主体として取り組んでいるところであります

が、今後は地域の青年団体等との協働による取り

組みも今後は検討していきたいというふうに考え

ております。 

○近藤憲治委員 今、網走産小麦の特徴について

も御答弁をいただきました。これはこの消費拡大

事業とはまた異なる事業でございますけれども、

学校給食のパンに網走産小麦を使うという仕掛け

等含めまして、なかなかユニークな政策を持続的

に展開をされているというふうに思っておりま

す。市内飲食店でも、網走産小麦を使ったメ

ニュー化の広がりを促して、そのイベントのとき

だけではなくて通常時でも、流氷明けのカニと同

じように、網走に行ったらパンもピザもパスタも

お菓子も網走産小麦を使ったメニューを食べたい

なと、来訪客に思わせるような仕掛けを官民挙げ

て推し進めてまいりたいというふうに考えており

ます。その主体は、さっき述べた多様な市民との

協働で模索をしていくべきであると考えますけれ

ども、改めて認識をお伺いいたします。 

○川合正人農政課長 網走産小麦を普及していく

ためには、イベントの開催、学校給食での利用は

もちろんのこと、市内店舗での網走産小麦の利用

促進も必要であるというふうにも考えておりま
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す。地元産小麦を使用する場合には、通常の小麦

より価格が、購入価格が高くなるということで、

商業ベースに乗せていくには課題もあるというと

ころは認識をしております。今後は、市民の理解

を深めてもらうなど土壌の醸成を図りながら、地

元小麦の普及についてその手法を研究をしていき

たいというふうに考えております。 

○近藤憲治委員 さまざまなやり方がまだまだあ

るかと思いますので、そこはいろいろとまた議論

させていただきたいと思います。 

 続きまして、さきにも質問がございましたけれ

ども、鉄道記念館展示客車改修事業ということ

で、クラウドファンディングを活用して、卯原内

の鉄道記念館横に展示をされております客車を修

復しようという事業だというふうに伺っておりま

す。目標金額含めまして、先ほどのやりとりで理

解をさせていただきましたけれども、やはりその

クラウドファンディングで財源を集めるという部

分、新たな手法としてやってみようという意気込

みは大いに評価をしたいなというふうに考えると

ころなのですが、一方でどうやったらきちんと寄

附が寄せられるのかというのを見きわめた上で乗

り出していくことが必要だというふうに考えま

す。クラウドファンディングの鍵というのは共感

でございまして、このプロジェクトを応援したい

と思っていただける人をどれだけふやせるかとい

うところに鍵があります。この間北海道内でも鉄

道車両の保存を大きく成功させた事例が二つほど

ありまして、例えば北海道で最初に走った電車

711系というのですけれども、この車両が昨年の

春のダイヤ改正で廃車になる際に起きた保存運動

では、クラウドファンディングを活用して412万

9,000円が１カ月で集まっております。また東京

上野と札幌を結んでおりましたブルートレイン北

斗星の客車、これも廃止になる際に車両を残そう

というプロジェクトが北斗市で起こりまして、

1,588万円が集まっております。いずれも、やは

りこの車両の価値を後世に伝えていこうという共

感が寄せられた結果の数字だというふうに受けと

めておりまして、この事業に乗り出す際には、や

はり対象となります客車の価値含めて、また卯原

内の鉄道記念館含めての価値をきちんと発信をし

ていって共感を呼びかけていかないと、なかなか

事業的には何のためにお金を集めるのかなという

ふうに見られてしまいますので、そのロジックの

組み立てが重要だと思います。現段階ではどのよ

うにお考えなのか、お伺いをしたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 鉄道記念館横の客車の改

修の関係でございますけれども、卯原内、あの鉄

道公園という形であるわけですけれども、あそこ

には鉄道記念館もありまして、そこの２階には国

鉄時代の貴重なグッズも展示してるという状況も

あります。ですから、あそこ一帯は鉄道の記念区

域というような位置づけにしましてＰＲしていき

たいというふうに考えております。 

○近藤憲治委員 湧網線自体が廃線マニアから見

ても、サイクリングロードとしてきちんと旧路盤

上を歩けるということで評価をされているという

一面あります。湧網線の歴史をまとめて伝える場

所として鉄道記念館もあり、そして蒸気機関車の

客車もあって、その補修の一連の湧網線の価値を

後世に伝えていくためにというようなロジックで

進めていただければ、共感を集めることは可能な

のかなというふうに考えておりますので、先ほど

返礼品の議論もございましたけれども、多くの共

感を集められるように事業を進めていただきたい

と思います。 

 最後に、企業誘致推進事業でございます。 

 こちらも、この間、直近でいえばＮＧＫさんを

含めて成果を大いに上げられているという部分で

評価をさせていただきたいというふうに思いま

す。誘致の部分に注目が集まりがちでございます

けれども、もう一方でその誘致した以上は網走に

長くいていただきたいという進出企業との関係性

の構築というところに心配りをいただきたいとい

う話でございます。 

誘致するまではいろいろとアプローチをしてい

い条件を出すのだけれども、来て長い時間がたつ

となかなか関係性が薄れていってしまったり、い

るのが当たり前になってしまったりというのはほ

かの町でも往々にしてあるようなのですけれど

も、ぜひとも網走は進出していただいた企業さん

との関係を良好に保ちながら、継続的に事業をし

ていただくという関係性の構築に心を配っていた

だきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 進出してきた企業を大切

にするということですけれども、私どもとしまし

ても進出企業におきましてはフォローアップとい

うことで、事あるごとに企業訪問を行うなど行っ

ているところでございます。進出してきた企業
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は、網走の経済、それから雇用において大きく貢

献しているものでございまして、継続して網走市

での事業を継続していただきたいと思っておりま

す。安定的な事業継続に向けての情報収集交換に

努めてまいりたいというふうに考えております。 

○井戸達也委員長 ここで、暫時休憩いたしま

す。 

午後６時09分 休憩 

───────────────────────── 

午後６時18分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開しま

す。 

 質問者、挙手を。 

 平賀委員。 

○平賀貴幸委員 それでは、質問をさせていただ

きます。 

 最初に、働き方の改善について伺います。初日

も伺っておりますが、きょうは市内の事業者に対

する状況であります。 

国の動向も徐々に明らかになってきております

が、その動きに合わせた改善が網走市内の企業に

も求められてくるのだというふうに思います。 

 まず最初に伺いますのは、網走市内の労働者の

労働時間の実態と労働環境の適正化についてであ

りますけれども、現在はどのような状況だという

ふうに把握されているか、伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 市内の企業の労働時間の

関係でございますけれども、私どもが知り得るの

は労働実態調査というのを２年に一度行っており

まして、ちょっと平成28年度ですが、まだ集計が

まだやっている最中でございますので、平成26年

度の結果なのですけれども、355社から労働実態

調査の回答を得ておりまして、そのうち184社で

時間外勤務があるというふうに回答がありまし

た。そして、そのうち20時間以内というのが119

社で、時間外になっている会社のうちの63％を占

めると。逆に40時間を超えるような会社が19社で

９％という状態になっておりまして、時間外が市

内の企業にも発生してるという状況が見られると

いうところでございます。 

○平賀貴幸委員 次に、市内企業における育児休

業、育児時間、こういったものがどのような状況

になっていって、とりやすい環境が整ってきてい

るかどうか、把握していれば伺いたいと思いま

す。 

○田口徹商工労働課長 こちらも労働実態調査で

一定の調査をしております。これも平成28年度の

労働実態調査、まだ集計全て終わってないのです

けども、そこをちょっとピックアップしてみたと

ころ、市内の回答の中で52.4％の会社で育児休業

があるという形になっております。平成26年度の

調査では、それよりも7.3％低い数字でございま

したから、一定程度上昇してきてるという傾向は

見られているという状況になっております。 

○平賀貴幸委員 私の記憶が確かならば、たしか

その調査は育児休業の制度があるかないかという

内容になってたと思うのですけれども、それで間

違いなかったでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 そうですね、制度のあり

なしです。 

○平賀貴幸委員 はい、理解をいたしました。 

 そうすると、労働実態調査の中身を変えていく

必要があるというふうに思います。働き方改革を

進めていくということは、まずどのぐらいの労働

時間、残業時間があるのかということの把握をも

う少し詳細にやらなければいけないということだ

と思いますし、育児休業、育児時間、制度として

整っていても取得できる状況でなければ余り意味

がないですよね。形式だけあっても意味がありま

せんから、そこを把握できるような調査に変えて

いく必要があると思うのですけれども、いかがで

しょうか。 

○田口徹商工労働課長 今後の制度の状況等も見

据えながら工夫してまいりたいというふうに考え

ております。 

○平賀貴幸委員 そういった調査をする中で優良

企業が発見できれば、その事例を市の広報紙等で

紹介をしていく、あるいは随意契約をする際には

入札面でその取り扱いに何らかのインセンティブ

がある。その状態をつくることも政策として可能

になるというふうに思いますけれども、考え方と

してはいかがでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 制度ができ上がってその

中で優良なものが出てきたら、それについては周

知することはやぶさかではないというふうに考え

ておりますけれども、ただインセンティブを与え

るとか、入札制度にインセンティブを与えると

か、そういうことにつきましてはちょっと所管が

異なりますので、関係所管のほうに伝えておきた

いというふうに思います。 
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○平賀貴幸委員 いずれにせよ、質問集をもう少

し工夫していって、そういった状況の調査ができ

るという形をとる必要があるということがわかっ

たと思いますので、そこをぜひ進めていただきた

いと思います。 

 次の質問に移らせていただきます。観光に質問

を移ります。 

 最初に、観光庁の消費動向調査の速報値につい

てでありますけれども、2016年の日本人の国内観

光消費額は2.5％増で20兆9,184億円となっており

まして、前年比で5,000億円と大きく伸びている

状況です。また同じく、国内の旅行者数は延べで

６億3,494万人で、前年比で５％アップしており

ます。そのうち宿泊旅行では2.8％増の３億2,172

万人、日帰りは7.4％増の３億1,322万人という状

況でありました。一方で、一回当たりの旅行単価

を見ますと、前年比は2.4％減の３万2,945円に

なっておりまして、そのうち宿泊は４万9,326円

と2.4％減少したのに対して、日帰りは１万6,120

円と2.3％増になっております。四半期別にこれ

を見てみますと、昨年の10月から12月の第４四半

期では前年比、前年同期比で1.6％減の４兆9,518

億円で、宿泊旅行消費額は３兆7,197億円と前年

比で4.6％の減少、一方で日帰り旅行客の消費額

は8.7％ふえて１兆2,321億円となっておりまし

て、全体合計で宿泊旅行消費額は2016年の第１四

半期以来３期ぶりのマイナスになっているという

ことであります。 

 ここから読み取れるのは、日本国内全体のトレ

ンドというのは宿泊の観光客の方々の観光消費額

は減少傾向にある。一方で日帰りの観光客の方々

の観光消費額は増加傾向にあるということであり

まして、政策として網走市が行っていく際にはこ

れを参考にしながら進めていく必要があると思い

ますが、どのような考え方なのか、伺いたいと思

います。 

○伊倉直樹観光課長 観光庁による2016日本人の

消費動向調査の速報値、今お話がありましたが、

旅行の単価を見ますと、宿泊旅行の数字は下がっ

ていると、日帰りの旅行の数字が上がっていると

いうことで、一言で言うと近短というような状況

になっているのかなというふうに思っておりまし

て、この傾向の原因といたしましては、前年に比

べて、ゴールデンウイークやシルバーウイークの

日並びが悪かったということと熊本地震や台風の

影響が大きかったのではないかということで、こ

れまでどちらかというと宿泊増強という形に重き

を置いて施策を進めておりましたが、こうした傾

向を踏まえまして、日帰り旅行というのも大事な

部分ではあるので、今後はこの部分についても考

えた施策が必要になってくるのではないかという

ふうに考えております。 

○平賀貴幸委員 以前の質疑の中でも、観光振興

計画上その宿泊客数の達成がなかなか難しい可能

性があるというような答弁もあったところであり

ます。それはそれで、やはり消費単価は大きいの

で、一定程度維持をしなくてはいけないですし、

できればふやしていくという考え方もやっぱり持

ちながらやらなければいけませんが、今答弁あっ

たとおり、日帰り旅行客の対応というのがやはり

重要にはなってくるという局面ではあるというこ

と、これは実は２年続いてこのトレンドは続いて

ますので、こういった取り組みをしなければいけ

ないのだというふうに思います。 

 そうなると、やはりコンテンツづくり、先ほど

もいろいろ質疑ありましたけれども、ますますそ

の強化が重要になってくるというふうに思いま

す。そうなると、それは考えなければいけないこ

とがあると思っておりまして、現在網走市内の各

種イベントについては、これいいとか悪いとかで

はありません、現実としてですが、ボランティア

に頼っている体制になっております。果たしてこ

れでいいのだろうかというところを考えなければ

いけないというふうに思います。というのは、コ

ンテンツの整備を進めるとなると、開催日数を延

ばすことと、それから内容の強化充実が必要なの

ですけれども、現在の体制のままのイベントの実

施でそれができるのだろうかということを考えた

ときに、ボランティアの方々、日数ふやしますか

ら、何日間か頑張る日にちふやしてくださいとい

うのはなかなかいかないという現実があると思う

のですけれども、そのことについてはどう受けと

められるでしょう。 

○伊倉直樹観光課長 今、委員のほうからコンテ

ンツづくりが大変重要だというのは、同様の認識

であります。その一方で、各種イベント、市内の

イベントについては、ボランティアに頼んでいる

という体制で果たしていいのだろうかというお話

がありましたが、イベントに関して私の認識では

ボランティアでやっているというふうにやってい
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るところは余りそんなにないのかなというふうに

は思ってまして、ですからちょっとそこの部分で

はちょっと考え方が違うのかなというふうには

思っております。 

○平賀貴幸委員 言い方を変えさせていただく

と、ボランティアの手がなければできないイベン

トがほとんどだというふうに捉えていただいたほ

うがいいと思うのですね。ボランティアの方々の

の積極的な参画がなければなかなかできないイベ

ントがたくさんあると。その現実の中で開催日数

を延ばそうなどというところを考えたときには、

現体制では難しいのではないかということなので

すが、いかがでしょう。 

○伊倉直樹観光課長 果たしてそのイベントに

頼っている部分が多いというのは、ちょっと必ず

しもそうとは言えないのかなというふうには思っ

てますが、ただその内容として確かにボランティ

アに依存している形でイベントを運営しているの

であれば、期間を延ばすことによって、そのボラ

ンティアさんの疲弊を生むし、なかなかその魅力

のつくり上げというのは非常に難しいかなという

ふうには思っております。 

○平賀貴幸委員 さまざまなかかわり方をしなが

ら、イベント等はコンテンツの運営がされてるの

ですけれども、ボランティアに頼っている部分も

やはりかなりあるというのは、認識を私は持って

いるところです。私は別にこの状況が悪いと言っ

てるわけではなくて、ここからさらにこのコンテ

ンツの強化充実とそれから開催日数を延ばすとい

うニーズに応えることをするためには、体制の見

直しがやはり必要だろうなというふうに思うとい

うところであります。 

 一方で、いろいろ補助金をいただきながら、さ

まざまな事業を行われているという状況が今ある

と思います。できればそのこういった補助金に余

り頼らない形で自立してやっていけるような形に

なっていくことが望ましいと思っておりまして、

特に観光ＤＭＯの設立などを考えていくと、それ

ぞれの観光コンテンツが独立採算でやっていける

ものに対して、市のほうでもう少し強化しようと

いう形での補助をするですとか、この事業は市の

補助なしにはなかなかできないものをやるのでこ

ういう補助が欲しいという形での事業に徐々に変

わっていくことが望ましいというふうに思うので

すけれども、できればその開催日数を延ばすよう

な取り組みの中で採算面も黒字に向かって、少な

くても行政経費があってもなくても収支の均衡を

図れるような状態になっていくのが望ましいので

はないかと思いますけれども、将来的にだと思い

ますが、そういった考え方を持ちながらやってい

くということはいかがでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 実際の現実的に見ますと、

一つのイベントで補助金なしでなかなか成り立つ

という事業が、正直言って、今市内ではないのか

なというふうに思ってまして、ただそれが決して

いいとは思っておりません。ですから、今お話の

ありましたように、ＤＭＯというのはまさしく自

分たちで財源を生んで、そこで補助金という形の

ものではなくて、その自主財源の中で運営してい

くというのは確かにそこは目指すべき姿だという

ふうには思っております。 

○平賀貴幸委員 理想と現実はなかなかすり合わ

ないこともありますので、ここはそういう認識を

共有しながら、徐々にそのイベントの改変を図っ

ていくということを取り組んでいただきたいと思

います。 

 次に、そのイベントの中で流氷まつりのことに

ついて伺いたいと思いますが、今の会場を私は変

更したほうがやはりいいのではないかと、以前も

提言したことがありますが、考えております。で

きれば中心市街地にもう一度流氷まつりは戻して

いきたいなという意識を持っておりまして、とい

うのは、体験型観光の創造、先ほども答弁の中で

雪像づくり、氷像、雪像づくりの体験をというこ

とがありましたが、この体験をするならば流氷ま

つりが中心市街地にあると、２週間ないし１カ月

間、ずーっとその雪像や氷像をつくってらっしゃ

る姿を間近で見られる環境の場所ができるわけで

す。そこで体験型観光をやるということを、新た

に考え出すのでなくて済む。場所を変えるだけで

できるという考え方もあるのだと思います。そう

いった意味で、流氷まつりの会場、あそこでやる

にはやはりオーロラターミナルが過去にあったり

して、あそこに移した経緯はわかるのですけれど

も、今それもなくなった状態であそこでやる意味

は恐らく場所の広さだとか、さまざまな面ぐらい

しかないのかなと思うのですけれども、大雪像を

つくれないからと以前答弁あったのですけれど

も、大雪像があるからお客さんが来ているわけで

もないような気もしますので、その辺については
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どうお考えなのか、伺いたいと思います。 

○伊倉直樹観光課長 流氷まつりにつきまして

は、第50回の大会を終わって一つの節目で、これ

からいろいろ、その後もいろいろ議論はされてき

た部分があります。そうした中で、中央商店街に

場所を移すことでというお話なのですが、そのこ

とによって中心市街地に人が集まりまして活性化

につながる可能性というのは十分考えられるとい

うふうに思いますが、よく御存じだと思います

が、雪像の製作期間というのは期間が結構かかり

ます。そうすると、準備期間を入れると大体約１

カ月間ぐらいになると思いますが、中心市街地、

例えばアプト・４とかに通行規制をかけなければ

ならなくなりまして、例えば道路の除雪も困難に

なって、商店街を利用する方や近隣住民の生活に

支障を来すおそれもあるというふうに考えてま

す。現在の場所の利点としましては、場所の広さ

と流氷を間近に見るという部分でのメリットはひ

とあるのかなというふうには思っております。流

氷まつり会場につきましては、過去にも見直しの

議論がありましたが、先ほど来、種々の課題もあ

りまして、現在の場所に落ちついているという実

態にございます。いずれにしても、流氷まつり会

場については、今後の検討課題という認識は持っ

ております。 

○平賀貴幸委員 子供のころから網走に住んでい

る人は中央公園に流氷まつりやられていたのも覚

えていて、明らかにあそこのほうが行きやすかっ

たっていうのは間違いないことでありますし、そ

ういった面も含めて、場所については引き続き検

討していただくしかこれはないだろうと。今すぐ

結論が出るような問題ではないことは十分承知し

ておりますが、いずれにしろ、あそこの場所でや

るよりはさまざまな利点はありますが、生活の部

分との兼ね合いがこれ出てくる話ですから、ぜひ

そこはさまざまな調整しながらやっていただきた

いというふうに思いますけれども、通行がなかな

か雪が降って大変になるのだったら、むしろ通れ

ない状況が通常１カ月間あるという状態を受け入

れられるビジネスをするという考え方もあります

ので、その辺も含めて検討していただきたいとい

うふうに思います。 

次に、さまざまな事業やるためには広域連携が

必要でありますが、その広域連携をする際には、

それぞれ自治体ごとに分担金が発生するというふ

うに思います。その分担金の発生の仕方につい

て、一定のルールが必要だと思っておりまして、

人口でやるのか、財政規模でやるのか、さまざま

な考え方がありますが、そこを整理して整えてお

くことも連携と協働のまちづくりをするために、

広域連携特に必要だと思うのですけれども、いか

がでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 広域連携のルールづくりの

お話なのですけれども、なかなか一概に一つのも

のに絞ってというのは非常に難しい部分があると

いうふうに思ってます。例えば広域観光周遊ルー

トの設定する場合には、宿泊客延べ数を年間25万

人泊以上というような設定をしたりですとか、網

走市もかかわっている協議会とかでは人口規模と

か、そういったことによっても、その都度協議

会、協議会によって、一定のルールづくりという

のは一応つくっているような形にはなっていると

思ってます。 

○平賀貴幸委員 今のところ、協議体によって

ルールが違うというところなのだと思います。そ

こもやむを得ないと思いますが、思いがあって事

業やりたいという職員や民間の団体や企業などが

あったときに、このルールがうまくできていない

のでできなかったということが時々あるようです

から、この辺についてはできるだけ整理をしてい

ただきたいなというふうに思います。 

 次の質問に行きますが、同じく広域観光を考え

ると、サイクリングによる観光振興というのもひ

とつ意味があると思いますし、網走市でも取り組

みをしているということは承知をしているところ

であります。 

そこで伺いますけれども、空港設備を整えると

いうことが大事じゃないかなというふうに思って

ます。もちろん行政区は網走ではありませんが、

観光についてはとても大事なので伺わせていただ

きますけれども、やはりシャワーの設備が空港に

あってもいいのかなと、あそこにおりてそのまま

自転車に乗って、何かの経験をしてそのまま日帰

りできる人もいるかもしれませんが、泊まった

後、自転車で帰る人もいてもおかしくないエリア

だというふうに思います。 

 そういった意味で、空港の設備を整えること

や、バスそのものに自転車を乗せやすい設備を整

える。これ改造するのか入れかえるのか、今のバ

スにそういったものをつけるのかとなりますけれ



 

－ 187 － 

ども、そういったことをすることによって、サイ

クリストの人たちは自分の自転車持ってきますの

で、使いやすい空港と体制ができるというふうに

なると思いますけれども、実は本州ではこういう

取り組みをやってるところがもう既に自治体とし

てはありますが、その辺についてはいかがお考え

でしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 オホーツクエリアへのサイ

クリストの受け入れ環境整備のお話ですけれど

も、それを進めるためには空の玄関口であります

女満別空港を拠点とした整備が必要と、求められ

るということなっております。サイクリストが自

己で所有する自転車を持参しまして、公共交通を

利用した輪行移動が便利になれば、全国のサイク

リストに向けた大きなＰＲにもなるというふうに

考えてます。ただいずれにいたしましても、女満

別空港ビルやバス会社の理解と協力が必要となり

ますので、事業実施の過程の中で働きをかけて、

相談もしながら働きかけてまいりたいというふう

には考えております。 

○平賀貴幸委員 これも時間と予算のかかる話で

すから、取り組みを進めていただきたいというふ

うに思います。 

 一方で観光の表示物についてもさまざまな質問

も先ほどもありましたが、以前から指摘されてい

るように、やはり飲食店の対応等も必要だろうと

いうふうに思います。もう少し飲食店の中の表示

物の工夫ですとか、メニューの工夫だとかをして

いただくような働きかけが必要だと思っておりま

して、私がたまたま行った焼肉屋さんには中国語

のメニューがちゃんと置いてありまして、中国人

の方がそれを知ってか知らずか問い合わせが来

て、わざわざそこに焼き肉を食べに来て、そのメ

ニューで選んでるという姿を実際に見せていただ

き、お店の人にもそういう人が多いんだよという

話を伺ったところです。そういった対応が必要だ

と思います。 

 それとあわせて、乗り物の対応もやっぱり大事

だなというふうに思います。網走バスに乗ると、

目に見える形で文字での表示はあるのです。それ

はとてもいいことだと思いますが、残念ながらＪ

Ｒにそういうものは見たことはありません。そし

て、車内放送、東京に行くと、複数の言語、多言

語でここの駅は何ですというのが入ったり、そう

いう情報は入ってきます。煩わしいかなと思った

のですがそんなことないのですよね。そんなに煩

わしくもなくて、そういった多言語放送がやはり

バスやＪＲには必要だなというふうに思います。

特にトラブルがあったときにやっぱり必要で、私

たまたまＪＲの札幌駅で５時間、去年待ちぼうけ

を食らいまして、何が起きるのか、あえていてみ

ようと思ってホームにいたのですけれども、そう

すると、一切外国語の案内が入らないので外国人

観光客の方がとても困っている状況がやはり発生

しておりまして、駅員さんにそれを訴えても対応

してくれないという現実も、残念なことに見てお

りました。なかなかこれでは選ばれるような乗り

物にはならないです。やはりこういったことを、

さまざまな機会を通じて、開発期成会のときに市

長もきっと、今後ＪＲと交渉するようなことも出

てくるでしょうけれども、そういったことも含め

て働きかけていくという、こういった点が大事だ

と思いますけれども、いかがでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 まず飲食店等の表示物の言

語対応の関係なのですけれども、北海道における

広域観光周遊ルート形成促進事業における食の魅

力による情報発信事業におきまして、ぐるなびと

連携した飲食店向け外国人受け入れ環境整備を進

めておりまして、市内の飲食店の中にもこれに参

加をしまして、ぐるなびホームページの紹介やメ

ニューの多言語化など行っているところもござい

ます。今後もこうした事業を活用しながら、多言

語化の表示は推進してまいりたいというふうに考

えております。 

また店舗表示の多言語化につきましては、個々

で整備するというよりも、一定の範囲で取り組む

ことにより効果を高めることにつながると認識し

ておりますが、この部分については今後の検討課

題というふうに認識をしております。 

また公共交通における外国語のアナウンスの関

係なのですけれども、今お話ありましたように、

網走バスに関しましては、例えば施設めぐりバス

については、英語で電光板表示で行き先の表示が

出ます。あとアナウンスも英語でアナウンスがあ

ります。こういった状況がある一方で、ＪＲにつ

いてはなかなかそういった状況までには至ってま

せんが、ただ１月の末に流氷物語号が１カ月間運

転したのですけれども、そのときには東京の中国

人の大学生、留学生の方が、網走駅で中国系の方

にいろいろガイド的な案内もしてましたので、
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徐々にではありますが、そういう環境整備もなさ

れているのかなというふうには思っております。 

○平賀貴幸委員 網走バスの車内にはバスの乗り

方も多言語で表示されて張ってあって、これがあ

ればさすがにわかるなっていうつくりだったので

すね。そういう工夫されている企業もありますか

ら、ぜひそういった情報も共有しながら、公共交

通の部分も含めてやっていただきたいですし、飲

食店のほうも、できるだけ気持ちよく外国人の方

が来て、いい街だなと思ってもらえる印象をつ

くっておいしいもの食べていただいて、また来て

もらえる、そんなことになっていただければなと

思います。 

 最後に、商工のほうにもう一度戻って伺いたい

というふうに思います。２点ほど伺います。 

 ＪＲの関係ですけれども、観光列車の運行の考

え方について伺いたいというふうに思います。 

 観光ですかね、観光のままでした。済みませ

ん。伺いたいと思いますが、観光列車、先ほど出

てきた流氷物語号のようなラッピング列車を走ら

せて、市民の皆さんも含めてさまざまな形でかか

わっていく。ああいう取り組みはすばらしい取り

組みだと思います。ただ一方で、あの取り組みで

はなかなか市民の皆さんがもっと参画しようとい

う形には実はならないのだというふうに思ってお

りまして、そう考えたときに、決してあの取り組

みが悪いと言っているわけではありません。あれ

はあれで大事なのですけれども、ああいうタイプ

のものをたくさんふやしていったらいいのではな

いかという今の、ＪＲさんがやってるのかどうか

ちょっと私余りわからないですけれども、会議体

の中での観光列車の考え方には余り賛同できない

な、あれではなかなか沿線の住民や企業が応援し

ようという気持ちは育たないだろうなというふう

に見ております。それを変えていくためには、

もっとＮＰＯ法人や市民団体の皆さんが参画しや

すい形での観光列車の運行というのが必要である

というふうに思っておりまして、事例で挙げるな

らば、それこそもっとレール倶楽部さんがやった

食い倒れ号のような形が一番望ましいものの一つ

でありますし、また、本州に行くと美術館列車が

走っていたりします。車の、ＪＲの外側をどうこ

うするのではなくて、中の内装に仕掛けをしてい

く形で市民がかかわるという形、そういった形を

することによって、自分たちのかかわりのある人

の何かがあるのなら乗ってみようとかという形

で、かかわっていく人をふやすという取り組みが

できると思っておりまして、むしろそういう形の

観光列車の運行をもっと積極的に考えるべきでは

ないかというふうに思っているのですけれども、

その辺についての見解を伺いたいと思います。 

○伊倉直樹観光課長 観光列車の位置づけといい

ますか、運行の関係なのですけれども、今お話あ

りましたように、流氷物語号は無事ことし運転を

されました。ＪＲ北海道さんにつきましては、御

承知のとおり、いろいろと北海道の鉄路を取り巻

く問題の中で本当によくやってくれたのではない

かというふうには思っております。 

 それで、安全運行、安全運転というのを第一に

して、ことしは１年目、こういう形で地域の要望

もいろいろと取り入れてもらいながらやっていた

だきましたので、今後また、いろいろな意味でス

テップアップをしていきながら、そういった違う

形の見せ方というのも、ＪＲさんとか沿線の自治

体、それからいろいろな方たちと協議をしなが

ら、いい形のものにしていきたいというふうには

考えております。 

○平賀貴幸委員 流氷物語号は流氷物語号でいい

と思っておりますので、決してそれがおかしいと

かではなくて、次の観光列車を考える際には、あ

あいうラッピングに固執するという形ではない形

のほうがいいということを申し上げたかったとい

うことでありますので、ぜひ、市民団体やＮＰＯ

法人などの参画の動きがあったときには、行政と

しても積極的に後押しをしていただきたいという

ふうに思います。 

 最後に、まちづくり会社について一点だけ伺い

たいと思います。 

 まちづくり会社についてさまざまな議論があり

ますが、私はここに福祉の視点がないということ

がずっと気になっておりました。さすがに設立に

向けての動きが始まる段階ですから、申し上げな

ければいけないということで、最後の質問にさせ

ていただきますが、私はここに桶屋介護保険課長

がいらっしゃらないのがちょっと残念ですけれど

も、介護保険のかかわりはここには必要だと実は

思っております。生活支援コーディネーターの配

置は社会福祉協議会というような答弁がきのうも

あったのですが、私は社協さんもいいのですけれ

ども、このまちづくり会社にも必要だろうと思っ
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ておりまして、そして第２層の協議体はこのまち

づくり会社を中心にある協議体も必要だろうと

思っています。というのは、元気になった高齢者

の活躍の場所というのがなかなか少ないのが網走

市の現状だからであります。これは特別会計のと

きにも改めて議論させていただきますが、廃用症

候群から立ち直って元気になった後、活躍する場

が今のところ、高齢者ふれあいの家かシルバー人

材センターかぐらいな感じなのですよね。でもそ

うではない場所もやっぱり必要であります。一つ

は仕事としてしっかり活躍できるような場所が必

要でありまして、市役所の職員のような皆さんの

ような頭脳労働者の方が、別に退職後シルバー人

材センターで草刈りをしなくてもいいわけで、そ

ういった頭脳労働者の方が活躍できる場もやっぱ

りあったほうがいいと思います。それがまちづく

り会社としての一つの受け皿としてやっぱり考え

るべきだと思いますし、一方で、そこまではいか

ないのだけれども、シルバー人材センターの仕事

まではできないと元気な高齢者の方々の受け皿と

しての団体がやっぱり必要でありまして、そこを

今全国のさまざまな先進事例、例えば大分県の竹

田市などでは、商工労働のポジションがしっかり

とバックアップしながら進めているわけでありま

す。ぜひこのまちづくり会社にこの福祉の視点を

持ち込んで、第２層の協議体の中核となるような

部分もまちづくり会社はぜひ持っていただきたい

というふうに思いますが、見解を伺いたいと思い

ます。 

○田口徹商工労働課長 福祉関係の業務というこ

とで、まちづくり会社の構成員にという形ですけ

れども、現在まちづくり会社につきましては、中

央商店街振興組合を中心としまして、不動産を扱

うことができる事業所により組織をしようとし

て、これまで取り組んできたところでございま

す。今年度継承してきたことを踏まえまして、設

立後は安定した経営力をつけることが第一である

と今の段階では考えておりまして、それにはそれ

ぞれの分野でノウハウのある業務を推進したい考

えがありますことから、現段階では新たな分野へ

の参入には、今のところは慎重に進めるべきでは

ないかなというふうに考えているところでござい

ます。 

○平賀貴幸委員 それはそれで考え方として私は

理解はできますが、まちづくり会社が中心市街地

を含めたまちのにぎわいをつくろうということを

目指されるのであれば、にぎわいをつくるために

たくさんの高齢者の方たちが元気になって集まる

場所を中心市街地につくるということは、私はま

ちづくり会社の役割と何らそごはないというふう

に思っております。 

 手法は確かに福祉のスキームを使い予算を使う

かもしれませんが、やろうとしていることはまち

づくり会社がやろうとしていることをやるという

ことでありますので、ひとつ検討材料としてここ

は入れていただきながら、協議する場所でこうい

う検討もあるという情報だけは提供していただき

たいのと、そういった商工がかかわっているよう

なこういう先進事例、各地に今たくさん多くなっ

てきてますので、ぜひ調査しておくことをしてい

く必要があるということを申し上げて、私の質問

を終わります。 

○井戸達也委員長 以上で、本日の日程でありま

す一般会計の歳出のうち、労働費、農林水産業

費、商工費及びその特定財源に関する歳入の細部

質疑を終了しました。 

 本日は、これで散会とします。 

 再開は、あす午前10時としますから、御参集願

います。 

 大変御苦労さまでした。 

午後６時54分 散会 

──────────────────────────── 

 

 


